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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　甘い花の香かおりが、チャペルいっぱいに広がっている。

　バージンロードを彩いろどる純白の花びらは、まるで可か憐れんなじゅうたんのようだった。

　今日、ここで挙式をする新婦のたっての希望で、約四千本分の生の花びらを敷しき詰つめたのだ。

「めちゃくちゃきれいだなあ」

　入社して三年のウェディングプランナー、青あお山やま郁いく也やはチャペルの入り口に立ち、その美しい光景を眺ながめた。

　大きな窓からは陽光が降り注ぎ、フラワーデコレーションしたバージンロードのふちに埋うめ込まれたクリスタルに反射して、キラキラ輝かがやいている。まるで光の祝福を受けているようだった。

「ほんと、いつ見ても素す敵てきだなあ」

　青山の勤務先である、ここ『ラ・メゾン・ダムール』は、たびたびテレビや雑誌に取り上げられている、人気の結けつ婚こん式場だ。

　フランス語で『愛の家』という名のとおり、独立型のチャペルと、美しい花々に囲まれた白はく亜あのゲストハウスでは、年間三百組のカップルが結婚式を施し行こうする。

「ア・オ・ヤ・マさん」

　バージンロードにみとれていると、いきなり背後から耳に息を吹ふきかけられた。

「うわっ！」

　振ふり向くと、真後ろで新人のウェディングプランナー、御みさ崎きし愁ゆう成せいがにっこり微笑ほほえんでいた。

　青山はその高い位置にある小さな頭を、勢いよくぶっ叩たたく。

「御崎てめえ……、朝っぱらから気持ち悪わりぃことすんな！」

　御崎は大おお袈げ裟さに頭を撫なで擦さすりながら、端たん整せいな顔を近づけてきた。

「え？　気持ち悪かったですか？　本当に？　あ、もしかして青山さんって、耳よりも首筋のほうが感じる人ですか？　それとももっと露ろ骨こつにちく」

「や・め・ろ。お前の唯ゆい一いつの取り柄えの顔を腫はれ上がらせるぞ」

　神聖なチャペルに相応ふさわしくない単語が飛び出す寸前で、青山は御崎の頰ほおをギリギリとつねり上げた。

　手加減のない青山に、御崎は顔をしかめる。

「痛い、痛いですって。もう、青山さんは乱暴者なんだから。まあそういうところも好きですけど」

　セクハラ魔まに好きなんて言われても、まるで心に響ひびかない。

　なぜか青山は二週間前から、この三歳年下の新人である御崎から、まともでない熱ねつ烈れつアプローチを受けている。

　しかも御崎は青山も自分に気があると勝手に思い込んでいるようなのだ。

「ねえ青山さん、今バージンロードにみとれてたんでしょう？　ほんと青山さんって、見た目に似合わず乙おと女めなところありますよね」

「見た目に似合わずは余計だ」

「俺の花はな嫁よめになってくれるなら、お姫ひめ様さまみたいなドレスを着せて、ここのバージンロードを歩かせてあげますよ？」

　脅おどしにも懲こりず、くだらないことを囁ささやく御崎に、青山は青筋を立てた。

「どうやらお前は本気でボコボコにされたいみたいだな」

「いえいえ、俺はただ青山さんに素直になってほしいだけで」

「俺は素直すぎるくらい素直だよ。無む駄だ口ぐちばっか叩いてないで仕事しろ」

　くるりと背を向けて立ち去ろうとすると、御崎はそれを追ってきた。

「じゃあ、青山さんに話があります」

「ヒトの話を聞け」

「今三番ブースに、青山さんのお客様がいらっしゃいましたよ」

　しれっと告げてきた御崎に、青山は目を見開いた。

「なっ……、お前はそれを早く言わんか！　つかチャペルまで来る前に、インカムつけてんだからインカムで言え！」

「ああほら、俺に耳みみ許もとで囁かれたいなんて、やっぱり青山さん、耳が感じるんでしょう？」

　口の端はしを吊つり上げるセクハラ男を無視し、青山は急いでチャペルに隣りん接せつしているゲストハウスのフロントに戻もどった。できればもう一発、御崎にゲンコツを食くらわせてやりたかったが、それよりもお客様だ。大量の資料を抱かかえて、打ち合わせのブースに向かう。

「すみません、大変お待たせいたしました」

　青山は新しん郎ろう新婦に声をかけながら、向かいの席に座った。

　新郎新婦は笑え顔がおで答えてくれる。

「こちらこそすみません、予約の時間より早く来ちゃって」

「いえいえ、お気になさらないでください。新郎様は、おひさしぶりですね」

「はい。三ヶ月ぶりかな？」

　今秋挙式予定のこちらの新郎は多た忙ぼうな方で、あまり来館することがない。めずらしく新郎新婦が揃そろっているこの機会にできるだけ打ち合わせを進めておきたいと思っていると、そこにまた御崎が現れた。

「失礼いたします。お飲み物はいかがいたしましょうか」

　メニュー表をのぞき込む新郎新婦の傍かたわらから、御崎は青山に艶つやめいた笑えみを向けてきた。御崎はいつもこうして、隙すきあらば青山の視界に入ってこようとする。

　マジでしつこく、うっとうしい。　>>>♥

　全力で睨にらみつけていると、すぐに正面からオレンジジュースとアイスミルクティーで、と新郎新婦の声がして、青山は瞬しゆん時じに営業スマイルに戻った。

「かしこまりました」

　注文を受け、御崎が立ち去ると、新婦はテーブル越ごしに身を乗り出してくる。

「青山さん！　今の方、すっごくかっこいいですね！　青山さんと同じスーツだったから、ウェディングプランナーさん？」

「ええ、はい、そうです」

　どうやら新婦は御崎にときめいてしまったようだ。御崎は外そと面づらだけはすこぶるいいので、こういうことはめずらしくない。

「背が高くて顔が小さくて、モデルさんみたい！　なんだかキラキラしてて、思わず釘くぎ付づけになっちゃった！」

「あはは。そんなことを言っちゃ、新郎様がやきもち焼いちゃいますよ」

　さらりとかわすと、新婦は新郎を振り向いて「きゃー違ちがうのっ、たっくんが一番かっこいいよっ」と慌あわててフォローを入れた。青山はそれを微笑ましげに眺める。うらやましくなるくらい幸せ真っ盛りだ。やっぱりここは、こういうところじゃないといけない。

　ここ『ラ・メゾン・ダムール』は、ウェディング業界を牽けん引いんしていると言っても過言ではない、ミサキグループが所有する結婚式場のひとつだ。

　グループは日本各地のほかにハワイやグアム、バリ島やモルディヴなどでもウェディング事業を展開していて、世界的にリゾートウェディングをプロデュースしている。

　また、ウェディングドレスなどのコスチューム事業やレストラン事業、ウェディング関連のスクールも開いており、その事業内容は業界全ぜん般ぱんに広がっていた。

　そして御崎は、そのミサキグループの社長のひとり息子むすこだ。

　社長の意向で三ヶ月前、ここに新卒入社してきた。

「とにかく甘やかして育ててしまったから、現場で使えるようにビシビシ教育してやってくれ」という社長の言葉を受けて、御崎は今ウェディングプランナーとして日々猛もう勉べん強きよう中だ。

　絵に描かいたようなお坊ぼつちゃまである御崎はさらに、容姿にも恵めぐまれていた。

　百八十五センチ近い身長に、女性に好まれそうな端整でさわやかな顔立ち。

　二十二歳という年ねん齢れいのわりに、やけにスーツが似合う雰ふん囲い気きは大人の男を感じさせるのに、笑うと不意に甘くあどけなくなる。

　その振り幅はばに、青山はあと五年、十年すれば、御崎はもっといい男に育つんじゃないかという想像を搔かき立てずにはいられなかった。

　御崎からはいつも清潔感のあるいい匂においがして、ゲイの青山は一いつ瞬しゆんで心こころ惹ひかれた。正直、二十五年生きてきて、最高に好みのタイプの男だと思った。

　けれどそれがそのまま恋こいになるなんて、もちろんそんな単純な話じゃない。

　中身が中身だと容姿が最高に好みでも嫌けん悪お感かんを抱いだくのだと、青山は二十五歳にして初めて知った。

『飛び込みでお客様がご来館されました』

　接客中に、スタッフ全員が装着している、デジタルのワイヤレスインカムで業務連れん絡らくが入った。

　飛び込みとは、予約なしでやってくる新規客のことだ。来館は基本的には予約制だが、実際は飛び込みも多かった。

「飛び込み、どんな感じですか？」

　担当の新郎新婦を見送ってからフロントに戻ると、青山はチーフプランナーの梅うめ原はらに尋たずねた。

　梅原はウェディングプランナー歴十七年のベテランだ。彼女の明るくサバサバした性格のおかげで、ここのフロントはいつも和気あいあいとしている。

「今アンケートを回収してきたところだよ」

　新規客が来館すると、まずはアンケートに記入してもらう。結けつ婚こん式しきの日取りや招待予定のゲストの人数、予算、挙式スタイルなど、お客様の希望を教えていただくのだ。

　梅原が目を通す横で、青山はモニターを見やった。お客様と打ち合わせをするブース席にはカメラが設置されていて、その様子をフロントで窺うかがうことができる。

　八番まであるブース席で、新規客は何番だろうと思っていると、ひとつ年上の先せん輩ぱい、佐さ々さ木きが「五番だよ」と教えてくれた。

　佐々木は六人いるウェディングプランナーの中で、唯ゆい一いつのふんわりキャラだ。あと永なが嶋しまと中なか野のという先輩がいるが、どちらも梅原によく似た快活系だ。御崎が来るまで、青山は一番下っ端ぱだった。

「五番？　じゃあチーフ、あのマダムは？」

　青山は五番ブースでものすごい存在感を放つマダムを指さした。

　マダムは新郎新婦と思われるふたりの間に、当たり前のようにドンと座っている。

「あ、新郎様のお母様みたい」

「新郎様のお母様……」

　モニターを眺ながめていると、マダムは新郎のティーカップに砂糖を入れて搔き混ぜ始めた。そうしてそれを新郎に差し出す。モニターは映像だけで、音声は聞こえてこないが、青山の耳には「ありがとうママッ」とはっきり聞こえた。残念ながらこちらの新郎は間ま違ちがいなくマザコンだ。

　結婚式の相談に母親同どう伴はんでやってくることはままある。けれどこの席の配置はありえないし、あそこまで過か剰じように世話は焼かない。

　新婦様大変だな……と苦笑いしていると、梅原がフロントに残っているウェディングプランナーを見み渡わたした。

「接客、誰だれ行こっか。もうすぐ電話予約の新規来館もあるのよね。そっちを御崎くんに行ってもらう予定だったんだけど、こっちのほうが御崎くん向きかな」

　梅原は御崎に意見を求めた。

　御崎は頷うなずく。

「そうですね。電話予約のお客様は、新郎新婦おふたりでご来館ですよね。だったら俺はこっちのほうがいいです」

　御崎はとんでもないマダムキラーで、入社して三ヶ月、研修中の身でありながら、母親同伴の接客につけば成約率は百パーセントだった。

　キラキラした王子様みたいな年若い男がニコッと微笑ほほえめば、母親世代はイチコロだ。息子むすこや娘むすめの意見なんてお構いなく、わたしがお金を出すんだからいいでしょ！　と独断で契けい約やくしてくれる。青山はそれを白い目で見ていた。

「入社して間もないうちからお客様を選えり好みしてたら、成長するもんもしねーぞ。お前にはどんなお客様でも行きますっていうやる気がないのか。意気込みが足りねえ」

　青山はケッと吐はき捨てた。いくら社長の息子とはいえ、お客様にとってはただひとりのウェディングプランナーだ。青山は御崎を甘やかすつもりはなかった。

　すると梅原を始めとする先輩方は、ぱちぱちと目を瞬しばたたかせる。

「青山ってスパルタだったんだ」

「ねえ。御崎くんかわいそう」

「は？」

　何がスパルタだ。何がかわいそうだ。青山のときは、もっとこの先輩方にゴリゴリしごかれた。みんな御崎に甘すぎる。

「選り好みじゃなくて効率の問題ですよ」

　御崎は飄ひよう々ひようと言った。

「効率だと？」

　確かにこの仕事は契約を取らないと成り立たない。けれど新人に効率だとか、そういう生意気なことを口にされたくはなかった。

　結婚式は愛する人と一生添そい遂とげるという約束を、大切な人たちに見守ってもらい、祝ってもらう、最も幸せな瞬しゆん間かんだ。

　ゲイの青山にとってそれは本当に特別なことだった。夢見がちだと言われても憧あこがれずにはいられない。

　自分が当事者になるのが難しい分、それを自分の手で彩いろどりたい。幸せのお手伝いをしたい。

　それが、青山がウェディングプランナーを志した理由だ。入社してから今まで、その思いが揺ゆらいだことは一度だってない。その分青山には不器用なところもあるけれど、御崎のようにただ仕事と割り切って、能率的に働きたいとは思わなかった。

「決めますよ、この飛び込み」

　すれ違ちがいざまに御崎が囁ささやいてきて、青山はむっつりとした。

「そんなゲームみたいな言い方すんな。お客様に失礼だ」

「青山さんは本当にまっすぐですね」

　意味ありげに微笑む御崎を無視し、青山は次のお客様との打ち合わせの準備を始めた。










　そんなふうに、仕事に関する考え方も相あい容いれない御崎にアプローチされるようになったきっかけは、二週間前にある。

　仕事帰りに、職場から三つ離はなれた駅前にある大型書店へ行ったときのことだ。

　目的は、この辺りではそこにしか置いていないゲイ雑誌の購こう入にゆうだった。

　しかし、思いがけずそこでばったり御崎に出くわした。

「あ、御崎」

「青山さん、それ……」

　ゲイ雑誌を摑つかんでいた青山に、御崎は目を白黒させた。

「あー……」

　青山は苦笑いした。

　まさかこんな形で新人の御崎にばれるとは思っていなかったけれど、青山はセクシュアリティを隠かくしていない。

　だからすぐにそれを認めた。

「実は俺、ゲイなんだ」

「ゲイ……」

「まあ職場のみんなも家族も知ってる、周知の事実なんだけど」

「周知の事実……」

　驚おどろきすぎてオウム返ししかできない御崎に、青山はあっけらかんと続ける。

「うん。もう辞やめちゃったんだけど、入社してすぐに同期の女の子にカミングアウトしたら、その子がみんなにばらしちゃって。まあ家族にはそれ以前に、とっくにばれてるんだけどね」

　軽けい蔑べつされることも嘲ちよう笑しようされることもあるけれど、それはしかたがないと諦あきらめている。いつの時代もマイノリティへの風当たりは厳しいものだ。

　それでもひた隠しにする息苦しさより、青山は堂々としている自分らしさを選んだ。別に何も悪いことなどしていないのだから、引け目を感じる必要はない。

「じゃあそれって、俺の父さんも知ってるんですか……？」

「社長？　ああ、うん」

　社長は国内外を飛び回っていて、青山のような下っ端がお目にかかれることは滅めつ多たにない。

　けれどさすがにその件は、社長の耳にも届いていた。

「……」

　御崎は硬こう直ちよくし、青ざめた。

　どうやらやっと、青山が本当にゲイなのだと実感してきたようだ。

「あ、でも俺、彼氏には見た目も中身も完かん璧ぺきを求めるから、ストライクゾーンめちゃくちゃ狭せまいんだよ」

　青山は御崎にさりげなく、お前は候補外だと匂におわせてやった。唯一の男の先輩がゲイなんて、さすがに動どう揺ようすると思ったからだ。身の危険を感じて身構えられるのも嫌いやだった。

「父は……、俺の父はなんて？」

　けれど御崎はなぜか、自分の父親の反応を気にしていた。

「社長？　別に、気にせずに堂々としていればいいって。さすがでっかいグループを率いるトップだよ。懐ふところが深い」

　悪評が命取りになる商売だ。せっかくやりたかった仕事に就つけたのに辞めさせられるのかと思っていたから、あのときは本気で驚いたし、感謝した。

「……そうですか……」

「お前にはわからないだろうけど、反対されたからってセクシュアリティは変えられるものじゃないしな。結局はどうやって、周りに認めてもらうかだ。要は、自分次し第だいってことだな」

　青山は決して自分を偽いつわることはしない。偽るということは、それが悪いことだと自分で言っているようなものだからだ。

「……強いんですね」

　ぽつりと呟つぶやいた御崎を見上げる。

　御崎の目め許もとには、なぜか少し赤みが差していた。

「強いって何が？」

「心が。青山さんはマイノリティでも、前向きに人生を歩んでる。……俺、青山さんみたいに何事にもくよくよしない人に憧れるんです」

　悪い気はしなかった。確かに青山は楽観的だ。重く考えていいことなんて何もないと、常々思っている。

　けれど御崎の次の言葉に、青山は固まってしまった。

「俺、一いち撃げきされてしまいました」

「一撃？」

「はい。今ので、青山さんに恋こいしてしまったようです」

「……うん？」

「青山さんを好きになりました」

　丁てい寧ねいに言い方を変えて繰くり返された。まさかゲイだとカミングアウトしただけで告白されるなんて思ってもみなかった。

　なんだこの『ゲイ＝好き』という急展開は。

「え……、もしかして、お前もゲイなの？」

　よくよく考えれば、こんな大型書店の地階にある、奥まったゲイ向けのアダルトコーナーで後こう輩はいに出会うはずがない。今だって周囲にひとけは全くなかった。

　御崎は何かを振ふり切ったような笑え顔がおを向けてくる。

「はい。俺もその雑誌、愛読しています。ファッション誌みたいにおしゃれなところがいいですよね」

「確かに。まあ裸はだかの写真も多いけどな。インタビューの人選もいいし、読み応ごたえがある。……って、そうじゃねえー！」

　青山は手にしていた愛読書を一いつ旦たん棚たなに戻もどし、御崎に詰つめ寄った。

「意味わかんねえんだけど！　いくらお前がゲイでも好みってもんがあるだろっ？」

　青山の容姿は平へい凡ぼんだ。百七十五センチ、五十七キロという体型はとびきりスタイルがよいわけでもなく、サラサラの黒くろ髪かみと白い肌はだ、意志の強そうな瞳ひとみは目を引くと言われることはあっても、外見だけで好きだと言われたことは一度もない。

　イケメンの御おん曹ぞう司しで、王子様みたいな御崎に気に入られる理由がわからなかった。

「もちろんですよ。俺はかなり間口が狭いんです。好きだと思った男は二十二年生きてきて、青山さんでたった二人目ですから。俺は青山さんの、その潔いさぎよさに惚ほれました。青山さんは見た目も中身も完璧な男がいいんですよね。じゃあ俺、ぴったりじゃないですか？　俺たち、お似合いですね」

　青山は腹の底からわなないた。

「は!?　はあぁっ!?　潔さに惚れたってなんだ!?　つーかお前、さらっとナルシー発言したな!?　誰だれが見た目も中身も完璧だよ！　俺は自分でそういうこと言う奴やつって無理だけど！」

「無理だなんて、そんな心にもないことを言わないでくださいよ。あ、もしかして、青山さんって照れ屋さんですか？　俺はそういうのも好きですよ」

　御崎は青山の話に聞く耳を持たず、うっとり微笑ほほえんだ。

　なんて思い込みが激しく、自意識過か剰じような男だ。最高にタイプかもなんて思っていたのが、それで一気に吹ふっ飛んだ。

　この男、絶対に無理。

　けれどその書店での衝しよう撃げきの告白から、青山は不本意にも御崎に口説かれる日々を送っているのだ。










「飲み会参加する人ー！」

　退勤のタイムカードを押す傍かたわらで、梅原チーフが出欠を取っていた。個室の居酒屋で言いたい放題暴れたい放題の、女の本能丸出し飲み会は定期的に行われている。さすがは女性ばかりの職場だ。

「青山も参加するわね？」

「はいもちろんです」

　従順な青山に、梅原はよし、と頷うなずいた。青山はお姉様方には逆らわないと決めている。

　けれど続いて御崎も名乗りを上げると、途と端たんに全員が気まずそうな顔になった。

「あ……」

「え？」

　御崎は首を傾かしげた。

「……あー、ごめん。やっぱ今日は女子会ってことで。青山もごめん」

　梅原が場を取り成すように手刀を切ってきて、青山は眉まゆをひそめた。

「なんですか、いきなり」

　すると乱暴に隅すみに引っ張っていかれて耳打ちされる。

「今日はみんな、がっつり愚ぐ痴ちってストレス発散したいのよ。イケメンの王子様が来たら、誰も本ほん性しよう曝さらけ出せないじゃない」

「何を今さら……本性なんてとっくにばれてますよ」

「うるさいわね。ああほら佐々木さん、けっこう御崎くんに本気っぽいのよ。その恋れん愛あい相談もあるし」

「え、佐々木さん……」

　青山は男を見る目がない佐々木を哀あわれんだ。

「もちろん御崎くんが中学のときからずっと同じ女の子と付き合ってるって、知ってるわよ。でも佐々木さん、御崎くんのそういう一いち途ずなところが好きって言うんだからどうしようもないじゃない」

「はあ」

「まあそういうことだから、ごめんね。お詫わびに明日あしたの仕出し弁当はおごるから」

「え、おごってくれるんですか」

　なんか得した。

　と思ったのも束つかの間、梅原はくるっと振り返ると、「御崎くんー、代わりに青山が男子会しようってー」ととんでもないことを口にした。

　御崎は、それいいですね、と白い歯をこぼす。

「ちょっ、チーフ、何を勝手にっ」

「いいじゃない。たったひとりのかわいい後輩でしょ。御崎くんが入社して三ヶ月、何か仕事で悩なやんでいることはないか、あんたが聞き出して相談に乗りなさい。いいわね？　さ、駅までは一いつ緒しよに行こー！」

　仕出し弁当三百五十円に見合わない要求をされてしまった。くそ、これでは損だ、マイナスだ。

　最も寄より駅に着くと先せん輩ぱい方は、じゃあねー！　とすぐさまいつもの居酒屋に消えていく。

「ありえない……」

「青山さん、俺たちはどうします？　あそこの角の店にしますか？」

　声を弾はずませる御崎を、青山はキッと睨にらみ上げた。

「あそこは全席個室だろが。俺セクハラ魔まと個室無理。つーか、帰ってもいい？」

「何言ってるんですか。青山さんがそそくさと帰ったって、明日チーフに言いつけますよ」

「お前は小学生か」

「しかたないですね、おごりますよ。それならいいでしょう？」

　一体自分はどんなふうに見えているのか。おごると言えば納なつ得とくすると思われているのか。とんでもなく複雑な気分だ。

　けれどそこでおなかがキュルッと鳴った。そういえば午後は接客が立て込んでいて、まともに昼食を摂とっていなかった。

　青山はちらりと真横の店を見やる。

「そこの定食屋なら入ってもいいけど」

　確か暖の簾れんをくぐると、カウンター席しかない小さな店だ。

「ひどいですね、食べるだけ食べて帰るつもりですか」

「嫌いやなら俺ひとりで入るよ」

「嫌だとは言ってませんよ」

　中に入るとちょうど奥が二席空いていた。

「ミックスフライ定食で」

　青山が注文すると、御崎はヒレカツ定食を頼たのんだ。揚あがるまで、ふたりでビールを呷あおる。

「そういや今日の飛び込みどうだったんだ？」

　訊きくと、御崎は余よ裕ゆうの表情を浮うかべた。

「チーフから聞いていませんか？　即そつ決けつしましたよ」

「うわあ……、お前本気でマダムキラーだな。そこまでいくと胡う散さん臭くせえよ」

「やだな青山さん。あのお客様はうちのチャペルを気に入ってくださったんですよ。『ママは御崎さんが案内してくれたここが気に入ったわ、まあくんも気に入ったでしょ』って新しん郎ろう様に、お母様が」

「やっぱマダムキラーじゃねえか」

「いやいや、それに三階のバンケットも気に入ってくださって」

「うんうん、お母様がな」

『ラ・メゾン・ダムール』のゲストハウスは五階建てで、三階と四階がフロアを貸し切りにできるバンケットになっている。三階は高級感のあるモダンでスタイリッシュなバンケット、四階はキュート＆エレガントをコンセプトにしたバンケットだ。どちらかをおふたりのイメージで選んでいただき、コーディネートも一組一組に合ったものに自由自在に変へん更こうできる。

「お待たせしましたー」

　定食が運ばれてきて、青山は食事に集中した。

「エビフライ、おいしいですか？　青山さんって本当においしそうに食べますよね。俺も今度、腕うでをふるって餌え付づけしてみようかな」

「餌付け？　ヒトを野の良ら猫ねこみたいに言うな。つーかお前、料理できんの？」

「できませんよ」

　そりゃあそうだろう。大学時代からひとり暮らしをしている青山ですらほとんどできないのに、実家を出てたった三ヶ月しか経たっていないお坊ぼつちゃまになどできるはずはない。それにしてもここはエビもアジも肉厚でホクホクだ。

「佐々木さんが料理上手らしいから、教えてもらおうかな」

　青山は耳をピクッとさせた。

「佐々木さん？」

「はい、佐々木さんです」

「……やめといたら？」

「やきもちですか？」

　御崎は口の端はしを吊つり上げた。

「なわけねーだろ」

　盛大に顔を歪ゆがめると、御崎はふふっと笑った。

「佐々木さん、俺に気があるみたいですよね」

「知ってたんかい」

「当然ですよ。俺は寄せられる好意には敏びん感かんなんです」

「悪意にも敏感になってほしいもんだよ」

　青山はカブの漬つけ物ものをポリポリかじった。

　それから御崎を見やる。

「お前、中学からずっと同じ女の子と付き合ってるんだって？」

「まさか。ゲイなのに」

「だろうな」

　噓うそだと思っていたから驚おどろきはない。

「いい言い訳でしょう。そういうことにしておけば、いくら告白を断ってもゲイだとばれる心配もないし、一いち途ずだって好感度も上がる」

「したたかすぎる。俺が嫌きらいなタイプだ」

「青山さんの言葉は素す直なおじゃないから聞き入れません」

　一体何を根こん拠きよに言っているのか甚はなはだ不明だが、御崎が思い込みの激しい勘かん違ちがい男だということはこの二週間で痛感していた。わざわざ突つっ込んでやる義理もない。無視して食事を続けると、御崎はちょっとつまらなそうな顔をした。

「ごちそうさまでした」

　財さい布ふを出さずに店を出ようとすると、御崎が呆あきれた顔になる。

「青山さん、本気で後こう輩はいにおごらせる気なんですか」

「いいだろ御おん曹ぞう司し。せこいこと言うなよ」

「どっちがですか」

　御崎はぶつぶつ言いつつも二人分の会計を済ませた。目の前は駅。なんて便利な場所なのだろう。

「じゃあほんとごちそうさまー。お疲つかれ、また明日ー」

　さっさと改札に向かおうとすると、御崎が摑つかみかかってきた。

「ちょっと待ってください。おなかもいっぱいになったことですし、うちで少し休きゆう憩けいしていきませんか。俺、ここから徒歩圏けん内ないでひとり暮らししてるんです」

「いや、俺も隣となり駅えきでひとり暮らしだし、自分んちに帰って休憩するよ」

　何も御崎の部屋に寄る理由はない。

「じゃあ俺が青山さんの部屋で休憩してもいいですか」

「よくねーわ。つーかお前さっきから、休憩休憩ってなんのつもりだ」

「ラブホ代わりのつもりですけど」

「なんで俺とお前の関係で、ラブホ代わりが必要なんだよ」

「じゃあ普ふ通つうにラブホ行きますか」

「お前ってまともに会話できないよな」

　こんなに言葉のキャッチボールができない奴やつが次々と契けい約やくを取っていることが不思議でたまらない。

「でもさすがに職場の最寄り駅じゃ、まずいですよね。タクシーに乗りましょうか」

「待て待て」

　強ごう引いんに引っ張っていこうとする御崎を振ふり払はらった。ただの気まぐれで青山に迫せまっているだけだと思っていたけれど、どうやらそうじゃないらしい。

　いい機会だから、この辺りではっきり言っておいたほうがいいのかもしれない。

「俺、軽そうに見えてるのかもしんねえけど、全然軽くないから。セフレとか、そういうの興味ない」

　御崎は不可解そうな顔をした。

「はい？」

「だから、カミングアウトしてるからって、手当たり次し第だいに男求めてるとか、そういうのじゃないって言ってるんだけど」

「それはわかってます。でも俺、青山さんのセフレになりたいわけじゃないし」

「？　じゃあ何になりたいんだよ」

「恋こい人びとに決まってるじゃないですか」

　青山は目をぱちくりさせた。

「恋人？」

「好きって言ったでしょう？」

「いや……まあ、確かに言われたけど、お前の言動、どこを取っても恋人にしたい相手に向けるものじゃないぞ？」

　日々のセクハラといい、付き合ってもない相手を突とつ然ぜんホテルに誘さそうのは、セフレに対するものでしかない。

「そうなんですか。俺、こういう恋れん愛あいしかしたことないんですけど」

「？　強引にカラダから始める関係ってこと？」

「別に強引にじゃないですよ。ほとんど相手から誘われるパターンですし」

「うわあ……。お前それ、恋愛じゃない。ただのセフレだろ。王子様なんて言われてるイケメンの御曹司のくせに、まともに恋愛したこともないなんて、ちょっとかわいそ……」

　心底同情した顔をすると、御崎はむっとした。

「じゃあ、青山さんが俺に恋愛を教えてくださいよ」

「いや別に、俺も経験豊富ってわけじゃ……」

「じゃあふたりで勉強しましょうか？」

「なんで俺がお前と……。つーか、俺とお前、体の相あい性しようもよくないと思うよ」

「なんでそう思うんですか」

　もっともな疑問だった。

　あまり露ろ骨こつなことは言いたくはないけれど、男同士だ。はっきり伝えておいたほうがいいこともある。

「俺、尻しりが痛いの嫌いやだから、あんまりアレ、でかいの無理なんだよ」

　青山は受け入れる側として、恋人になる男のアレのサイズにはこだわりがあった。

　過去の経験から安全のため、アレは極力小さいほうがいい。

　見た目も中身も完かん璧ぺきな上、その独自のオプションがついた相手は世にもまれだが、青山はその条件を全すべて満たす相手じゃないと付き合うつもりはなかった。

「俺、別に普通ですよ？」

「いやいや、噓つけ。フランスサイズだろ」

　青山が言い切ると、御崎は眉まゆ根ねを寄せた。

「フランスサイズ？　つか、どうして青山さんが俺のサイズを知ってるんですか？」

「トイレで並んだときにのぞいたんだよ」

「な……!?　青山さんの淫いん乱らん！」

　御崎はまるでチカンに遭あった女子のように怯おびえた目を向けてきた。

「は？　トイレでのサイズチェックはゲイの嗜たしなみだろ」

　いや、別にゲイでなくともサイズチェックをする男は多いはずだ。そこまでうろたえる意味がわからなかった。

「は!?　俺はそんなことしませんよ！」

　信じられない、青山さんがまさかそんなエロい人だったなんて……、と御崎は尋じん常じようじゃないくらいパニックに陥おちいった。いつもセクハラしてくるくせに、大おお袈げ裟さな奴だ。自分がされるのは耐たい性せいがないらしい。

「つーことだから、俺のことは諦あきらめてくれ」

　青山はわなわな震ふるえる御崎の肩かたをぽんと叩たたくと、じゃあまた明日あした、と駅の改札をすり抜ぬけていった。










　昨日のあいつ、異様にびびってたよな、意外にかわいいかもな、と思いながら、翌朝出勤すると、従業員入り口を入ったところで、御崎がぴったりと背中に張りついてきた。

「おはようございます、青山さん」

「ひっ」

　とっさに前に逃にげようとすると、御崎は青山の腰こしを後ろから抱だき込み、尻に股こ間かんを擦こすりつけてきた。

「どうですか？　俺のフランスサイズは。青山さんのアソコはほしがってますよ」

「朝っぱらから何言ってんだ！　放せ、擦りつけるな！　微び妙みように硬かたくするな！」

「青山さんがナニに興きよう味み津しん々しんの淫乱だってわかったんで、遠えん慮りよするのはやめようかと」

「お前がいつ俺に遠慮した!?」

　上体を捻ひねって胸を押し返した。思いのほか逞たくましい胸むな板いたは、ビクともしない。

「やっぱり男同士はカラダからですね。それが一番手っ取り早い」

「放せこのセクハラ魔ま！」

「嫌がるふりをしたって、いつもエロいことばかり考えてるんでしょ？」

　どうやら昨夜のことがきっかけで、御崎のセクハラに拍はく車しやがかかってしまったらしい。

　激しく抵てい抗こうしていると、ドアが開く音がして、御崎は瞬しゆん時じに手を放した。

　暴れていた青山は反動でつんのめって、顔から壁かべにぶち当たってしまう。

「いてーっ」

「うわ、青山、何やってんのよ」

　入ってきたのは梅原だった。

「なんでもないですっ」

　あたふた取り繕つくろう青山に、御崎は心配そうな面おも持もちで問いかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、青山さん。ああ、床ゆかが滑すべったんですね。俺があとでしっかり掃そう除じしておきますからね」

　御崎くん優やさしーい、イケメーン、と梅原がはやし立てた。青山はわななく。なんていけ好かない男なのだろう。

　朝から清すが々すがしくない目に遭っていると、『ラ・メゾン・ダムール』の責任者であるマネージャーが出勤してきて、すぐに朝礼が始まった。

　まずはウェディングプランナーから、次にウェディングスタイリストが昨日の報告をし、今日のスケジュール確かく認にんをする。

　平日で仏ぶつ滅めつの今日は、結けつ婚こん式しきの施し行こうはない。新規客の来館予約も午前午後ともに一件ずつだった。

「では今日の新規は、どちらも御崎くんに行ってもらいます」

「はい」

　マネージャーからの指名に、御崎はよく通る声で返事した。

『ラ・メゾン・ダムール』では、初めての接客時から晴れのその日まで、ひとりのウェディングプランナーが専任でトータルサポートをする。入社してまだ三ヶ月の御崎には施行が迫せまっている結婚式がないので、今は優先的に新規客についていた。

　でもまあ昨日みたいに、ちょこちょこ選えり好みしてるけどな、と青山は心の中で突つっ込みを入れる。

　こんなふうに朝礼でマネージャーに指名されれば素す直なおに応じるが、飛び込みなど急な来客時は、その優すぐれた容姿をしっかり有効利用して、先せん輩ぱいのお姉様方をうまく操あやつっている。ここのお姉様方はみんな、イケメンの御おん曹ぞう司しに弱いのだ。

　青山はちらっと御崎を盗ぬすみ見た。

　確かに御崎は背が高いから、こうして立っているだけで様になる。お姉様方の気持ちもわからなくはない。きれいに伸のびた背筋は思わずみとれてしまうほどだ。

　けれど今さっき尻に押しつけられた感かん触しよくを思い出すと、一気にげんなりした。

　あんなのはまともな男が好きな相手にするアプローチじゃない。ただの変態だ。

　朝礼が終わると、隣となりのデスクについた御崎がまた「今日も決めますよ」とゲームみたいに囁ささやいてきた。青山はそれを無視する。こいつは俺を好きだとか言うわりに、全然俺をわかっていないなと思う。青山はそういう、お客様を契けい約やくでしか見ない男は嫌きらいだ。

　けれどそんな御崎に、お灸きゆうを据すえるような出来事があった。

　その日、新規来館したお客様──熊くま代しろ様は、御崎にとって過去の古傷を抉えぐる存在だったのだ。

「──」

　熊代様の接客の途と中ちゆう、フロントに資料を取りに来た御崎は、今まで青山が見たこともないほど強こわ張ばった顔をしていた。

　顔だけでなく、体も全部固化してしまったようなぎこちない足取りで打ち合わせのブースに戻っていく御崎に、青山は首を傾かしげる。

「？」

　一体どうしたというのだろう？










　三日後、即そく日じつで本契約してくれた熊代様が初めての打ち合わせにやってくる日、御崎は朝からおかしかった。

　妙みように落ち着かない様子で、こっちまで憂ゆう鬱うつになりそうな大きなため息を何度もついていた。

　三階バンケットのガラス扉とびらに、真正面からぶつかっていったのを目もく撃げきしたときは、さすがに「お前大丈夫？」と声をかけた。すると御崎ははっとして、青山をブライズルームに引きずり込んでくる。

「ちょっ、なんだよ」

「話があります」

　ブライズルームとは、新しん郎ろう新婦が結婚式の当日、身み支じ度たくをする専用の小部屋のことだ。

　三階のそこは白を基調としていて、清潔感溢あふれる造りになっている。

　花はな嫁よめが当日緊きん張ちようをほぐし、ゆったりと自宅のように過ごす場所で、御崎はとんでもなく思い詰つめた顔をしていた。

「もうすぐ熊代様がご来館されるんですが、担当を替かわってもらえませんか？」

「は？」

　いきなりの担当交こう替たいの申し出に、青山は首を傾げた。

「どうしても替わってほしいんです。お願いします」

「いやいや、理由もなしにありえないだろ。それにうちは基本的に最初から最後までひとりのプランナーが受け持つ決まりだ。熊代様だって、お前が担当だから契約してくださったんじゃないのかよ」

「でも俺は熊代様の結婚式に関かかわりたくないんです！」

　頑がんとして引かない御崎に、青山は呆あきれてしまう。

「とにかくまず理由を言え、理由を。お前はまだ新人でもプロなんだぞ」

「……理由を言えば替わってくれますか？」

「理由次し第だいだ」

　御崎は黙だまり込んだ。逡しゆん巡じゆんしているのが手に取るようにわかる。一体なんだというのだ。

「……熊代さんは、俺の初はつ恋こいの人なんです」

「え？」

「前に、男を好きになったのは青山さんで二人目だって言ったでしょう？……熊代さんは高校のときのひとつ年上の先輩で、俺は当時、彼の全すべてに夢中でした。もちろん熊代さんはストレートだし、うまくいきようもない、片思いでしたけど……」

　告白もできなかったんです、と御崎は切なげに両手で顔を覆おおった。彼の全てに夢中でした、なんて恥はずかしいことをためらいもなく口にした御崎に、青山は面めん食くらってしまう。まさかセクハラ魔からそんな情熱的な言葉が出てくるなんて思ってもみなかった。

「……そういうことですから、担当変へん更こうお願いします」

　頭を下げた御崎に、青山はここ一番の笑え顔がおを向けた。

「そういうことなら、断じて断る」

「え？」

　御崎は口をあんぐりさせた。

　どうしよう、ものすごくにやける。御崎がかっこ悪く周しゆう章しよう狼ろう狽ばいするところが見られそうだ。

『御崎さん、熊代様がいらっしゃいました。一番ブースにご案内しています』

　ちょうどそのとき耳みみ許もとのインカムで連れん絡らくが入った。青山はスキップでブライズルームを出ていく。

「お前の初恋、見てこよっと」

「青山さんには血も涙なみだもないんですか！」

　御崎が摑つかみかかってきたけれど、痛くも痒かゆくもなかった。

「人聞き悪いぞ。これはお前のウェディングプランナーとしての成長のためでもある」

「噓うそばっか！　おもしろがってるだけじゃないですか！」

　そんなことあるはずないだろうが、と真面目まじめな顔を作ろうとしても口許が緩ゆるんだ。

　御崎ともつれ合いながらフロントに向かっていると、ちょうど打ち合わせのブースから、男性のお客様が出てきた。

　青山はさっと襟えりを正し、その場で軽くお辞じ儀ぎする。

　するとその男性は青山に微笑ほほえみかけてから、御崎に、おお、と気さくに手を挙げた。

「御崎」

　御崎はぽっと、恋こいする少女のように頰ほおを染める。

「く、熊代さん、お忙いそがしいところ、ご来館ありがとうございます……」

「え？」

　今、熊代さん、って言ったよな？

　青山は耳を疑った。

　なぜかというと、目の前の男性は優に体重百キロを超こえていそうな、クマシロというよりシロクマに近い方だったからだ。体のどこにも角がない。丸い体型と黒目がちのつぶらな瞳ひとみは、まさにシロクマだった。　>>>♥

「ブースで嫁よめが待ってるから、先に進めといてよ。俺はトイレ。二キロくらい出してくるわ」

　しかもそんな反応に困ることを言って、熊代はガハガハ笑った。

　青山はつい仕事を忘れて啞あ然ぜんとしてしまう。

　けれど御崎は「は、はい……」と声を上うわ擦ずらせ熊代にみとれていた。一体今のどこに、ときめく要素があっただろうか。

「ちょっ、おま……噓だろ？」

　熊代がトイレに消えると、青山は思わず御崎に摑みかかった。ちょっとからかってやろうと思っていたのが一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んでいた。

「何が噓ですか？」

「今の方がお前の初恋って話だよ」

「そんな噓ついてどうするんですか。すごく自然体でかっこいいでしょう。何事にもおおらかだからかな、また太った気もしますけど、やっぱり素す敵てきです」

「……」

　目をキラキラさせる御崎の趣しゆ味みがわからないと思った。熊代に対して失礼なことを思っている自覚はあったが、どうにもこうにも止まらない。

「お前って、全然メンクイじゃないのね？」

「そうですか？　俺はまあ、自分が完かん璧ぺきな容姿をしているから、恋こい人びとにそれを求めることはないですね」

　それは遠回しに、今御崎に好きだと言い寄られている青山の容姿も、求められていないということだろうか。

　ナルシー発言に突つっ込むことも忘れ、ショックを受けてしまう。

　せめて自分を好きだと言っている男にくらい、何もかも素敵だと思っていてほしかった。御崎をぞんざいに扱あつかっているくせに、勝手なことを思ってしまう。

　けれど青山は何度か熊代と顔を合わせるうちに、御崎が彼を好きになる気持ちもわかるような気がしてきた。

　熊代は御崎が言っていたように、本当に自然体なのだ。しかもその思考回路は、なんだか青山と似ていた。

　熊代は授さずかり婚こんで、二ヶ月後に結婚式を行うスピード婚のため、通常半年かけてする打ち合わせを三分の一の期間で進めなければいけないが、いつもにこにこ笑顔で来館してくれている。

「あ、青山さんだ」

　その日も館内にあるドレスサロンの前を通りかかったとき、熊代が気さくに声をかけてくれた。

「熊代様、いらっしゃいませ。今日は衣装合わせですか」

「うん、嫁が試着中だよ。俺は入ればなんでもいいんだけどさ。てか最近また太ったみたいでさ、昨日なんてジーパン破っちゃったんだよ。不良品でも摩ま擦さつでもなく、俺の腿もも肉にくでね」

　青山は目を瞬しばたたかせる。

「え！　ジーパン破るってすごくないですか？」

「すごいよね」

　ガハハと熊代は大口を開けて笑った。自じ慢まんげに語る姿はいっそ清すが々すがしい。ちなみにサイズは６Ｌだそうだ。

「ほんと、最近は細身のものが多くて、俺の生きづらい世の中になってきたよ。そのうち店頭から、俺が入る洋服なくなっちゃうかもね」

　そしたら普ふ段だん着ぎからオーダーメイドだ、と笑い飛ばす熊代の頭の中には、瘦やせるという選せん択たく肢しはないらしい。

「あはは。俺、熊代さんのそういうありのままなところ、好きだなあ」

「ありがとう。俺は運動嫌きらいだし、食に生きる喜びを見みい出だしてるからね。贅ぜい肉にくがつくのは当然だし、誰だれになんと言われようと気にしない。気にしちゃ人生楽しくなくなるでしょ」

　青山はそれに、心の底から同意した。

「わかります！　ありのままの自分を受け入れて、人生を楽しく生きる。それが一番ですよね！」

　青山にとってそれはセクシュアリティだ。ゲイを気にしていない青山は、体型を気にしていない熊代と、何か通じるものを感じた。

　何事にもコンプレックスを持っていたって、いいことなんてないのだ。

「熊代様、新婦様のご試着が終わりました」

　ウェディングスタイリストが熊代を呼びに来たとき、ちょうどそこに御崎が駆かけつけた。

「お、御崎グッドタイミング」

　熊代は御崎に笑いかけた。

　すると御崎は先日のように頰を染めることもなく、さわやかに微笑み返す。

「よかった、間に合いました」

　青山はおやっと思いながら、俺も一いつ緒しよにいいですか、と熊代に訊きく。

「もちろん。青山さんも見てやってよ」

　試着室から出てきた新婦は、ボリュームのあるランダムフリルにたくさんのフラワーがあしらわれた、キャンディピンクの華はなやかなドレスを着ていた。人気モデルがプロデュースした新作だ。

「わあ、かわいい！」

　青山が絶賛すると、新婦はありがとうございます、とはにかんだ。試着でも、女性はウェディングドレスを着ているときは表情が違ちがう。もちろん当日は一段と、目を瞠みはるほど美しい。

　色白の新婦なので、キャンディピンクがよく映はえた。彼女がこのドレスでピュアホワイトのシンデレラ階段を下りてくるところを想像してみる。きっとゲストはみんなみとれてしまうだろう。

　新婦はくるりと御崎を振ふり返る。

「御崎さんのおすすめはありますか？」

「そうですね。先週入にゆう荷かしたドレスで素敵なものがありますよ」

「え、どれですかっ？」

　新婦はウキウキ顔で、御崎が示したドレスを手に取った。チュールを幾いく重えにも重ねた、透とう明めい感かん溢あふれるロマネスクグリーンのフェアリードレスだ。

「どうでしょう。お式の頃ころはまだまだ暑いですし」

「涼すずしげでかわいい！　御崎さんはこういうのが好きなんですかっ？」

　新婦が御崎に質問を重ねるのを見た熊代は、さすがに呆あきれ顔になる。

「ねえ青山さん、俺の嫁ひどくない？　新しん郎ろうの俺ほったらかしなんだけど」

　つか俺の嫁になるのにイケメン好きってありえなくない？　と嘆なげく熊代に、青山は苦笑いした。

　新婦を試着室に案内する御崎は、隙すきのない笑え顔がおでそつなく接客していた。ごねていたわりにうまくやっている。

　青山は御崎が動どう揺ようするところが見られず残念に思うより、先せん輩ぱいとしてほっとしていた。










「青山お疲つかれー」

「お疲れ様でしたー」

　駅方面へ向かう先輩たちと別れ、青山は大通りをまっすぐに進んだ。今夜はちょっとテンションが高く、家まで歩いて帰ることにしたのだ。

　今日、三年前に青山が初めて担当した新郎新婦が来館してくれた。子どもが生まれたことを報告に来てくれたのだ。結婚式が終わってもつながっている縁えんに、青山は心からうれしくなった。

　確か新郎は三年前、何度目かの打ち合わせのとき、かなりな子ども嫌いだと言っていた。けれど今日、優やさしい笑顔でわが子を見つめる姿は紛まぎれもなく子こ煩ぼん悩のうな父親だった。

　人は自分のために変わるのは難しい。けれど愛する人のためなら、いとも簡単に変われるのだ。

　立派な新米パパになった新郎の姿に、青山は幸せをお裾すそ分わけしてもらった気分だった。

　やっぱり、結婚っていいなと思う。

　大好きな人と家族になることを、社会的に承しよう認にんしてもらえるのだ。

　それはふたりの関係をみんなに認めてもらえるということで、誰だれの目も憚はばかることなくいつも一いつ緒しよにいられる。

　青山は昔から、手をつないでいるかわいらしい老夫ふう婦ふを見ると、心がほんわかした。そんなふうに、たったひとりの人と人生をともに歩んでみたいと思っていた。

　夫婦というのはやっぱり、恋人同士の関係とは何かが違う。運命共同体のような一体感というか、安心感があると思う。

　つらいときも悲しいときも、もちろんうれしいときも楽しいときも、それらを全部分かち合う。そうして一緒に歳を重ねていくのだ。この世にそれ以上に幸せなことなんてないだろう。

　なんて、ちょっと結婚に夢を見すぎだろうか。

　けれど青山にとって難しい分、それくらいの夢は見ていたい。

「青山さん、ちょっといいですか」

　幸せな結婚生活を思い描えがいていると、それを追ってきた御崎に遮さえぎられた。

　青山は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔で振り返る。

「は？　よくないけど」

「何か予定があるんですか」

「うん、さっさと帰って寝ねるっていう予定がある」

「そんなイジワル言わないでくださいよ。俺もう本気で倒たおれそうなくらい心労がすごいんです。癒いやしてください」

　御崎は白々しくよろけながら、青山の肩かたに額を押しつけてきた。

「や・め・ろ！」

「青山さんちに行ってもいいですか」

「だからお前は俺の話を聞け！」

「へえ、こっちなんですね。で、次の角は右？　左？」

「ついてくんなって！」

　相変わらずのしつこさで、御崎は食くらいついてくる。

　逃にげるように家路を辿たどっているうちに、すぐに隣となり駅えきという近さにあるマンションの前まで来てしまった。

「へえ、ここに住んでるんですか」

　御崎は八階建ての建物をしげしげと眺ながめた。なんの変へん哲てつもない、単身者用のワンルームマンションだ。

「コラ、入れないぞ。帰れよストーカー」

「ここまで来てそれはないでしょう。何もしませんよ。約束します。話を聞いてもらいたいだけですから」

　仕事の悩なやみなんです、とやつれた顔で言われたら、さすがに拒こばみきれなくなった。これでも青山は梅原から、御崎の相談役を任されている。青山も今まで先輩方にたくさんの教示を受けてここまで来た。

「本当に何もしないな？」

「しません。なんなら縛しばってくれてもいいですよ」

　御崎が言うと妙みような響ひびきを孕はらむが、その目は真しん剣けんだ。

　まあいざとなったら、御崎ひとりくらい蹴けり飛ばすことはできる。

「散らかってるぞ」

　そう断ってから、渋しぶ々しぶ御崎を部屋に招き入れた。

「うわ……本当に汚きたないですね？」

　部屋に一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、御崎は頰ほおをヒクヒクさせた。

「だから言ったじゃん。まあ、男のひとり暮らしなんてこんなもんだろ。その辺の空のペットボトルとか、邪じや魔まだったら蹴っ飛ばしてくれていいから」

「いやいや……、空ならまだいいですけど、ちょっとずつ残ってて、変色してますけど……。つか膨ぼう張ちようしてるのもありますけど……」

「あ、膨張してるやつは、破は裂れつしたらとんでもないことになるからそっと立てかけておいてくれ」

「……すみません。ゴミ袋ぶくろありますか」

　御崎はどうしても耐たえられなかったようで、ゴミをまとめ始めた。潔けつ癖ぺきな奴やつだ。

　青山はそれを尻しり目めに、バスルームで汗あせを流ながしてくる。

　さっぱりして部屋に戻もどると、そこは小こ奇ぎ麗れいになっていた。

「お、久々にゴミに触ふれずソファまで歩ける」

　青山はソファにドカッと座って、御崎にもビールを投げてやった。

「はい、お駄だ賃ちん」

「……青山さんってけっこう図太いですよね？　ヒトが掃そう除じしてる間にシャワーなんて……」

「嫌きらいになった？」

「……まあ、そういうところも好きですけど」

「なんの意地だよ。嫌いでいいんだけど」

「……いや、好きですよ」

　御崎はローテーブルの前にじか座りして、缶かんビールのプルタブを引いた。

　ぐいっとビールを呷あおる喉のど元もとに、つい釘くぎ付づけになる。やっぱり御崎は見た目だけなら完かん璧ぺきだ。缶をテーブルに置き、憂うれいを帯びた表情で髪かみをくしゃっと摑つかんだその横顔は、二十二歳とは思えないくらい色気があった。なんだかいろいろもったいない男だ。

「それで仕事の悩みってなんだよ」

　青山が投げかけると、御崎は堰せきを切ったようにまくし立ててきた。

「熊代さんのことですよ。青山さんが担当を替かわってくれなかったおかげで、俺は毎日地じ獄ごくにいるみたいです。このままじゃあ、もうすぐハゲます」

「えー？　今日も楽しそうにやってたじゃん」

「ふりですよ、ふり。平気な顔するのに、俺がどれだけ心を砕くだいているか。正直限界が近いです」

「大おお袈げ裟さだな。俺、最初はびっくりしたけど、熊代さん好きだな。明るいしおもしろいし、何より中身が男前でかっこいい」

「そうなんですよ。青山さんもわかってくれますか」

　御崎は身を乗り出してきた。

「うん。あれでさらに見た目もかっこよかったら、もっともてそうだよな」

「ああ、青山さんはわかってない……」

　御崎は失望したように首を横に振ふる。

「熊代さんはあの外見込みで愛いとおしいんです。彼のおなか、触さわったことありますか？　マシュマロみたいでものすごく気持ちいいですよ。俺は高校時代、よく枕まくらにしてました。たまに寝ぼけたふりして嚙かみついてみたり」

「うわっ、お前ってその頃ころからセクハラ魔まだったんだな」

　青山はぞっとした。筋金入りだ。

「熊代さんは心が広いから、嚙みついてもムニムニしても笑っていましたよ。みんなの人気者でした」

「ふうん……。そういえばお前、熊代さんとどういう関係だったの？」

「熊代さんは新聞部でカメラマンをしていて、学校一もてていた俺をよく撮とりにきていたんですよ。俺の写真を載のせると、新聞がよくさばけるって。そのうちに俺も新聞部に出入りするようになって仲良くなったんです」

　御崎はさっきから、顔が緩ゆるみっぱなしだ。

「へえ。つかお前、そんなうれしそうな顔して、熊代さんのこと話してさ。もしかして、まだ未練でもあんのか？　それか再会して再熱、みたいな」

「嫉しつ妬とですか？　かわいい人ですね。安心してください。俺は今、青山さん一筋です」

「お前は俺にだけは超ちようポジティブ思考だよな。それを熊代さんにも応用しろよ」

「できないですよそんなの……」

「ああほら、未練タラタラ」

　ケラケラ笑うと、御崎は膨ふくれっ面つらになる。

「だから違ちがいます。ありえない。俺にはもう熊代さんを好きなんて言う資格はないんです」

「資格？」

「……」

　御崎は急に押し黙だまった。どうやら失言だったらしい。

　一体なんなのか気にはなったが、言いたくないことを無理にほじくる趣しゆ味みはない。青山は聞き流してやることにした。

「未練がないなら、倒れそうとかハゲそうとか言ってないで仕事に打ち込め。むしろハゲるくらい本気でやれよ」

「なんですかそれ……、ひどいですね……。熊代さんならそんなこと言わないですよ……」

　子どもみたいに拗すねた御崎に、青山はため息をついた。一体自分がどう見えているのか自覚していないのだろうか。

　熊代はもうすぐ結けつ婚こんするのだ。子どもだって生まれる。いっそ清すが々すがしいくらいに祝ってやる男気を見せてみろと思ってしまう。

「お前って案外ヘタレだな」

「青山さんみたいに心臓に毛が生えてないんです」

　ひどい言い草だ。悪態をつきつつ項うな垂だれた御崎に、青山は苦笑いした。

　イケメンでお坊ぼつちゃまで、王子様みたいだなんて言われている御崎は普ふ段だん、望むままにほしいものや言葉を手にしているのだろう。

　けれどそのキラキラの王子様は熊代に失しつ恋れんし、青山の一言で本気で落ち込んでいる。

　青山の目の前でしょぼくれている御崎は、ただのヘタレな年下男だ。いつも好き勝手に、セクハラばかり仕し掛かけてくる男と同一人物だとは思えない。

　なんだかこういう姿は、ないはずの母性本能がくすぐられてしまう。

　素すの御崎は、ちょっとだけかわいいかもしれない。

「お前、今日帰るの？　泊とまってくの？」

　声をかけると、御崎はぱっと顔を上げた。

「泊まってもいいんですか？」

「いいよ。なんかお前、弱りきってるし」

　今夜は全く身の危険を感じない。

　御崎は腕うでを伸のばし、青山をソファから引きずり下ろしてきた。ラグの上でもつれ合うようにぎゅっと抱だき締しめられる。

　おいおいと思ったが、やっぱり全然怖こわくない。

「はいはい、よしよし」

　青山は御崎の頭を撫なでてやった。すると御崎は甘えるように、青山の肩かた口ぐちに頰をすり寄せてくる。　>>>♥

「……今夜の青山さんは太っ腹ですね」

「熊代さんには負けるけどな」

「それ、太っ腹違いです」

　青山は声を上げて笑った。御崎と抱き合っているなんておかしな状じよう況きようだけれど、思っていたよりも違い和わ感かんはない。むしろ、しっくりきている気さえした。

　それにやっぱり御崎は、いい匂においがする。

「なあ、お前ってなんか香こう水すいつけてる？」

「香水？　つけてますけど、この時間じゃもう飛んでると思いますよ。変な匂いしますか？」

「ううん。お前、前からやけにいい匂いがするなって思ってたんだよ。じゃあこれ、なんの匂いだろ？」

　体をずらし、御崎の首筋に鼻を押しつけた。清潔感のあるさわやかな香水の匂いは淡あわく、どこか官能的な甘さを感じた。これは御崎自身の匂いだろうか。いつまでも嗅かいでいたいような、好みの匂いだった。

「俺の匂い、好きなんですか？」

　とろけるような御崎の声に、青山は我に返った。

「いやいや別に。ありえません」

「相変わらず素直じゃないんだから。好きなだけ嗅いでくださいよ」

　なんなら脱ぬぎますけど、と御崎は艶つやっぽい笑えみを浮うかべる。青山はその顔をグーでパンチした。

「調子に乗るな」

　御崎はクスクス笑った。

　それからまた、青山にすり寄ってくる。

「じゃあ、こうしているだけでいいですから……もう少しだけ」

　青山がおとなしくしていると、御崎は青山の胸で安心したように瞼まぶたを伏ふせた。なんだかんだ言っても、本当に精神的に参っているのだろう。よほど熊代のことが好きだったんだろうなと思った。

　未練がましい奴やつめ、と胸の内で呟つぶやく。

　でも、不器用な男は嫌きらいじゃない。なんでもさらっとそつなくこなす男より、よっぽどかわいげがある。

　それに、青山は自分より体の大きな男に抱き締められるのが好きだった。腕の中にいると、身も心も包まれているようで安心する。そういえば、こんなふうに誰だれかと触ふれ合うのはいつぶりだろう。

　もう本当に思い出せないくらい、……思い出したくないくらい、昔のことだ。

「……」

　青山もゆっくりと目を閉じた。

　今夜くらい、甘えさせてやってもいいか。

　その夜は心地ここちよい疲ひ労ろう感かんと相まって、青山は御崎と抱き合ったまま眠ねむってしまった。










「ア・オ・ヤ・マさん。朝ですよ」

「……んー？」

　目覚めた瞬しゆん間かん、背中全体に痛みを感じた。

　瞬まばたきすると至近距きよ離りに御崎の顔があって、青山は後ろにぶっ飛んでしまう。

「うわっ！」

　しかも自分の体を見やると、パジャマ代わりのＴシャツと半パンはいつの間にか脱いでいて、パンツ一丁だった。

「ちょっ、何これ!?」

　御崎は艶えん然ぜんと微笑ほほえんでくる。

「ひどいなあ、何も覚えてないんですか？　青山さんのおなかは引き締まっていて硬かたかったですけど、唇くちびるはマシュマロみたいに柔やわらかかったですよ」

「噓うそつけ！　俺はお前とキスなんかしてないだろうがっ」

「何言ってるんですか。キスどころか、青山さんの体の奥深いところでつながったでしょう？　ほら、体が軋きしんでないですか？　俺が無理をさせたから」

「体が軋んでるのは朝まで床ゆかで寝ねたからだ！」

　青山はビシッと言い切った。一ミリの戸と惑まどいも見せない青山に、御崎はおもしろくなさそうに目を細める。

　すぐにぽいっと、青山の服を投げつけてきた。

「つまらない。せっかく脱がせたのに全く動じないんだから」

　どうやら一晩で、御崎はいつものセクハラ魔まに復活したようだ。

「お前はほんっとに油断も隙すきもねえな」

　ぶつぶつ文句をつけていると、ふわりと温かい匂いが漂ただよってきた。とっさに御崎を見上げると、オムレツを作ったんです、と微笑んでくる。

「え、マジで！」

　青山は目を輝かがやかせた。

「はい。青山さんがなかなか起きないので、勝手に冷蔵庫を開けさせてもらいました」

　御崎は青山の前まで、オムレツを運んできてくれた。しかもパンとサラダ、フレッシュジュースもついてきた。

「わ、パンとかどうしたんだよ？」

「それは向かいのコンビニで買ってきました」

　起きてすぐに何もせず朝食が食べられるなんて夢のようだ。

「このオムレツ、何入ってんの？」

「ほうれん草とチーズです。さすが部屋がゴミ箱の青山さん、といった感じに萎しなびたほうれん草が野菜室の奥にあったので、それを復活させて入れました」

「わー一言多いけどおいしそー！」

「マヨネーズかケチャップかけますか？」

「両方！」

　御崎が作ったオムレツはふわとろで、フォークを入れると中からチーズが溶とけ出してきた。表面はしっかり焼けているのにこの半熟加減はプロの技わざだ。しかも味も感動するレベルだった。

「めっちゃおいしい！　お前すごい！　やるじゃん！」

「よかった。まだたいしたものは作れないですけど、料理の勉強を始めたんですよ」

　今ちょっと言いましたけど、萎びたほうれん草は五十度のお湯に浸つけると復活するんですよ、と御崎は自じ慢まんげに知識を披ひ露ろうしてきた。御おん曹ぞう司しのくせに、なんて所帯じみた豆知識だ。

　けれどその表情がまるで子どもみたいでまぶしかった。

「料理の勉強って、本とかで？」

「いいえ。インターネットで受講できる料理教室があって、それに入会したんです。動画を見ながら練習できるので、本よりわかりやすいんですよ。まだまだ基き礎そですけど」

「……お前、俺を餌え付づけするとか言ってたの、本気だったんだな」

　青山はしげしげと皿の上のオムレツを眺ながめた。

　こんなにおいしいオムレツを作れるようになるまで、一体どのくらい練習したのだろう。

　ほとんど料理ができない青山には、想像すらつかなかった。

「もちろんです。だって胃い袋ぶくろとカラダの両方を摑つかんだら、青山さんは俺から離はなれられなくなるでしょう？」

　御崎がきれいな顔をほころばせる。

　ドキン、と心臓が跳はねた。

　もう何度も見た御崎の笑顔に、初めて動どう揺ようした瞬間だった。

　青山は栄養が偏かたよらないように、なるべく自じ炊すいしようと食材を買ってきても、仕事の忙いそがしさにかまけて結局できないことが多かった。

　ウェディングプランナーの仕事は華はなやかに見えても、実際は体力勝負で残業も多い。お客様の都合で休日出勤せざるを得ないこともある。それは御崎も同じなのに、その合間を縫ぬって料理の勉強をしてくれていたことに、胃袋でもカラダでもなく、心を摑まれそうになってしまった。

　……やばい、御崎にときめくなんて、ありえないのに。

　御崎はカミングアウトしている青山の潔いさぎよさに惚ほれたなんて言ってきた男だ。そんな理由で、それだけで、本気で恋こいするはずがない。

　オムレツくらいで惑まどわされるなと、青山は自分を叱しつ咤たした。

「今度、何か食べたいものはありますか？　リクエストがあれば受け付けますよ」

「カツカレーからあげチキン南なん蛮ばんエビチリ春巻き！」

　青山は弾だん丸がんのようなリクエストとともに、雑念を吹ふっ飛ばした。そうして返事も聞かず足早に洗面所に向かう。

　なんだかもう、御崎の顔が見られなかった。

　御崎はコンビニで替かえの下着や歯ブラシを買ってきていたらしく、シャワーを貸すと手て際ぎわよく身なりを整えた。

「同じ部屋を出て同じ職場に向かうって、俺たち四六時中一いつ緒しよですね」

　マンションを出ると、御崎はうれしそうに青山を振ふり向いた。

「……お前、昨日は心労で倒たおれそうって言ってたくせに元気だな」

「大好きな青山さんに慰なぐさめてもらったんですもの。そりゃあ元気になりますよ。でも今度はぜひ、カラダでの慰め希望です」

「……うんほんと、それだけ下ネタ言えれば十分だよ」

　御崎完全復活だ。こうなると、またちょっとめんどくさい。

　でも昨夜、御崎を部屋に泊とめてわかったことがある。

　御崎はセクハラまがいのことはしてくるけれど、意外と下半身男じゃない。青山を無理やりものにする気も、同情を引いて付け込む気もないらしい。

　ただ子どもが甘えるように抱だきついて眠り、朝には律りち儀ぎにお礼の手料理を振る舞まってくれた御崎に、決してオムレツでグラグラしたわけではないけれど、青山は好感を抱いだき始めていた。










「あ！　青山さん、ちょうどいいところに！」

　御崎には内ない緒しよの話があるんだ、と熊代に呼び止められたのは、その三日後のことだった。

　青山は空いているブースに熊代を案内する。御崎はさっき、別のお客様とチャペルの見学に向かうとインカムで連れん絡らくが入っていた。内緒の話をするのなら今だった。

　席につくと、熊代は早さつ速そく本題に入る。

「実は披ひ露ろう宴えんのエンドロールで、御崎にサプライズしたいんだ。その日の撮とって出しのあと、俺が高校時代に撮った御崎の写真をこっそり入れられないかな」

「入れられますよ。俺が引き受けます。御崎、うれしくて泣いちゃうかもしれませんね」

　時々そんなふうに、ウェディングプランナーにまでサプライズをしてくださるお客様がいる。とても幸せなことで、プランナー冥みよう利りに尽つきることだ。青山もしてもらった経験があるけれど、あれは本当に涙るい腺せんを直ちよく撃げきする。

「ほんと？　よかった！　青山さんありがとう！　じゃあさ、入れる写真なんだけど、ちょっと自分じゃ選べないから、青山さんが選んでくれないかな？」

　熊代は大きな紙かみ袋ぶくろから、記録メディアとフォトアルバムを三冊取り出した。

　失礼します、と青山はアルバムを開く。するとその中の写真の全すべてに御崎が写っていて目を丸くする。

「もしかしてこれって三冊とも御崎の写真ですか？」

「うんそう、千枚近くあるかな。俺が卒業するまでの二年間、御崎を撮り続けたからね。あ、俺、新聞部でカメラマンやってたんだよ」

　御崎から聞いてるかな、と言われて頷うなずいた。

「それにしてもすごい数ですね……。つか御崎、顔はそんなに変わってないのに、雰ふん囲い気きが全然違ちがう……」

　どの写真も、御崎の表情がなんだかとても純じゆん粋すいに感じた。今よりも若いからだろうか。青山が知っている、マダムをイチコロにする計算された顔とは違う。

　……ああそうか、と青山はすぐに気がついた。

　御崎はカメラの向こう側にいる熊代を見つめているから、こんなに柔やわらかい表情をしているのだ。一心にレンズを見つめる御崎の目には愛情が満ちている。

　彼の全てに夢中でした、と御崎が言ったのが確かにそのとおりだったのだと、写真から溢あふれんばかりに伝わってくる。

「御崎は男前だからさ、俺みたいな素人しろうとが撮っても絵になるんだよね。それがうれしくてこんなにたくさん撮っちゃったんだけど」

「へえ……」

「それに御崎って外見だけじゃなくて、中身もいい男でしょ。気き遣づかいができて、優やさしくってさ。言うことなしって感じで学年を問わず人気者だったよ」

「はあ……」

　どうやら御崎は高校時代も、でっかい猫ねこをかぶっていたようだ。

「でもまあそれが過ぎて、ちょっと神経質というか、心しん配ぱい性しようなところがあるなって俺は思うんだけど」

「え？」

　神経質？　心配性？

　青山は首を捻ひねらずにはいられなかった。

　そんなのは、青山が知っている御崎じゃない。

　青山が知っている御崎は、自意識過か剰じようなセクハラ男だ。つい最近、未練がましいところを垣かい間ま見みたけれど、それでも神経質や心配性というのとは違う。

　御崎について、気遣いができるとか優しいとか、そういう褒ほめ言葉を聞くのは慣れている。だからそれなら、その場限りの相あい槌づちを打つことはできた。けれど、自分が理解できないことには、上辺だけでも頷けなかった。

　なんだか胸の中がもやもやした。まるで自分より熊代が御崎のことを知っているみたいで、悔しい。

「……」

　……え？

　俺は今、何を考えた？

　とっさに自分の思考回路に青ざめた。

　呆ぼう然ぜんとしていると、熊代が青山の手て許もとをのぞき込んでくる。

「写真、どれがいいかなあ。青山さん、気に入ったのある？」

「そ、そうですね。これはどうですか？」

　青山は慌あわてて写真を指さした。

「あ、それいいよね！　御崎、全開の笑え顔がお！」

　青山が選んだのは、体育祭のときのものだった。口を大きく開け、無む邪じや気きに笑う御崎がバックの青空よりもさわやかでキラキラしていて、一いつ瞬しゆんで目を奪うばわれたのだ。

「それはリレーで、御崎のクラスが一位になったときのかな。あのときの御崎、めちゃくちゃはしゃいでたなあ」

　熊代はまるでのろけ話をするように語った。

　複雑な気持ちでそれを聞いていると、熊代は突とつ然ぜん、声のトーンを落とす。

「……あのさ、青山さん」

「はい？」

「御崎、俺の担当するの嫌がってない？」

　ドキッとした。

　不意打ちの問いにどう答えていいのか思いあぐねていると、熊代は苦笑いする。

「青山さんって噓うそつけないタイプだね」

「い、いや、そのっ、……あっ、でも、どうしてそう思うんですか？」

「さっきも言ったけど、あいつって神経質で心配性なところがあるだろ。だからたぶん昔のこと、まだ引きずってると思うんだよね。俺は全然気にしてないのにさ」

「……昔のこと？」

「たわいもないことだよ。でも、御崎はそうは思っていない気がする。ここで再会してから、一見普ふ通つうに接してるように見えても、なんか壁かべを感じるんだよね」

「……」

　熊代は意外に鋭するどい。御崎の心の機き微びを見み抜ぬいていたらしい。

　青山は数日前のことを思い出した。

『俺にはもう熊代さんを好きなんて言う資格はないんです』──御崎はそう言った。

　一体ふたりの間に何があったのだろう。

　一体何が御崎に未練を抱かせているのだろう。

　青山には他人の過去をほじくり返す趣しゆ味みはない。

　でも、今だけはどうしても、ふたりの過去が気になってしかたがなかった。

「青山さん、もし御崎が本当に嫌そうだったら、担当を替かわってあげてくれないかな。もちろん御崎が最後まで担当してくれるのなら、それが一番なんだけどさ」

　じゃあ嫁よめが待ってるから行くね、と熊代はブースを出ていく。青山はどこかぼんやりしたままフロントに戻もどった。

「っ、御崎」

　するとそこには御崎が戻ってきていて、青山はビクッとする。

　けれど打ち合わせブースのモニターは見ていなかったようだ。

　みんなで奥のテーブルに集まって何かを思案していた。

「あっ、青山。ちょっとこれどう思う？」

　御崎の隣となりにいた、先せん輩ぱいの永嶋に手招きされた。

　歩み寄ると、目を疑うような真っ黒い招待状を手て渡わたされる。

「……え。これはなんですか？」

「御崎くんが担当してる吉よし川かわ様の招待状サンプルよ。吉川様の新しん郎ろう様が手作りするって聞いたときから、なんだか嫌な予感はしてたんだけどさ」

「吉川様の新郎様って、あのヴィジュアル系の……」

「そうそう」

　常に長い髪かみを逆立て、黒ずくめでやってくる、とても個性的な吉川様の招待状には、スカルと十じゆう字じ架か、青い薔薇ばら、あろうことか血けつ痕こんまでプリントされていた。

　たじろぐ青山に永嶋が、微び妙みようだよねと困った顔をする。

「微妙っていうか……」

「アウトかセーフかで言ったら際きわどいところですよね」

　御崎がしみじみと言った。

「いや完全にアウトだろ！」

　青山はたまらず突っ込んでしまう。

「でも、『血痕』と『結けつ婚こん』をかけてるらしいですよ。洒しや落れてるじゃないですか」

「お前本気で言ってんのか？　永嶋さん、俺はこれ、お断りしたほうがいいと思います。前にもこういう招待状を送って、ゲストのお客様からクレームがあったじゃないですか。おたくはこんな非常識な招待状を送るのかって」

　最近は結婚式の招待状のデザインもずいぶん自由になっていて、ユニークなものも多い。けれど招待状は様々な世代のゲストに送るものだ。一定の上品さは保つべきだと思う。

「そうだよね。ものすごく気合いが入ってるけど、ご遠えん慮りよいただこうか」

　永嶋は御崎に指示をしてから、フロントを出ていった。

　青山は安あん堵どのため息をついてから、がばっと御崎を振ふり向く。

「お前、これからもちょっとでも疑問に思うことがあれば、すぐに相談しろ。絶対に独断で行うな」

「俺のこと、心配してくれるんですか？　うれしいなあ」

「今のを洒落てると思えるその感覚は、俺じゃなくても心配するわ」

　しっかりしていると思っていたが、やっぱり御崎はまだまだだ。五人の先輩がきちんと目を光らせてサポートしなければいけない。

　……ていうか、なんだか今ので毒気を抜ぬかれてしまった。

　席に着き、五分ほどパソコンのキーボードを叩たたいてから、青山は御崎をちらりと盗ぬすみ見る。

「なんですか？」

　けれど気づかれてしまい、青山はすぐに目を逸そらした。

「いえいえ、なんでもございませんよ」

「青山さんって思ったことを隠かくそうとするとき敬語になりますよね」

「はっ？　何を──」

「俺がどれだけ青山さんを見てると思ってるんですか？」

　さりげなく耳みみ許もとに唇くちびるを寄せられて、かあっとなった。

　反射的に身を引くと、御崎はまるで勝ち誇ほこったように目をすがめる。

「それで、俺になんの用でしょうか」

「……お前、帰りにちょっと残れ」

　青山はやけくそ気味に言った。

　やっぱりうじうじ考え込むのは性に合わない。

　御崎と熊代の過去に、一体何があったのか──訊ききたいことはさっさと訊いてすっきりしたかった。

　御崎は頰ほお杖づえをついて、上うわ目め遣づかいで囁ささやいてくる。

「デートのお誘さそいですか？」

「違ちがう。立ち話で済む」

　それでも人がいるところではできない話だ。

　御崎は眉まゆを撥はね上げつつも、わかりましたと微笑ほほえんだ。










　終業後、ようやく御崎とふたりきりになれたのは、職場から駅と反対方向に十五分ほど歩いたところにある小さな公園だった。

「せっかくだから座りましょうよ」

　御崎に促うながされ、青山は少し間かん隔かくを空けてベンチに座った。辺りには、ほかに人はいなかった。

「それで話ってなんですか？」

「今日熊代さんに、もしお前が熊代さんの担当を嫌いやがってるようなら替わってやってほしいって頼たのまれた」

　単刀直入に言うと、御崎はぱちぱちと瞬まばたきをした。

「え？」

「お前、熊代さんと何があったんだよ」

　射い貫ぬくように見つめると、御崎はぐっと口ごもってしまう。

「……」

「言えよ。本当は告白して、ちょっと付き合ってたとか？」

「……告白なんてできなかったって言ったでしょう。付き合うなんて夢のまた夢の話です。俺は青山さんに噓はついていません」

「噓はついてない？　でも何か隠してるってことか」

「……青山さんに関係のないことです」

　カチンときた。

　この間、胸を貸して親身になって慰なぐさめてやったのに、言いたくない話に及およんだ途と端たん部外者扱あつかいするなんてばかにしているとしか思えない。

「ああそうかよ。じゃあもう二度と慰めてやらないからな。勝手にしろ」

　青山は勢いよく立ち上がり、公園をあとにしようとした。

　けれど御崎が腕うでを摑つかんで引き止めてくる。

「待ってください。前にも言いましたけど、俺は今、青山さんだけですよ」

「放せ！」

「嫉しつ妬としないでくださいよ。かわいくて、ここでいやらしいことをしたくなってしまいます」

　有言実行するように草むらに引っ張り込まれ、腰こしに手を回された。

　ピクッと体を震ふるわせると、御崎は笑えみを浮うかべる。スラックスの上からグリグリと露ろ骨こつに互たがいの下か肢しを触ふれ合わされて、青山はキレた。

「うっ！」

　強めの握あく力りよくで、服の上から御崎のモノを鷲わし摑づかみにした。低く呻うめいた御崎が怯おびえた目を向けてくる。

「青山さん……何するんですか」

「いつもいつもエロオヤジみたいなことばっかしてきやがって。こういうこと、熊代さんにもしてたのかよ！」

　青山はそこをハンドルのように握にぎり、御崎の背中を茂しげみの大木に押しつけた。

「まさか、してませんよ……嫌きらわれるでしょう」

「ほー？　俺には嫌われてもいいのか」

「青山さんは……本気で嫌がってないから」

「ほー！」

「ヒッ」

　力いっぱい握り込むと、御崎は悲鳴を上げた。

「オラオラ、お前の大好きな青山さんが揉もんでやってるんだからしっかり反応しろよ。それとも何か。お前のフランスサイズの膨ぼう張ちよう率はたいしたことないのか」

　御崎は冷や汗あせを流しながらも、口の端はしに笑みを浮かべる。

「何言ってるんですか……？　俺は膨張率も半はん端ぱないですよ……？」

　まだ言い返す余よ裕ゆうがあるのかと、青山は容よう赦しやなくタマも下から摑み上げた。

「痛いです、青山さん……。やきもちにしては過激すぎると思うんですけど……」

「だからやきもちじゃねーわ。お前が正直に言わねえからむかついてるだけだろ」

「……言ったら優やさしくしてくれますか？」

「もう遅おそい。俺はコレを握り潰つぶすことに決めた」

　冷めた目つきで手首に回転を加えた。

　本気の青山に、御崎が慌あわてて摑みかかってくる。

「さすがにそこまでですよ！」

「邪じや魔ますんなよ」

「いやしますよ！　俺の男がかかってるんですから！」

「お前さ、俺が好きとか言って、ほんとはヤりたいだけなんだろ。俺がゲイだから何してもいいと思ってんのか」

　熊代には告白すらできなかったくせに、青山にはいつだってお手軽に触れてくる。青山の気持ちなんてそっちのけでセクハラばかりだ。

　そんな誠意のかけらもない男が口にする「好き」なんて、信じられるはずがない。こんな奴やつは不能になってしまえばいい。

「そんなこと思っていません。俺は本気で青山さんの潔いさぎよさに惚ほれたんです」

「だからそれが意味わかんねえんだよ！」

「じゃあ、青山さんの何を好きならいいんですか？　容姿？　そんなことを言っても、青山さんは余計俺を信じてくれないんじゃないですか？」

「だからって、カミングアウトしてるってだけで好きとか言われても、信じられるわけないだろ！」

　そんなのはお手軽にヤりたいだけの戯ざれ言としか思えない。

「でもカミングアウトは俺にはできないことだから、潔くできる青山さんにどうしようもなく惹ひかれるんです。それに今はそれだけじゃない。青山さんの素す敵てきなところ、ほかにもたくさん知っています。青山さんは乱暴者で、ずけずけものを言うけれど、いざというときには手を差し伸のべてくれるとても優しい人だ。前向きな青山さんといると、俺はいつだって楽しくいられる。青山さんの仕事に対する姿勢も、まっすぐで憧あこがれているんです」

　もっと言いましょうか？　と御崎が顔を近づけてくる。

　青山はとっさにその胸を突つき返した。

「でも俺はお前じゃだめなんだよ！」

「そんなに俺は、青山さんのタイプじゃないですか？」

　御崎は真しん剣けんに問いかけてきた。

　青山はぎりっと奥歯を嚙かみ締しめる。

「タイプじゃない！　俺は見た目も中身も完かん璧ぺきな男がいいって言っただろ！　そういう相手じゃないと認めないって、親父おやじの遺ゆい言ごんなんでな！」

　アレのサイズについては青山がつけたオプションだったが、完璧な男がいいというのは亡なき父の望みだった。

　息子むすこがゲイだと告げても、嫌けん悪お感かんを抱いだくことなく受け入れてくれた父。

　けれど男を見る目がない息子を、父は亡くなる直前まで心配していた。

「お父様の遺言？　なんの冗じよう談だん……。でも青山さんが俺と付き合ってくれるなら、俺はもっと青山さんに相応ふさわしい男になれるように努力しますよ」

「じゃあ俺が訊きいたことにはなんでも一発で答えろよ！」

　青山さんに関係のないことです、なんてさらっと言いやがった男のどこが、青山に相応しいというのだ。

　過去は過去だ。今さらどうにもならない。御崎と熊代の間に何があったって、それに意見するつもりはなかった。青山はただそれを、包み隠かくさず話してほしかったのだ。

　俺への愛の言葉を聞きたかったわけじゃない。

　聞きたかったのは御崎、お前のことだ。

「青山さん、待ってくださいよ！」

　呼び止める御崎を一度も振ふり向くことなく、青山は公園から走り去った。










　俺は一体、どうしたのだ。

　昨夜御崎を公園に置き去りにして部屋に帰ったあと、青山は一いつ睡すいもできなかった。

　御崎のことなんてどうでもいいと思えば思うほど、御崎の顔がちらついて眠ねむれなかったのだ。

　寝ね不ぶ足そくでふらふらする。

　赤い目に目薬を点さして、頰ほおをパシッと叩たたいた。プライベートを仕事に響ひびかせてしまえば、プロ失格だ。

「青山さん、来週の会場コーディネートの件で相談があるんですけど」

　見積書を作成していると、御崎が様子を窺うかがうように話しかけてきた。

　青山はそれをそっけなく突き放す。

「俺は忙いそがしい」

「うわ、見た？　佐々木さん。青山が後こう輩はいいじめてるよ。ちょっと手を止めて、相談に乗ってあげればいいのにね」

　永嶋が佐々木にひそひそ耳打ちするのが聞こえたが、それも無視だ。

　黙もく々もくとキーボードを叩いていると、今度は中野が、週末にある結けつ婚こん式しきの段取り表を片手にやってきた。

「永嶋さん、このリングガールの女の子の名前ってなんて読むの？」

　リングガールとは、挙式時に牧師の後ろについて、リングピローに載のせたマリッジリングを祭さい壇だんまで運ぶ小さな女の子のことだ。男の子の場合はリングボーイと言う。どちらもバージンロードを歩く姿はまるで本物の天使みたいで、とても可か憐れんで微笑ほほえましい。

「さあ、『羊』に『音』ちゃんと書いて、なんて読むでしょー？」

　どうやら先せん輩ぱい方は暇ひまらしく、永嶋は中野に質問返しをした。最近の子どもの名前は、すんなり読めないものが多い。

　羊音。一体なんと読むのだろう？

　中野は首を捻ひねり、青山に投げかけてくる。

「ねえ青山、なんて読むと思う？」

「え？　羊に音ですか？……ようおん？」

　わからなかったので単純に、羊も音も音読みしてみた。

「ブー。正解は『ラムネ』ちゃんでした！」

「ラムネちゃん!?」

「羊でラムって読ませるの？　すごいねー！」

　まさかジンギスカン店の娘むすめちゃんとか!?　なんて盛り上がる先輩方を、青山はさすがに諫いさめる。

「ちょっとみなさん、口が悪いですよ……」

　本当に羊肉店の娘の名前なら、悪趣味すぎる。

「そういや青山の下の名前ってなんだったっけ？」

　永嶋が不意に訊いてきた。

「郁也ですけど」

「イクヤ！　普ふ通つうー！」

　ケラケラ笑う永嶋だってユキコだ。

　すると佐々木が御崎を見つめ、もじもじしながら切り出してくる。

「御崎くんは、愁成だよね……？」

「はい、そうですよ」

「シュウセイかあ、かっこいいなあー。なんかぴったり」

　イクヤとはレベルが違ちがう感じー、と永嶋と中野がはしゃぐ。全国のイクヤくんに謝れ。

「佐々木さんはユイさんですよね」

　御崎はわざとなのか、そんなことを言って佐々木を喜ばせた。

「う、うん。そう、唯ゆい……」

　先輩方が露ろ骨こつににやにや笑う。

　けれど、どこか抜ぬけたところがある佐々木は、「御崎くんの彼女の名前は？」と、捨て身にも訊いた。

　え、その話題ってセーフなの？　と顔を見合わせる一同とは裏腹に、御崎はちらっと青山に視線を投げてから、にっこり微笑む。

「青あお木き郁いく子こですよ」

「なっ……!?」

　青山は口をぱくぱくさせた。

「へえー、青木郁子さんって言うんだ！……ん？　なんか微び妙みように、青山郁也と似てるわね？」

　訝いぶかしげな目で青山を振り向く永嶋に、御崎はまるで今気づいたかのように笑う。

「そういえばそうですね」

「確か、中学のときから付き合ってるんだよね。結婚とか、考えてないの？」

　なかなか聞けない御崎のプライベートに、先輩たちは佐々木への気き遣づかいも忘れて身を乗り出してきた。

「そうですね。いずれはしたいですけど、今はまだ」

「御崎くんってすごい御おん曹ぞう司しだしね。いろいろあるんだよね」

「っていうか、昨日ケンカしちゃって」

「えー！　御崎くんもてるから、彼女がやきもち焼いちゃったとか？」

「やきもちなんてかわいいもんじゃ……。俺は昨日、危あやうくオカマにされるところでしたよ」

　何それどういうこと!?　とみんなが声を上げて笑った。ついでに御崎も一いつ緒しよになって笑っている。

　青山はわなわな震ふるえた。

　こいつはマジで懲こりてない。

「じゃあ、この機会にほかの女の子に目を向けるとかは？」

「それはありえません。俺は郁子以外考えられないですから……」

　無む駄だにキラキラオーラを放ちながら甘い告白をする御崎に先輩方は、「きゃー、御崎くん一いち途ずすぎ！　罪作りー！」と悶もん絶ぜつした。佐々木まで目をハートにしている。佐々木はまるで芸能人に憧あこがれるような感覚で御崎を好きなのかもしれない。

　青山は無言でフロントを離はなれた。

　これ以上ばかな話に付き合っていられない。

　けれど隙すきあらば青山とふたりきりになろうとする男は、こんなときでも追ってきた。

「青山さん、どこに行くんですか」

「ついて来るな。お前は郁子とヨロシクやってろ」

「自分に嫉しつ妬とですか？」

「誰だれが青木郁子じゃ」

　青山は御崎を睨にらみ上げ、蹴けっ飛ばした。

「いてっ」

　こんないい加減な男、大っ嫌きらいだ。
















　御崎を無視し続けて五日目は、ウェディングフェアだった。

　ウェディングフェアは、外部から新しん郎ろう役と新婦役のモデルを呼んで模も擬ぎ挙式と模擬披ひ露ろう宴えんを行い、フルコースの試食会のあと、ウェディングプランナーと相談をしたり、ドレスの試着をしたりする。

　その日、ウェディングフェアに参加するのは、全部で二十組だった。当日本契けい約やくしていただくと豪ごう華かな特典もあるので、青山たちも特に気合いが入る一日だ。

　けれど、十四時に模擬挙式が始まる直前で、トラブルが発生した。

「え！　新郎役のモデルが腹痛でトイレから出てこられない!?」

　一同は青ざめた。リハーサルのときは、確かに元気だったはずだ。

「お昼にお弁当を食べてから、急に痛くなったみたいで……。もうずっとトイレに籠こもっていて、水を流す音が止まらないほどで……」

「それはまずいわね……」

「モデル事務所に連れん絡らくを入れたんですけど、代役が到とう着ちやくするまであと三十分はかかるそうです」

「じゃあ、模擬披露宴にはぎりぎり間に合うか……。問題は十分後に迫せまった模擬挙式ね」

　お客様を長時間お待たせすることはできない。

「誰か、適切な代役……」

　梅原の呟つぶやきに、みんなの視線は示し合わせたように御崎に向いた。

「え？　俺ですか？」

　御崎は目を瞬しばたたかせる。

「いい案じゃない？　御崎くんなら見み栄ばえするし、チャペルの中のこともわかってるからリハなしですぐにいける」

「確かに。ここだけの話、いつも来てくれるモデルさんより御崎くんのほうがかっこいいしね」

「あ、それはわたしも思ってた。言ったらおしまいだけど」

「うんうん！」

　完全に御崎が代役をするという流れになったとき、梅原が苦く悶もんの表情でかぶりを振ふった。

「でも、だめだわ。もうすぐ御崎くんが担当のお客様がお支し払はらいに来てくれるの。お支払いのときは絶対に担当が接客しなきゃいけないわ」

「え……、じゃあ……」

　みんなの視線は示し合わせたように、青山に向いた。

「え？　俺ですかっ？」

「そうね……、御崎くんよりかなり見み劣おとりするけど……」

「そうね……、でもその分、新婦役のモデルさんが引き立つかも……」

「そうね……、背に腹は代えられないってこういうことよね……」

　なんとも不満が拭ぬぐいきれないような賛同を得て、青山は新郎役の代打モデルに駆かり出されることになった。三年勤めて、こんなことは初めてだった。

「よし行け青山！　マネージャーにはわたしが報告しとくから！」

「はあ」

　いまいち乗り切れないまま、青山はウェディングスタイリストに連行された。

　けれどそれを、御崎が慌あわてて追ってくる。

「待ってください！　青山さんがやるくらいなら俺がっ──」

「……何お前。俺がモデルじゃ不服なの？　悪かったな、平へい凡ぼんな顔で」

　なぜか血相を変えている御崎に、青山はむっとした。そこまで青山には不似合いだと言いたいのだろうか。やっぱり御崎なんて大だい嫌きらいだ。

　模擬挙式は滞とどこおりなくやり遂とげた。

　アトリウムでアフターセレモニーをしている最中に、代役モデルが到着したとインカムで連絡が入り、青山はそこでお役やくご免めんとなる。何度か来てくれたことがあるモデルさんだったから、模擬披露宴も無事にやり切ってくれるだろう。

　青山はほっとして大きく息をついた。

「なんとかなるもんだな」

　それにしても、自分が新郎役としてバージンロードを歩くなんて思ってもみなかった。

　最初は緊きん張ちようしたけれど、聖歌隊の澄すんだ歌声とパイプオルガンの荘そう厳ごんな音色が響ひびき、美しい旋せん律りつがチャペルを満たすと、とても神聖な気持ちになった。

　模擬でも神様の前で愛を誓ちかうなんて、なかなか貴重な経験をさせてもらった。

「イクヤ！　タキシード、トテモキマッテタヨ！」

　そこへ外国人牧師のウィリアムが、カタコトの日本語で話しかけてきた。

「そう？　ありがと。つかウィル、もうカタコトじゃなくて大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「あ、そうでんな。お客さんみんな、もうバンケットに向かったんやったな。郁也のほんまの結けつ婚こん式しきのときも、わしが牧師したるさかい、安心しときや」

　ウィリアムはコテコテの関西弁で、青山にニカッと真っ白い歯を向けた。

　彼はその美しい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの容姿とは裏腹に、大阪生まれの大阪育ちで生きつ粋すいの関西人だ。けれどその見た目で関西弁はあまりにもインチキくさいので、自主的にお客様の前ではカタコトの日本語で話すことにしているらしい。お客さんは外国人牧師にそういうのを求めてんねんな、とウィリアムは冷静に分ぶん析せきしていた。

「いやいや、うれしいお言葉だけど、俺はゲイだから結婚はできないよ」

「何今さらなこと言うてんねん。郁也がゲイなんは周知の事実やろ。せっかく結婚式場で勤めてんのやから、それを有効利用せんかいな。わしが社長に言うといたろか」

「え、いいよ。相手もいないし」

「なんや、わしの知る限り、ずっとおらへんやん。元カレでも引きずっとんのかいな？」

　青山はドキッとした。

　ウィリアムはなにげなく、痛いところを突ついてくる。

　別に引きずっているわけではないけれど、四年前、元カレとちょっとひどい別れ方をしてから、青山には恋こい人びとがいない。

「……出会いがないだけかな？」

「ふうん。まあ彼氏できたら、すぐわしに報告してな」

「……うん、そうだね」

　青山は苦笑いした。確かにこんなまくし立てるような関西弁を操あやつるイギリス人は胡う散さん臭くさい。初めてウィリアムに会ったときは、なんて素す敵てきな英国紳しん士しなんだろうと感動したのに、口を開いた途と端たんずっこけた。

「ほなわし、スーパー寄ってたこ焼きの材料買こうて帰ろ。郁也、また明日あしたな」

　ウィリアムが手を振って去っていく。なんともキャラの濃こい牧師だ。

　模擬披露宴が終わると、目が回るほどの忙いそがしさだった。

　気がつけば閉館の時間で、それから明日施し行こう予定の結婚式の準備の確かく認にんに行く。今日の模擬披露宴のあと、バンケットクルーが引き出物などをセッティングしてくれているはずだ。

　明日の新郎は酒に弱いので、高たか砂さごの下にきちんとバケツの用意がされているか、最後に忘れずにチェックする。

「うん、ばっちり」

　それからフロントに戻もどり、夜に約束をしていたお客様に電話を入れ、業務日報を書き上げた。今日もがっつり残業だ。

「じゃあ俺、上から電気消してきますね」

「うんよろしくー」

　青山は五階から消灯と戸と締じまりをしていった。

　そうして一階にあるフォトスタジオの電気を切り、その隣となりの授乳室の明かりを消したときだった。

「わっ！」

　誰だれかに腕うでを引っ張られ、真っ暗な授乳室に閉じ込められる。すぐにカチッと鍵かぎがかかる音がした。

「ちょっ……」

　真正面からぎゅっと抱だき締しめられ、パニックに陥おちいりそうになる。けれど、その腕と胸の感かん触しよくは覚えがあるものだった。さわやかなのにどこか甘く官能的な匂においも、よく知っているものだ。

「……御崎、なんの真似まねだ」

「青山さんが五日も俺を避さけるからです」

「避けられるようなことするからだろ」

　突き放そうとすると、御崎は縋すがるように腕に力を込めた。青山の足がふらついて、踵かかとが壁かべにぶつかる。授乳室はベビーベッド一台と椅い子すが一脚きやくしかない、小さな部屋だ。

「今日の模も擬ぎ挙式、どうでしたか」

「は？」

　抱き締められたままいきなりその話を振られ、青山は眉まゆをひそめた。

「どうでしたかって、それなりにやったよ。お前は俺みたいな平凡な奴やつがモデルをするのは気に食わなかったみたいだけどな」

「どうしてそうなるんですか？　俺が青山さんの容姿を悪く言ったことなんてありましたか？」

「……」

　青山は口ごもる。そんなのわかっている。御崎はたとえ体重が百キロを超こえていても素敵だと言う男だ。

「じゃあなんで俺がやるくらいならお前がやるって言ったんだよ！」

　もはや逆切れだった。

　けれど御崎は青山の耳みみ許もとで切なげに声を揺ゆらす。

「やきもちですよ。どうしてわからないんですか？　俺はたとえ模擬でも、青山さんが俺以外の人と結婚式をするなんて嫌いやだったんです！」

「なっ……」

「ねえ、ウェディングキスはしたんですか？　俺は接客中で見られなかったから、気が気じゃありませんでした。どうだったんですか？」

「ばか！　そんなのふりだけに決まってるだろ！　ほんとにしたらモデルさんに殴なぐられるわっ」

「本当に？」

「本当に！」

「でも、唇くちびるに吐と息いきはかかったんじゃないですか？」

　青山は細かすぎる男の後頭部をどついた。

「息も止めてたわ！　満足かっ」

「そうなんですか。満足しました」

　殴られても、御崎の声は晴れ晴れしていた。そのことに毒気を抜ぬかれてしまう。

　そんなささいなことで喜ぶような奴は、世界中を探したってこの男くらいだ。

「……満足したなら、もう放せよ」

「嫌です。俺は今、青山さんに見せられない顔をしているから」

「……どうせ真っ暗で見えねえよ」

　身を捩よじると、ふたりの足の間に何かがゴトッと落ちる音がした。

「ん？　なんか落ちた？」

「……ああ。マヨネーズかな」

「マヨネーズ？」

　青山は眉を撥はね上げた。

「はい、ちっちゃい携けい帯たい用のやつです。ポケットに入れたのを忘れていました」

「なんでまた」

「今日は青山さん、模擬挙式のアフターセレモニーで、ブロッコリートスをしたでしょう？　一いつ瞬しゆんそこに駆かけつけて、ブロッコリーを横から奪うばい取って食べてやろうかなって」

「はあっ？」

「全部ぶち壊こわしてやろうかなって、嫉しつ妬と心がメラメラと」

　ブロッコリートスとは、ブーケトスの男性版で、新しん郎ろうが独身男性に向けて生のブロッコリーを投げるものだ。キャッチした男性が次の新郎になれると言われている。ブロッコリーは形もブーケに似ているし、房ふさがたくさんあることから子孫繁はん栄えいの意味があるのだそうだ。通常は新婦がブロッコリーをキャッチした男性にマヨネーズを手て渡わたすのだが、御崎はそれを自分で用意して、ポケットにひそませていたというのだ。

　青山は本気で呆あきれた。

「どんなやきもちだよ。お前が奇き行こうを思いとどまってくれてよかったよ」

「さすがに俺もプロですから」

　ポケットにマヨネーズを忍しのばせた時点でアウトだと思う。

　思わずちょっと笑ってしまうと、御崎の拘こう束そくが少しだけ和やわらいだ。

　御崎はおもむろに声を落としてくる。

「このまま聞いてください。熊代さんのことです」

　青山は身を強こわ張ばらせた。もう今さら、蒸むし返さないでほしかった。

「……その話はもういい」

「よくありません。これ以上青山さんに避けられたら、俺の気が狂くるいます。だから聞いて？」

　再び抱き締める腕に力を込めて、御崎が哀あい願がんするように囁ささやいた。

　吐息混じりの色っぽい声に、ゾクリと背筋が震ふるえる。

「……っ」

「でも話して、青山さんに嫌きらわれてしまうのが怖こわい」

　ぴたりとくっついた胸から、御崎の速い鼓こ動どうをじかに感じた。御崎が緊きん張ちようしているのが伝わってくる。御崎にとって、相当勇気のいる告白なのだろう。

　だから青山はもう、それを話そうと決めてくれた御崎を受け止めることにした。

　いつまでも片意地を張って、関係をこじらせたいわけじゃない。

　それに本当は、もうよくなんてない。

　今でもふたりの過去が気になっていた。

「……内容によるよ」

「そうですね……。俺は青山さんと違ちがって、本当はすごく臆おく病びようなんです。ゲイだということを、家族や友人、職場のみんなに知られたら生きていけない。大おお袈げ裟さだって思いますか？」

「思わない。誰だって自分を否定されたり、軽けい蔑べつされるのが怖いって気持ちはあるものだから」

「でも青山さんはカミングアウトしているでしょう？」

「俺は隠かくし事のできない性格だし、楽観的だから。家族も認めてくれてるし、恵めぐまれてるんだよ。まあゲイがウェディングプランナーなんて、自じ虐ぎやく的だってよくからかわれるけど。でも自分が結けつ婚こんできない分、お客様の結婚式は精いっぱい素す敵てきなものにしてあげたいんだ」

「……青山さんのそういうところが、俺は本当に好きなんです」

　まっすぐな声で囁かれて、青山は思わず頰ほおを赤くした。

　御崎は続ける。

「俺は自分が一分の隙すきもない完かん璧ぺきな男だと、ずっと思って生きてきました。恵まれた家に生まれ、顔も頭も運動神経もよく、女性にもモテモテで……」

「あー、それ系の話はもういいわ」

　つい遮さえぎると、ちゃんと最後まで聞いてくださいよ、と咎とがめられた。

「それなのに中学に入って、友だちと初めてアダルトビデオを見たとき、女の子じゃなくて下半身しか映っていない男の体に興奮したんです。アレとすね毛に興奮したんですよ？　愕がく然ぜんとしました。俺は異常だったんだって……。俺の母親は、道徳的なことにとても厳しいんです。もしかすると息子むすこがゲイだと知っただけで、卒そつ倒とうするかもしれません。だからこんなことは絶対に誰だれにも知られてはいけないと自分を抑よく制せいするうちに、俺はひそかに、性的に暴走していきました」

「……なるほど。お前のセクハラアプローチはそこに起因していたのか」

「たぶん。ずっと誘さそわれるがまま、好きでも嫌いでもない相手と関係を持って、気晴らししていましたから。カラダから以外の始め方がわからないんです」

　なんだかものすごく複雑な気持ちになった。こんなに恵まれて生まれてきても、恋れん愛あいできないなんて不幸だ。歪ゆがんでしまうのも、無理もないのかもしれない。

　前まえ振ふりはここまでです、と御崎は言葉を区切った。

「俺は高校に入学してすぐ、熊代さんを好きになりました。けれど思いを告げられないまま、熊代さんの卒業式がやってきました。もう会えなくなる寂さみしさから、俺は少し頭がおかしくなっていたのかもしれません。新聞部の部室に熊代さんのブレザーが放置されているのを見つけると、ついその匂においを嗅かいで、自分のズボンのチャックを開けて……」

「うわっ。お前マジで変態だな……ちょっと引く」

　誰が入ってくるかもわからない部室でよくそんなことができたものだ。ある意味大物と言える。

「自家発電が佳か境きように入りかけたとき、部室のドアが開きました。新聞部の部員と、熊代さんが入ってきたんです」

「あっちゃー」

「不幸中の幸いで、行こう為い自体は見咎められなかったんですが、熊代さんのブレザーに鼻を擦こすりつけているのを見られた俺は、とっさにそれを否定しました」

「確かにそれは、見るからにクロでも否定したくなるよ」

　青山はしみじみ頷うなずいた。

「でも、新聞部の部員は顔を引き攣つらせたままでした。明らかに俺を怪あやしんでいたんです。俺はセクシュアリティを暴あばかれる恐きよう怖ふに、『誰が熊代さんみたいな百貫かんデブに興味あるんだよ』って、言わなくていいことを口にしてしまったんです」

「百貫デブ……」

「好きな人を貶おとしめるようなことを言って、自分を守ったんです。最低な男なんですよ」

　御崎はギリッと歯は嚙がみした。

　青山はそれに、表情を引き締しめる。

　御崎は真しん剣けんに話しているのだ。

「熊代さんは一瞬、傷ついた顔になりました。けれどすぐに、『そうだよ、御崎みたいな王子様が、俺みたいなデブに興味なんかあるわけないだろ』って、明るく笑い飛ばしてくれて……。その優やさしさも、傷ついた一瞬の顔も、忘れられないんです」

　たわいないと言えばたわいないことだ。でも御崎は今もそれを悔くやんでいる。青山はやっと腑ふに落ちた気がした。御崎がもう熊代を好きと言う資格はないと言ったこと、それから熊代が御崎を神経質で心しん配ぱい性しようだと言ったこと。全部がわかった。

　御崎は過去の発言をいつまでも引きずり、きっと言われた熊代よりも傷ついている。

　熊代は過去のことは全然気にしていないと言っていた。その言葉に噓うそはないだろう。御崎だって熊代がおおらかな人だと知っている。けれどそれでもなお、御崎は苦しんでいるのだ。

　好きな人を傷つけた自分が許せないという御崎の誠意に、グラリときた。

　……この男に愛される男は、幸せなのかもしれない。

　どこか他人ひと事ごとのようにそう思った。

「どうしたら、青山さんみたいに強くなれるんですか？　俺は臆病な自分が大だい嫌きらいです。どんなときも自分より、好きな人を守れる強さがほしい」

　暗順応してきた瞳ひとみを、まっすぐに見つめられる。

　青山はどうしようもなく胸が締めつけられた。

　この傷つきやすくて臆病な男が、愛いとおしいと思う。

「……味方がいれば、誰でも強くなれるんだよ。お前はさ、ひとりで闘たたかおうとするからだめなんだ。単純なことなんだよ」

「でも味方なんて、どうやって……」

　青山は御崎の頭をそっと撫なでた。

「俺が、お前の一番の味方になってやるよ」

「え……？」

「うれしいだろ」

　いつもの御崎のように、不ふ遜そんに微笑ほほえんだ。

　ちっぽけな悩なやみくらい、俺がいつだって吹ふっ飛ばしてやる。

　前向きで楽観的な青山なら、御崎の心を軽くしてやれる気がした。

　御崎は眉まゆ根ねを寄せて、青山の体をぐっと締めつけてくる。

「青山さんってどこまで男前なんですか？　これ以上、俺を夢中にさせないでください」

「……お前、俺に夢中なの？」

「もう、止められないくらい」

「……あ」

　耳じ朶だに御崎の唇くちびるが触ふれた。

「ねえ……、もっと青山さんに触さわりたい。……いいでしょう？」

「だ、だめに決まってるだろっ……」

　青山は抗あらがった。

　けれど甘い囁ささやきに、頭の芯しんがとろけそうになる。　>>>♥

「好きなんです。青山さんが大好き……」

「やっ……」

　だめだ、流される──そう思ったときだった。

　耳みみ許もとのインカムから梅原の声がした。

『梅原でーす。青山今どこー？』

　青山ははっとした。そういえば、消灯するためにフロントを出てから、もうかなり時間が経たっている。

「すみません、今一階です。すぐに戻もどります」

　慌あわてて授乳室のドアに手を伸のばした。

　けれどそれを御崎に遮られる。

「御崎です。少し青山さんに相談があるので、俺が警備をかけて帰ります」

　御崎はインカムの送信ボタンを押し、梅原と話し始めた。

『あ、じゃあ戸と締じまり任せていいー？』

「はい。お疲つかれ様でした」

『お疲れ様ー』

　御崎は梅原と会話を終えると、再び青山を壁かべに押しつけてくる。

「お前っ……」

「まだ青山さんをここから出したくない」

「俺は付き合ってもない奴やつとヤるほど軽くないぞっ……」

「じゃあ俺と付き合ってくださいよ。……ねえ、うんって言って？」

「い、言わないっ……」

　消え入りそうな声で告げると、御崎は薄うすく笑った。

「俺は青山さんのタイプじゃないですもんね。でも俺、もう我が慢まんできません。だから触って？　触るだけでいいから」

　手首を摑つかまれて、スラックスの上に押しつけられた。御崎のそこは、こっちが恥はずかしくなるくらい昂たかぶっていた。

「うわっ……」

「少しでいいから……」

　本気でもう限界なのだと、目をのぞき込まれた。

　軽はずみな行動なら突つっぱねていただろう。

　けれど御崎は、いつになく真剣だった。

「……そんなに俺に触ってほしいのか？」

「触ってほしい」

「……」

　青山からしてほしいのだと、御崎はただ切せつ迫ぱくした顔つきで見つめてくる。

　ひそめられた眉があまりにも男っぽくて、青山はつい誘ゆう惑わくされてしまった。

　御崎のスラックスの上でそろりと指を動かす。

「青山さん……気持ちいい」

「ふっ……」

　青山は笑ってしまった。

　まだ少し、スラックス越ごしに触れただけだ。それなのに御崎はその言葉どおり、下か肢しを熱くした。

　男はわかりやすくていい。

　素す直なおな男は、かわいいと思う。

「特別だぞ……」

　青山は御崎のベルトに手をかけた。スラックスの前を寛くつろげて、ボクサーパンツの中に手を入れる。じかに御崎に触れるのに、抵てい抗こうはなかった。

「青山さん……」

「すごいな……」

　反応している御崎のそれは、トイレでサイズチェックしたときとは比べものにならなかった。暗いのでよく見えないけれど、とにかくとんでもなく大きい。両手で握にぎると強い脈動が伝わってくる。

　御崎は小さく吐と息いきを漏もらしながら、青山の肩かたに額を押しつけてきた。

「すごくいい……」

　太くて硬かたい、長い幹を扱しごく。浮うき立った裏筋を引っ搔かくようにして、指の輪で括くびれをきゅっと締めつけると、とぷんと先走りが溢あふれ出した。少し力を強くして、リズミカルに上下する。

　まさか御崎のものを、こんなふうにする日が来るとは思ってもみなかった。

　けれど青山は自分の意思で、触ってやりたいと思ったのだ。

　御崎を自分の手で気持ちよくしてやりたい、って。

　そうして熊代への後こう悔かいも、今だけは忘れさせてあげたい。

「ねえ……」

「ん……？」

「青山さんは今まで男のソレ、何本握ってきたんです……？」

　けれどいきなり責めるような目でのぞき込まれて、青山は呆あきれた。

「アホ。それを訊きくなら、何人と付き合いましたか、だろ」

「俺以外を男としてカウントしたくないんです。……ねえ、答えて？　青山さんは今まで何本……」

「二十六本」

　望みどおり答えてやると、御崎は目を見開いた。

「二十六本……」

「噓うそだよ」

　青山は笑った。

「噓ってそんな具体的な数字を言っておいて……」

「俺の年ねん齢れいにひとつ足しただけだ」

「そんな、節分の豆みたいな……」

　御崎は目め頭がしらを押さえた。

「つか、お前って本当に神経質なんだな。二十六本って言った途と端たん萎なえたぞ」

　青山は手の中で元気をなくしたものを指で弾はじいた。

「当たり前でしょ？　どれだけ許しても片手ですよ。二十六本とかありえないです」

　なんでそんなこと、お前に偉えらそうに言われなきゃいけないんだよと思ったけれど、ちょっと胸が熱くなる。やきもち焼きなこの男が、かわいいと思う。こんなにばかげたやりとりなのに、御崎が自分を好きなのだと実感させられた。

「……片手だよ。俺は軽くないって言っただろ……？」

　御崎の高い鼻び梁りように鼻の先をくっつける。

　至近距きよ離りに迫せまった唇と唇は、どちらともなく近づいた。

「ん……っ」

　唇が触れ合った途と端たん、御崎は性急に舌を捩ねじ込んでくる。

「ぁっ、ふっ……ん……っ」

　口こう腔こうを荒あらっぽく搔き回されるのがたまらない。気持ちいい。

　舌を根元から搦からめ捕とられ、強く吸われる。御崎の唇も舌も唾だ液えきもひどく甘かった。もっとしてほしくて顔を傾かたむけると、御崎は青山の望みどおり深く唇を重ね合わせ、背筋が痺しびれるほど濃のう厚こうなキスをしてくる。

　ぐっと腰こしを抱だき寄せられ、青山が握っていた御崎の屹きつ立りつに、自分のそれが触れた。

「あっ……」

「青山さんも硬くなってる。俺にも触らせてください」

「や、やめっ」

　すぐさまベルトに手をかけてくる御崎に抵抗した。けれど忙せわしない金属音を立て、ベルトははずれてしまう。

　下着ごとスラックスを引きずり下ろされ、御崎に握られると、その手の中で粘ねばり気のある水音が立った。

「もうヌルヌルじゃないですか。いつの間にこんなになってたんですか？　気づかなくてすみません。すぐにイかせてあげますね」

「やめっ……！　ああっ、くそっ。まさか授乳室で乳ちち繰くり合うことになるなんて！」

「青山さん、うまいこと言いますね。じゃあ授乳室らしく、ココも吸わせてもらえますか」

　シャツの上から胸を弄いじられ、青山はかっとなった。

「お前、こんなところでそんなとこ吸ったら、絶対に許さねえからな！」

　この先ここを訪おとずれるお母様方に、後ろめたさを感じるようになってしまう。それだけは絶対にご免めんだ。

　本気で睨にらみつけると、御崎はクスクス笑った。

「青山さんは本当に真面目まじめですよね。きっとしたら、ものすごく興奮するのに」

　御崎は青山のシャツを開き、胸を揉もんでくる。尖とがり始めた小さな先端を摘つままれて、青山は仰のけ反った。

「うあ、んっ、しなくていいっ」

　引っ張って、捻ひねるようにされて、青山は思わず御崎の屹立を力いっぱい握り締しめてしまう。

「青山さん痛い……」

「しつこいっ。胸触さわるのやめろって言ってるだろっ」

「すみません、調子に乗りました……。じゃあ、こっちをもっと気持ちよくしてあげますよ」

「っあ、うぁっ」

　御崎はまるで青山の感じるところを知っているかのように昂ぶりを揉みしだき、擦こすり上げてきた。

　快感が強すぎて、足がガクガク震ふるえて、立っているのがつらくなる。

　青山は御崎を触る余よ裕ゆうをなくして、目の前の胸を両手で摑つかむ。

「んっ、どうしてっ……」

「どうして俺が青山さんの気持ちいいところを知ってるのかって？　だって青山さんさっき、俺のそこばかり触ってたでしょう？」

「や……っ」　>>>♥

　御崎の胸に顔を押しつけて首を振ふった。

　頭の上で御崎の声が弾はずむ。

「そんなに裏筋、気持ちいいですか？　うれしいな。ちょっと賭かけだったんですよ。青山さんがそこばかり触るのって、前の男のいいところだったからなのか、青山さんのいいところだからなのか、って」

「ばかっ」

「やきもち焼かなくて済みました」

　本当にうれしそうな声で言われると、怒おこりたいのに怒れなくなった。

　耳の中に舌を突っ込まれ、セックスを連想させるように抜ぬき差しされる。じゅぷじゅぷと卑ひ猥わいで生々しい音に鼓こ膜まくを犯おかされながら、昂ぶりを弄られる。

　巧たくみな指ゆび遣づかいに、腰がぶるっと震えた。

「んあっ、イく、イきそうっ」

「いいですよ、先にイっても」

「生意気言うなっ」

　青山は奥歯を嚙かみ締めて、御崎の屹立に摑みかかった。ただ射精に導くような手つきで激しく扱き上げる。絶対に御崎より先にイきたくはない。

「負けず嫌ぎらいなんだから。そういうところも好きですよ」

「あ、ん、あぁっ」

「じゃあ一いつ緒しよにイきましょうか。青山さんは少し我が慢まんして、俺のココをいっぱい弄って」

「っひ、あぅっ」

　指の輪で根元をきつく縛いましめられた状態で、括れから上を撫なでられた。

「俺は裏筋のこの辺より、先っぽがいいんです。ほらココです、もっと抉えぐって」

「っや、だ、も、あぁっ」

　この辺とかココとか言いながら、青山のものを弄るのはやめてほしかった。

　指先でペニスの割れ目を押し開かれると、吐と精せいを阻はばまれているそこからは、滲にじみ出すように雫しずくがこぼれ出してくる。理性が飛んでしまいそうだった。

「ひ、あ、あぁ……」

「青山さんかわいい。めちゃくちゃエロい顔してる」

　赤くて長い舌で唇くちびるを舐なめながら、男っぽい目で見下ろしてくる御崎は、腹立たしいことにまだ余裕たっぷりだ。

　悔くやしい、憎にくったらしい。

「もう早くイけっ」

　睨みつけると、御崎は足を絡め、下か肢しを触ふれ合わせてきた。大きな手でふたりのものを束ね、容よう赦しやなく扱しごき上げてくる。

「ッあ、や、あ、あぁっ」

「わかりました、イきますね。せっかくだからもっと長く楽しみたかったんですけど、あんまりしつこいと、青山さんに嫌きらわれちゃいそうですから」

「ん、んん……っ」

　御崎が熱い。たまらない。

　重なり合った部分から、御崎の欲よく情じようが伝わってくる。陰いん囊のうから裏筋までぴったりと密着して、御崎の熱で溶とけ合ってしまいそうだった。

　こらえきれずに青山が先に達すると、御崎はそれを食い入るように見つめながら、ぶるっと腰を震わせる。

「あ、ああぁっ……」

「……っ」

　御崎は白はく濁だくを迸ほとばしらせながら、ふたりのものをぐちゃぐちゃに搔かき混ぜた。青山のペニスに御崎の精液が絡みつく。

「……ひ、あ、あ……」

　自分以外のものでそこを濡ぬらされる光景に、眩暈めまいがした。あまりの淫いん靡びさに、青山はその場にへたり込んでしまう。すると御崎も屈かがみ込み、鼻をぶつけるようにして、荒っぽく口づけてきた。

「ん……っ」

　……終わったのにキスなんかするな。

　その言葉は、喉のどから先には出なかった。

　なんの抵てい抗こうもせず受け入れる青山に、御崎は幸せそうに微笑ほほえむ。

「大好きです、青山さん」

「……」

　青山の中に、不思議な感情が込み上げていた。










　熊代の結けつ婚こん式しきの日がやってきた。

「へえ、今日熊代様の披ひ露ろう宴えんで、新しん郎ろうの体重当てクイズするんだ！」

　何それ、おもしろそう！　と、先せん輩ぱいたちは段取り表を確かく認にんしながら声を弾ませた。

　御崎はそれに、笑え顔がおで振り向く。

「そうなんですよ。ぴったり賞は新郎の体重と同じグラムのお米プレゼントらしいです。俺も参加してって言われてるんですよ」

　永嶋はにやっとした。

「あのおなかは、絶対大台乗ってるよね」

「でも二俵はないって、熊代さん本人が言ってましたよ」

「二俵って百二十キロだっけ。さすがにそれはねー。ってことは百から百二十キロだね」

　真しん剣けんに予想を始める永嶋に御崎は、でも俺が当てたらだめでしょう、と笑った。

　先輩たちと楽しそうに盛り上がる御崎を、青山は盗ぬすみ見る。

　授乳室で御崎とあんなことをしてしまったのは、もう二週間前のことだ。

　二度目はないと思っているところに、御崎が悪びれもせずに「またしましょうね」と言ってきたので、青山はぶん殴なぐってやった。あれを期に彼氏ヅラでもされたらたまらないと思ったからだ。

　けれど御崎は、いつもどおりすぎるくらいいつもどおりだ。

　今朝も軽い調子でセクハラしてきた。

　御崎にとって授乳室でのことは、普ふ段だんの延長線上にあるものだったのかもしれない。

　けれど青山は本来、カラダだけの付き合いなんてできるタイプじゃないのだ。だから自分がしてしまったことにひどく戸と惑まどっていた。いくらちょっと御崎のことをかわいいと思ったからって、あれはなかったと思う。

　同時になんだかもやっとして、気分がすっきりしなかった。

　今日の結婚式の施し行こうは、熊代のほかにも三組あった。熊代は最後の四組目だ。挙式は十五時半からで、披露宴は十六時半から、お開きは十九時予定になっている。青山が担当しているお客様の結婚式は、一組目に入っていた。

　空は雲ひとつない快晴だった。どの結婚式も世界一素す敵てきなものになりますように、と青山は青空に願いを込める。

　あっという間に青山が担当の挙式・披露宴がお開きとなり、一時間差で二組目も滞とどこおりなくお開きになった。すぐに二つのバンケットは手て隙すきのスタッフが総出で次のセッティングに入る。その時間が一番バタバタするのだ。

　ロビーで三組目の受付が始まる頃ころには、熊代もブライズルームでヘアメイクを終えていた。

　青山はホワイエで退たい屈くつそうにしている熊代を見つける。

「熊代さん、本日はおめでとうございます」

「あ、青山さん、ありがとうございます」

　タキシード姿の熊代がにこにこ笑った。試着のとき、俺インチキマジシャンみたいじゃない？　なんて言っていたけれど、とてもよく似合っている。

「この時間、新郎って意外と暇ひまだね。嫁よめは髪かみの毛にいっぱいカーラー巻かれながらお化け粧しようしてドレス着て、大おお忙いそがしだけど、俺の着き替がえなんかすぐに終わっちゃうしさ」

「よければ新聞でもお持ちしましょうか」

「あ、うん。お願いしようかな」

　青山は頷うなずいて、フロントに戻もどった。

　そうして今だけはモヤモヤを抑おさえて、御崎に声をかける。

「御崎、お前今いける？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃあ、ほい」

　青山は御崎に新聞を手て渡わたした。

「これ、熊代さんに届けてきて。四階のホワイエにいるから」

　お前まだ熊代さんのタキシード姿見てないだろ？　かっこよかったぞ、と微笑みかけた。

　すると御崎はきまりが悪そうに、ぼそっと呟つぶやく。

「試着で何度も見ましたよ」

「本番は格別だぞ。早く行ってこい」

　今日、心から熊代の結婚を祝うことが、御崎の贖しよく罪ざいになればいい。そう思って取った言動だったのに、御崎は恐おそろしく不ふ機き嫌げんな顔になった。

「青山さん、全然嫉しつ妬としてくれないんですね」

「は？」

「俺をかっこいい熊代さんのところに行かせていいんですか」

　青山は思わず噴ふき出してしまった。

　青山は御崎のためを思って言ってやったのだ。

　それなのに御崎は、なぜかものすごく拗すねている。

「何笑ってるんですか」

「いえいえ、別に笑ってません」

「あ、敬語。青山さん、今何か隠かくしましたね？」

　うん、かわいいなって思った気持ちを隠した。

　御崎に駄だ々だを捏こねられてうっとうしいと思わないなんて、自分はどこかおかしくなってしまったのかもしれない。

　いよいよ本気で困こん惑わくしていると、御崎は新聞を片手に、青山をフロントから連れ出してくる。

「なんだよ？」

「今夜仕事が終わったら、うちに来てください」

「……なんで？」

「なんででも。いいですね？」

　なぜか命令口調の御崎を見上げた。

　御崎はその口ぶりとは裏腹に、ちょっと不安そうな表情だ。

「熊代さんの結婚式の打ち上げ？」

「そんな感じです」

　御崎は無事に熊代の結婚式が済んだら、青山と祝しゆく杯はいを上げたいらしかった。

　けれどあんなふうに触ふれ合ったあとだ。御崎の部屋でふたりきりになるなんて、さすがにちょっと身構えてしまう。

「……まあ、いいけど」

　けれど、青山は頷いた。

　やっぱり自分はどこかおかしいようだ。ぱっと笑顔になった御崎を、まっすぐに見られない。

　そこへ、青山のお客様が来館したとインカムで連れん絡らくが入った。

　とにかく今は仕事だ。

　青山はお客様のもとへ、御崎は熊代のもとへ向かう。










　熊代の披露宴が始まると、青山は接客の合間を縫ぬって、ビデオルームでその様子を見守った。

　ビデオルームでは、チャペルやバンケットに設置されたカメラから送られてくる映像を、リアルタイムで編集している。

　例の熊代の体重当てクイズは、熊代からのヒントだった「二俵はない」がはずれ、なんとはずすつもりで御崎が書いた「百二十一キロ」がぴったり賞を獲とってしまった。

「あっちゃー」

　会場はどよめいていたが、百二十一キロ分の米の目録をもらった御崎が困惑しているのが可笑おかしかった。

　それからエンドロールでは、青山が引き受けた御崎の高校時代の写真がサプライズで映し出された。

　御崎は心底驚おどろいて立ち尽つくしている。大成功だ。

　その写真の上に『今も昔もずっとずっと大切な後こう輩はい！　今日は素敵な結婚式にしてくれてありがとう！』と熊代からのコメントが出ると、御崎が唇くちびるを嚙かみ締しめるのがわかった。

「……っ」

　青山はつい、涙なみだぐんでしまいそうになる。

　熊代は何ひとつ、御崎を恨うらみになんか思っていない。それを『今も昔もずっとずっと』という言葉で表してくれていた。あれくらいのこと、いつまでも気にするなよって、熊代が言ってくれているようだった。

　青山は熊代に感謝する。

　御崎を思いやってくれてありがとう。

　ささいなことでも、御崎が気にしていることに気づいてくれてありがとう。

　さすが熊代は、御崎が初めて好きになった男だけある。本当に優やさしく、いい男だ。

　披ひ露ろう宴えんがお開きになり、ゲストのお見送りが終わると、青山は熊代のもとへ向かった。

　熊代以外誰だれもいなくなったホワイエで、「いいお式でしたね」と話しかけると、熊代は柔やわらかな笑えみを浮うかべる。

「ありがとう。みんなのおかげだよ」

　そこへ、御崎もやってきた。

「熊代さん、本日は本当におめでとうございました。お米、届くの楽しみにしていますね」

「あはは！　あれはちょっとありえなかったね。俺のヒントがはずれるとか、ブーイングものだ」

「俺も顰ひん蹙しゆくものです。プランナーが当てるとか」

「いや、あれはあれで盛り上がったよ！　俺は御崎に当ててもらえてうれしかった。さすが御崎、俺のことをよく知ってる」

　御崎がはにかむと、熊代はそれを優しい目で見つめた。

「──……」

　青山は熊代の顔に、思わず釘くぎ付づけになる。

　熊代が何か、御崎の心の奥を汲くみ取ろうとしているような気がしたからだ。

　熊代はそっと、御崎の手を取った。

「熊代さん……？」

「デキ婚こんで慌あわただしかったけど、いつも親身になって、丁てい寧ねいに打ち合わせしてくれてありがとう。おかげで一生思い出に残る、いい結けつ婚こん式しきになったよ」

　熊代の言葉に、御崎はぐっと何かをこらえるような顔をした。

　お客様に喜んでいただけることが何よりもウェディングプランナーの喜びだ。御崎は今それを嚙み締めているのだろう。今回のことがプランナーとしても御崎の成長につながれば、青山にとっても大きな喜びだった。

「そうだ青山さん。御崎へのサプライズ、大成功だったね！」

「はい、うまくいってよかったです」

　青山と熊代が微笑ほほえみ合うと、御崎は目を瞬しばたたかせた。

「え？　あれは青山さんが？」

「うん、そうだよ。俺がお前に気づかれないように、こっそり編集したんだ」

「御崎の写真を選んでくれたのも青山さんなんだよ。いいセンスしてるよね、って俺が撮とった写真だけど」

　熊代はガハハと豪ごう快かいに笑った。

「俺はてっきり熊代さんが、司会者さんに頼たのんだのだと……」

　御崎は青山を焦こがれるように見つめた。

　ドキンと心臓が跳はねる。

「……っ」

　なんて目で見てる。

　人前だぞ。熊代さんの前だぞ。

「青山さんはあんな、ジャージでガキ丸出しの俺がよかったんですか？」

「……うん。お前の無む邪じや気きな笑顔、いいなって思ったよ」

　まっすぐな目を、青山は同じように見つめ返した。

　心から楽しそうな笑顔に、惹ひかれないわけがない。青山にもあんな笑顔を向けてくれればいいのにと、思わないわけがない。

　そんなことを考えているのが視線で伝わったのだろうか。

　御崎は意を決したように拳こぶしを握にぎり締め、熊代に向き直った。

「……熊代さん」

　聞き慣れない御崎の低く重い声に、青山はこれから御崎が何を言おうとしているのかを察した。

　席をはずそうと思ったが、それよりも早く御崎が告白を始める。

「俺はずっと、熊代さんに謝りたかった。卒業式の日のことです」

　熊代は、はあぁ、と息をついた。

「お前、やっぱりそれ、気にしてたんだ。あんなの俺、全然気にしてないよ」

「熊代さんが気にしていなくても、俺がひどいことを言った事実に変わりはありません。……すみません、熊代さん。今まで謝れずにいたことも、俺は本当に後こう悔かいしています」

　深く腰こしを折った御崎に、熊代は慌あわてて両手を伸のばした。

「うわ、頭なんか下げないでよ」

「いいえ。下げさせてください。本当にすみませんでした」

「もう、ほんとにいいってば。参ったな……。俺、王子様にすごいことさせてるよ」

　熊代は困こん惑わくして、青山に助けを求めてくる。

「青山さん、何とかして。御崎にもう顔上げろって言ってやってよ」

「いえ……なんなら頭踏ふんづけてやっても」

　ええそうしてくださいと、御崎はさらに頭を低くした。

　熊代は涙目になる。

「うわああ、青山さんまで何言ってるの。お願いもうやめて。御崎の誠意はしっかり伝わったから！」

　青山はそこで、御崎の背中にそっと触ふれた。

「もういいんじゃないか。これ以上は熊代さんの迷めい惑わくになる」

「迷惑……」

　御崎はゆっくりと体を起こす。

　熊代は胸むねを撫なで下ろした。

「ほんと御崎って心しん配ぱい性しようなんだから。俺は御崎が本気で人を傷つけるようなことを言う奴やつだなんて思ってないよ。それくらい、ファインダー越ごしに二年も見てきたんだから、ちゃんとわかってる。それなのに、あんなたわいもないことを何年も引きずって……」

　熊代は呆あきれ顔をした。

　でもそれが御崎のいいところでもあるんだけどな、と苦笑いした熊代に、ようやく御崎の表情が緩ゆるむ。

　わだかまりが消えていくのがわかった。御崎と熊代の間に流れる空気が、肌はだで感じられるくらい柔らかくなった。

　青山もほっとしていると、熊代はいきなり悪戯いたずらっぽく目をすがめる。

「で、今だから言っちゃうけど、あのとき俺のブレザーの匂においを嗅かいでたのって、クリームパンの匂いがしたからでしょ？」

「え？」

「あはは！　実は俺、あの日朝からクリームパンを五個、食べたんだよね。カスタードクリームがずっしり詰つまったパンだったから、食べてるときにこぼしちゃってさ。すぐに拭ふいたんだけど、甘い匂いって全然取れなくって。あれ、いい匂いだよね。でもそんなの王子様が嗅いでたなんて、恥はずかしいもんね」

「……」

　御崎は啞あ然ぜんとしている。青山も右に同じだ。

　いい話が一いつ瞬しゆんでずっこけ話になってしまった。

　クリームパン……。

「……熊代さん」

　御崎は熊代を見つめた。

「ん？」

「……あのクリームパンは、高校の最も寄より駅にあった『パレード』のですよね」

「そう正解！　あそこのクリームパン、持ち上げただけで割れてクリームが垂れるよね！　ああ、思い出したらひさしぶりに食べたくなってきたなあ！」

　ふたりは唐とう突とつに、クリームパンの話に花を咲さかせ始めた。青山はいよいよついていけなくなる。

　そうこうしているうちに熊代の担当の美容師が、新しん郎ろう様もそろそろお着き替がえを、と促うながしてきた。

「あ、はい。じゃあ御崎、青山さん、またね」

「はい、また」

　熊代がブライズルームに消えていく。

　御崎はそれを見届けると、すっと踵きびすを返し、従業員ドアを抜ぬけていった。

　青山はとっさに、そのあとを追う。

　すると御崎は積み上げられた椅い子すの隅すみに蹲うずくまり、両手で顔を覆おおっていた。

「あっ、ごめん、俺……」

「……行かないでください。そこにいて……」

　震ふるえる声で求められ、青山は立ち尽つくしてしまう。

　こんなとき、どう声をかければいいのだろう。

「……かっこ悪いですよね、俺。……呆れました？」

「……全然。お前、ちゃんと謝ったじゃん。……かっこよかったよ」

　御崎は自じ嘲ちようするみたいに笑った。

「かっこよかったのは熊代さんのほうですよ。あんなにさらっと俺を許して……」

「……告白、しないでよかったのか」

「好きでした、って？　せっかく熊代さんが誤解してくれているのに、今さら俺がゲイで熊代さんの匂いに興奮してましたなんて言って困らせて、何になるんですか？　そんなのただの自己満足じゃないですか」

「……」

「……すみません。八つ当たりして。俺が今さら謝ったのだって、ただの自己満足ですよね」

「でも、それでお前の心が救われたのなら、俺はよかったと思うよ」

「え……？」

　御崎は青山を見上げた。その瞳ひとみは少しだけ赤かった。

「五年半越しに謝れて、すっきりしたか？」

　青山は淡あわく微笑みながら、その端たん整せいな顔をのぞき込む。

　こんなに完かん璧ぺきな容姿をしていて、王子様だなんて言われていても、最近の御崎は青山に情けないところばかり見せている。御崎にとっては、不本意でしかないのだろう。

　それでも青山は、作り込んだ笑え顔がおで器用に立ち回る御崎より、ありのままの御崎が愛いとおしいと思った。

　……もう認める。

　もう自分の気持ちをごまかしきれない。

　御崎が好きだ。

　好きじゃなければ体なんて、触さわらせたりしなかった。

「もう熊代さんに、なんの未練もないか？」

「……」

「……これからは四六時中、俺のことだけか？」

　御崎は眉まゆ根ねを寄せて、長い腕うでを伸ばしてきた。

　しがみつくみたいに抱だき締しめられる。

「もうずっと前から青山さんだけです。青山さんがいてくれたから、俺は熊代さんと向き合えたんです。青山さんがいなければ、きっと謝ることもできずに今日の日を終えていました。……青山さんが、俺の味方だと言ってくれたから」

「……うん」

　青山はゆっくりと瞼まぶたを伏ふせた。御崎の腕の中で、さっきの熊代の優やさしい笑顔を思い浮うかべる。

　熊代は、御崎の本当の気持ちに気づいていたのかもしれない。

　熊代は意外と鋭するどい。御崎の恋こい心ごころを見破るくらい、造作なかったんじゃないだろうか。全すべて知った上で、熊代なりの優しさで笑い話に変えてくれたんだと青山は思った。今となってはもう、真実を知ることはないけれど。

「御崎、あのさ……」

「好きです、青山さん……」

　切り出そうとすると、御崎が唇くちびるを寄せてきた。熱っぽいその瞳にはもう、青山しか映っていない。

「……」

　だから青山ももう頭の中から、熊代を消し去った。

　そうして御崎の唇を受け入れる。

「……ん」

　俺は、この男に恋こいをしているのだ。

　抑おさえきれないくらいに。










　仕事が終わると約束どおり、御崎の部屋に向かった。

「うわ、おしゃれな部屋だな。めっちゃ片付いてるし、って、うわっ」

　性急に腕を引っ張られ、ベッドに押し倒たおされた。寝しん室しつの内装をほとんど目に映す間もなく、のしかかってきた御崎にキスされる。

「んっ……ちょっ、待てよ……！　がっつくなっ」

　御崎は青山の唇を啄ついばみながら反論してくる。

「がっつきもするでしょう。どうして今日に限ってチーフのお誕生日会があるんですか。チーフの誕生日は明日あしたでしょう。明日でいいじゃないですか」

「明日は定休日だからだろ」

「俺は早く青山さんを抱だきたくて、たまらなかったのに」

「……っ」

　ネクタイを引き抜く御崎が色っぽくて男っぽくて、それを見ているだけで頭がクラクラしてきた。

　御崎は自身のシャツをはだけさせると、すぐに青山を脱ぬがせにかかってくる。

「ちょっ、待てってばっ」

「往おう生じよう際ぎわが悪い。青山さんらしくないですよ」

「なっ……」

「今夜、俺の部屋についてきた時点で、覚かく悟ごしてるでしょ？」

「……っ」

　覚悟はしている。

　けれどこういうことには慣れていないのだ。

「ん……っ」

　舌を吸われながら、部屋の照明にどうしようもなく肌はだを晒さらされた。青山はシーツを手た繰ぐり寄せる。

「とりあえず電気は消せよ……！」

「こんなにきれいな体のどこを隠かくしたいんですか？　この間は全然見られなかったんだから、今夜は見せてくださいよ」

「……嫌いやだ、消せ」

　じゃないとやらない、と頑かたくなに拒こばむと、御崎は苦笑いした。あやすように青山の頭を撫なでてから、「わかりましたよ」とベッドを降りていく。それから部屋の電気を消して、ベッドヘッドの上方にある小さなブラケットライトだけを灯ともしてくれた。

「このくらいならいいですか？」

「……うん」

　ほっとしていると、御崎が覆い被かぶさりながら顔をのぞき込んでくる。

「ねえ、舌を出して？」

　艶つやめいた声に、おずおずと舌を出した。すると御崎は舌と舌をべったりとくっつけて、視線を合わせてくる。

「……っあ」

「青山さんの舌、熱くて柔やわらかくて、気持ちいい」

「っは、ぁ」

　舌裏に舌先を差し入れられて、根元からねっとりと掬すくわれる。溶とけ合ってしまいそうなくらい絡からめられて息が切れた。立っていたらぶっ倒れていたかもしれない。

　胸の突とつ起きを指で優しく転がすようにされて、青山はとっさに御崎の体を押し返す。

「あ、待て……！」

「まだ何か？」

「お前今日、どこまでする気……？」

「どこまでって、最後までに決まってるじゃないですか」

　まだ悪あがきするんですか？　と御崎は呆あきれた。

「この間みたいにするのはだめか……？」

「だめですよ。ちゃんと抱かせてください」

「俺さ、ほんと痛いの無理で……」

「安心してください。俺にＳＭの趣しゆ味みはありません」

　御崎はいい笑みを浮かべた。

　青山は思わずその頰ほおをペチンと叩たたく。

「いて」

「ふざけんな。そうじゃなくて、前に言っただろ」

「あんまりアレ、でかいの無理ってやつですか」

「そう……」

「青山さんが痛くないように、めちゃくちゃ優しくしますよ」

「本当に嫌なんだ。……ほかのことなら、何してもいいから」

「何しても？」

　御崎の瞳ひとみがすっと細められる。

　反射的に身を引くと、大きな手が胸の上を這はってきた。小さな突起の周りを、円を描えがくようになぞられる。

「じゃあここを弄いじりながら、バックから素す股またをしても？」

「ス、スマッ……変態……！」

「俺が変態なのは前から知ってるでしょ。その俺に何してもいいって言ったのは青山さんですよ」

「あ、うぁっ」

　乳ち首くびを摘つまみながら、御崎は唇を塞ふさいできた。下着の中には、大きな手が滑すべり込んでくる。

　青山のそこはもうすでに隠し切れないほど昂たかぶって、しっとりと濡ぬれていた。

「青山さんって本当に感じやすいですね。ものすごくかわいい」

「かわいい言うなっ。年下のくせに、御崎のくせにっ」

「キスしてちょっと乳首を弄っただけでぐちょぐちょにしているなんて、たまらなくかわいいですよ」

「や、やめっ」

　御崎は最初から、激しく扱しごき上げてくる。

「俺が好きだからそんなに感じるんですか？　それとも青山さんが淫いん乱らんだから？」

「あっ、アホ言うなっ」

　青山は両手でぽかぽか殴なぐりかかった。

「お前むかつくっ。これ以上セクハラみたいなことを言いやがったら蹴けるからなっ」

「青山さん、セクハラの意味知ってます？　性的嫌がらせですよ。俺のは全部、愛の行こう為いです」

「……歪ゆがんでる！」

　まともに恋れん愛あいしたことのない男の愛情表現は偏へん執しつ的だ。

「さあ、乳首を吸わせてください。俺はこれが吸えるのを、ずっと楽しみにしてたんですよ」

「うあっ」

「ん……」

　御崎は高い鼻び梁りようを青山の胸に擦こすりつけながら吸い上げた。下から上に舐なめ上げて、甘く歯を立ててくる。

「あ、んっ、や、あぁっ……」

　青山のペニスは御崎の引き締しまった腹に擦れて、淫みだらな糸を引いていた。御崎が体を動かすたびにもどかしい刺し激げきが与あたえられ、浅ましく震ふるえてしまう。これじゃあ御崎の言うとおり淫乱だ。胸を舐められて下か肢しを押しつけている様は、ほかに言い表しようがないほどはしたなかった。

「う、んん……っ」

　青山は必死にそこから意識を逸そらし、御崎のスラックスに手を伸のばした。

「触さわってくれるんですか？」

「俺だけは嫌だっ……」

「目が潤うるんでる。かわいいですね。『俺だけ』、もうイきそうなのが恥はずかしいんですか？」

　御崎は意地悪く微笑ほほえんで、青山の手を振ふり払はらった。

　啞あ然ぜんとしていると、いきなり膝ひざ裏うらを押し上げられ、大きく足を開かれる。

「あっ、なにっ……」

「青山さんだけ、先にイかせてあげますよ。もっと恥ずかしがる顔が見たいから」

　体を割り込ませてきた御崎が、淡あわい下生えに唇くちびるを寄せた。

「っ、あ、や、やめっ……！」

　青山はシーツを握にぎり締めた。御崎は青山の昂ぶりを喉のどの奥まで飲み込んで、口をすぼめて抜ぬき差ししてくる。御崎が自分のものをフェラチオしている。その光景が信じられない。

「あ、あ、イく、イくっ」

　強い刺激で急速に追い立てられ、我が慢まんできなくなった。

　髪かみを摑つかんで離はなそうとしたけれど、御崎は応じてくれず、敏びん感かんな先せん端たんを舌で包み込んでくる。

「う、あ、っぅ……！」

　青山は熱い口こう腔こうで果ててしまう。

　すぐに御崎の喉がコクンと鳴る音がした。

「おまっ、何してっ、あ、あぁっ……！」

　狼ろう狽ばいする青山を押さえつけ、御崎は鈴すず口ぐちを吸い上げた。残ざん滓しまで啜すすり出そうとするような強すぎる吸引に、青山は悶もん絶ぜつする。達したばかりの状態では、まるで拷ごう問もんみたいな快感だった。

「ひ……ぃっ……」

「……ん」

　御崎はゆっくりと顔を上げ、舌した舐なめずりをした。

「も、噓うそだろお前……っ」

「青山さん早いんだもの。放すタイミングを失いました」

「わ、悪かったな早くてっ」

「だからそういうの、ものすごくかわいいって言ったでしょう？」

　口をぱくぱくさせると、御崎は目をすがめた。

　こいつ、ベッドで完全に主導権を握るつもりだ。

　……くそ。三つも年下なのに。御崎のくせに。

　御崎はサイドテーブルからローションボトルを取り出した。青山をうつ伏ぶせにし、背中に覆おおい被かぶさってくる。ローションは一度、御崎の手のひらで温められてから、青山の尻しりの狭はざ間まに塗ぬり込められた。

「んっ……、お前そんなの、いつも用意してんのかよ……？」

　シーツに肘ひじをついて振り向く。

　無意識のうちに、御崎を責めるような目をしていた。

「いいえ。青山さんとセックスするために用意したんです」

「……っ、噓つき」

「どうして噓つき？　授乳室で青山さんとあんなことをして、その先を期待して準備するのは当然でしょう？　ほら、たっぷり濡らしましょうね」

「っ、う、あ、ん……っ」

　御崎の指がなまめかしい動きで窄すぼまりを通り過ぎた。足の付け根やせり上がる陰いん囊のうもローションまみれにされる。

　そうして長い指はまた、固く閉じた蕾つぼみに戻もどってきた。

　反応を試ためすように、そこを指の腹で撫なでられる。

「あ、やめっ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、挿いれませんよ。ここでするのは嫌いやなんでしょう？　俺が理性的な男でよかったですね。青山さん、自覚してますか？　きれいなピンク色のココ、ずっとヒクヒクしてる。これを目にして我慢できる男は俺くらいですよ」

「……ッ」

　後ろ足で蹴り飛ばしてやろうかと思った。けれどこんなに圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようでそんなことをして、やっぱり挿れます、なんてことになったら大変だ。

「早くしろっ」

「ええ、早く素股します」

　こいつのこういう直ちよく截せつ的な物言いはなんとかならないのだろうか。青山は怒いかりと羞しゆう恥ちの両方でわなないた。

　御崎は青山の腰こしを抱かかえ上げながら、背中に寄り添そってくる。

「あ……」

　背後から窄まりに、御崎の硬かたい先端が当たった。クチュクチュとローションの音を響ひびかせて、わずかにそこを突つかれる。

　青山は喉を引き攣つらせた。

「ひっ、やめっ……」

「怖こわいですか？」

　四つん這ばいの体勢で首を振った。縦になのか横になのか自分でもわからなかった。

「……ぅ、うう……」

　青山は唇を嚙かみ締めた。

　本当につらそうな青山に、御崎は困った顔になる。

「そんな顔しないでください。俺が悪かったです。すみません」

　髪を撫でながら口づけられた。御崎は青山を横向きに寝ねかせ、背面側位で足の間に屹きつ立りつを滑り込ませてくる。

　青山は足をぎゅっと閉じた。

　視線を落とすと、自分のペニスを御崎の屹立が押し上げてくるのが見えた。青山の裏側を擦り上げるように抜き差しされる。

「ん、んんっ……」

「いいですよ、とても。少し手を貸してください」

「んっ……？」

　後ろから腰を深く突き入れられ、ぴったりと密着した状態で、ふたりのそれを両手で握らされた。

　青山が作った手の輪をめがけて、御崎が腰を動かしてくる。

「うあ、あぁっ」　>>>♥

　摩ま擦さつが強すぎて、声が抑おさえられなくなった。御崎は青山の指のふちに、太く張り出した括くびれを引っかけるようにしてくる。無意識で手の輪をすぼめると、御崎の先端が抉えぐるように青山の裏筋を引っ搔かいた。

「やっ、あっ、またイっ……！」

　思わず指を緩ゆるめると、その上から御崎の大きな手が重なってくる。

「だめですよ。ほら、足も開いてきています。しっかり腿ももを締めて」

「あ、あぁっ」

　御崎は自身の先端に、青山の手を導いた。

　標準サイズの青山のものが小ぶりに見えるほど大きい御崎のそれは、青山の下からにょっきりと顔を出し、その存在感をこれでもかと言うほど主張している。

「指を全部使って、ここを上から包んでください」

「んっ……」

「そう、上手ですよ。それから括れをくすぐりながら、指で先っぽをずぽずぽしてください」

「ず……!?　変態……！　お前には恥じらいってものがないのか……！」

「だって青山さんともっと気持ちよくなりたいんだもの。青山さんが早く俺のいいところを覚えてくれたら、露ろ骨こつなことを言わないで済みますよ」

「……くそっ！」

　青山は歯は嚙がみして、要望どおりずぽずぽしてやった。これで満足かというくらいきつめにすると、御崎は息を詰つめる。

「……いい。イきそうだ」

「イけよっ」

「青山さんももう一度」

「俺はいいっ」

「遠えん慮りよしないでくださいよ」

　御崎は楽しそうに腰を揺らめかす。

「っあ、や、やめっ」

「俺のが青山さんのいいところを擦こすっているでしょう？　俺は覚えていますよ、あなたの感じるポイントを」

　凶きよう器きのような先端で裏筋を抉り上げられた。信じられないくらい卑ひ猥わいで巧たくみな腰こし遣づかいに踊おどらされてしまう。

「もっやめ、お前がイけってばっ……！」

　先走りが止まらなくなり、青山はこらえられなくなった。御崎の意のままに振ふり回されて、間を置かず射精する。

　全身を震ふるわせていると、やっと御崎も絶頂を極きわめた。

「……んっ、お前っ、いつも俺がイってからイくのはやめろっ」

　終わるとたまらなく腹立たしさが込み上げてきた。

　背中に抱だきついたままの御崎を引き剝はがしながら殴なぐりかかる。

「そんな瑣さ末まつなことを気にして、かわいい人ですね」

　ばかにするみたいに目をすがめられ、青山は枕まくらを投げつけた。

「気にしぃのお前にだけは言われたくないわ！」

　もうしねえ、絶対しねえ、スマタなんてマニアックなことしやがって！　と青山は声を荒あららげる。御崎はそれを、うれしそうに眺ながめていた。

　けれど青山が身なりを整えようとすると、腕うでを摑つかんでベッドに引き戻してくる。

「帰らないでください。……朝まで一いつ緒しよにいて？」

　甘い囁ささやきと、情事の余よ韻いんの残る熱い体温に包まれると、鼓こ動どうが胸を激しく打ちつけた。

　バクバクとものすごい音がして、青山は恥はずかしくなる。

「もう、何もしないぞ……」

「はい。青山さんと眠ねむりたいだけだから」

　御崎は青山と額をくっつけて目を閉じた。

　そっと髪かみを撫でてやると、甘えるように高い鼻び梁りようを青山の頰ほおに擦りつけてくる。まるでネコみたいだった。

　今日はとても長い一日だった。強きよう烈れつな疲ひ労ろうがふたりを包み込んでいく。

　青山はそっと、御崎の背中を抱だき寄せた。










「おはようございます、青山さん」

「……おはよう」

　ぼんやりした頭で起き上がると、御崎はなぜかため息をついた。

「まあ、おはようって時間じゃないですけどね。今何時だと思います？　五時ですよ、五時」

「へ？　朝の？」

「まさかの夕方の。時計一周回っています」

「ごごご五時ぃ!?」

　一いつ瞬しゆんで目が覚めた。まずい、頭が腐くさってしまう。

「青山さんって体力ないですね」

「お前がめちゃくちゃやるからだろっ」

　昨日は朝七時に出勤し、仕事終わりに梅原の誕生日会をして、そのあとあれだ。あんなのは肉体の限界が来る。

「めちゃくちゃ？　あれで？　二回しかイってないじゃないですか。まあ俺は一回ですけど。あれくらいでくたばるなんて、青山さんってほんとに二十五歳？」

「お前何言ってんだ！　デリカシーってもんがないのか！」

「そんな真っ赤になって怒ど鳴ならなくても聞こえますよ。照れ屋さんなんだから」

　そうだ、こいつはまともに会話ができない奴やつだった。うっかり失念していた。

「なんかお前の前で恥ずかしがるのもばからしくなってきた」

　御崎は、ふふ、と小さく笑った。

「違ちがうでしょ。俺の前だから恥ずかしいんでしょ？」

「なっ……！」

「シャワー、よければどうぞ。いつまでも裸はだかでいたら、またしますよ素す股また」

「させるか変態！」

　青山はバスルームに飛び込んだ。御崎とあんなことをしたのを、早さつ速そく後こう悔かいし始める。

　さっぱりして出ていくと、キッチンからおいしそうなスパイスの匂においが漂ただよってきた。

「たくさん寝て、おなかが空いたでしょう。時間があったので、この間の青山さんのリクエスト料理を全部作ってみました」

「え？」

「カツカレーからあげチキン南なん蛮ばんエビチリ春巻きです」

「うわ、すげー！」

　青山はダイニングテーブルに所ところ狭せましと並んでいる料理に目を輝かがやかせた。

　なんという、夢のような食事だ。

　御崎はグラスにビールを注いでくれる。

「いただきまーす！」

　まずはからあげから行く。

　カリッとキツネ色に揚あがっているそれは下味の醬しよう油ゆが効いていて、ほんのりニンニクと生姜しようがの味がした。中はジューシーで、お世辞じゃなく絶品だった。

「うっわ、おいしい！」

「本当に？　よかった」

「お前天才！　オムレツ作ってもらったときも思ったけど、絶対料理の才能あるよ！」

「そんなに褒ほめてもらえると、調子に乗ってしまいますよ」

「え？　それ以上？　つか、大変だっただろ、こんなにたくさん作るの。俺のリクエストって揚げ物ばっかりだったし、キッチンも汚よごれたんじゃない？」

　御崎はにっこり笑う。

「大だい丈じよう夫ぶです。俺は青山さんと違って掃そう除じも好きですから」

「悪かったな。俺は掃除嫌ぎらいで、部屋も汚きたなくて」

「あれは本当に衝しよう撃げき的でした。次行くときはもう少しきれいだとうれしいです」

「じゃあ次はないな」

　青山は部屋を片付ける時間があるなら睡すい眠みんを取る。

　それにしても、と青山はダイニングからリビングを見み渡わたした。

　昨日はベッドに直行したから気づかなかったが、青山のワンルームとは比べものにならないくらい広いマンションだ。

　今いるＬＤＫも三十帖じよう以上ある。ドアまで白で統一されている明るい室内には、チョコレートブラウンのインテリアやファブリック、差し色はターコイズブルーを使っていて、清潔感がありおしゃれだった。

　そういえばベッドルームは全く違う雰ふん囲い気きで、ブラックレザーのベッドがスタイリッシュでかっこよかった。

「なんか、デザイナーズマンションみたいだな」

　エビチリ、ビール、エビチリのループにはまりながらなにげなく口にした。

「そのとおりです。ここは父の友人の建築家が設計したマンションなんですよ」

「え、社長、建築家の友だちがいるんだ」

「はい。父は社交的なので、いろんな業界に友人がいます。芸能人やスポーツ選手もいますし、経営関係者以外にも、交友関係は広いみたいです」

「へえー！　社長って、自然に人を惹ひきつけるもんな。俺も社長好きなんだよなあ」

　しみじみ呟つぶやくと、御崎は目を見開いた。

「どういう意味ですか。青山さんは年下より年上が好きだったんですか」

「なんの話だ。ちげーよ。ほら俺、入社してすぐに同期の女の子にカミングアウトしたら、その子がみんなにばらしちゃったって言っただろ。あのとき懐ふところ深く受け入れてくれた社長に、人として憧あこがれてるんだよ」

　あれは青山が入社して、まだ二ヶ月も経たっていないときのことだった。

　当時青山と同期入社でもうひとり新卒の女の子がいたのだが、その子が青山に好きだと告白してきたのだ。

　人生で数えるほどしか経験のない女性からの告白に、青山は真しん摯しに向き合った。自分はゲイだから付き合えないとカミングアウトしたのだ。

　するとその途と端たん彼女は血相を変えて、気持ち悪いと青山を罵ののしり、周囲にそのことを言い触ふらした。

　それは、回り回って社長の耳にも入ってしまった。

　けれど社長は一言、「君は何も気にせず、堂々としていればいいんだよ」と青山を受け入れてくれたのだ。

　あのときの恩は一生忘れない。ちなみにその女の子は、青山が社長に呼び出された次の日に会社を去っていった。

「へえ」

　感動的な話をしたのに、御崎はなぜかむすっとしていた。

「なんだよ？」

「その女性、青山さんを好きって言ったくせに、カミングアウトした瞬しゆん間かん罵って傷つけるなんて最低だ」

「しかたないだろ。人は普ふ通つうじゃないことには嫌けん悪お感かんを抱いだくものなんだよ」

「……なんでそんなふうに割り切れるんですか。メンタル強すぎますよ」

　青山は笑った。

「社長が守ってくれたからかな」

「……それもむかつきます。そんなに俺の父がいいですか」

「今度はやきもちかよ」

　なんてめんどくさい男だ。

　でも嫌いやな気分じゃなかった。

　自分がどんどん御崎に染められている気がする。

「そういえば、青山さんのお父様はどんな方ですか？」

　御崎の質問に、青山は箸はしを動かしながら答える。

「親父おやじは四年前に病気で亡なくなったよ」

「え、そうなんですか……？」

「うん。あとは母さんと、お前と同い年の妹がいるよ」

「青山さん、妹さんがいるんですか。会ってみたいな」

「ああ、来週、来館するぞ」

「え？　もしかして妹さん、ご結けつ婚こんされるんですか？」

「そうそう。あんなじゃじゃ馬をもらってくれるような奇き特とくな男性がいたなんてな、俺はぶったまげたよ」

　少し前に妹の理り緒おから電話があって結婚の報告を受けたときは、なんの冗じよう談だんだ、おもしろくねえぞと全くもって取り合わなかった。けれどどうやらそれは事実だったらしく、理緒は来週、『ラ・メゾン・ダムール』に式場見学に来る。

「うわ、いざ青山さんのご家族に会うと思うと、なんだか緊きん張ちようしますね」

「緊張するまでもない、ちんちくりんな妹だよ」

　青山はそこではたとした。

「あっ、やべ！　俺今日友だちと飲みに行く約束してたんだった。悪わりぃ、御崎。洗い物手伝ったら帰るわ」

　青山は慌あわてて立ち上がった。友だちの仕事が終わるのは八時でまだ時間はあるが、一いつ旦たん家に帰りたい。

「洗い物はかまわないですけど、その友だちって男ですか？」

　御崎はむっつりとした。

「男だよ？　なんだお前？　友だちと遊ぶくらいで口出ししてくるとか心狭せますぎ。そもそもお前に口出しされる理由なんてないし」

「はあ？　俺たち付き合ってるんじゃないんですか？」

　御崎は勢いよくテーブルに拳こぶしを打ちつけた。

　青山は眉まゆをひそめる。

「はあ？　いつからだよ？　俺、お前のこと好きだなんて言ったっけ？」

「言っ……てないですね、確かに」

　よかった。無意識でも口走ったりしていなかったようだ。

　青山には嫌きらいな男とあんなことをする趣しゆ味みはない。でもいちいち口に出して恋こい人びと同士になりましたとかそういうのは、どうにもこうにも面おも映はゆい。

「だろ。さ、洗い物するぞ」

　動どう揺ようを悟さとられないように、青山は食べ終えた皿を重ねてキッチンに向かった。

　豪ごう快かいに食器を洗う青山の背後で御崎が、「噓うそでしょ……？」と青ざめている。

　青山は作業を終えるとすぐに、「じゃあまた明日あした職場で」と玄げん関かんに向かった。

「ちょっと青山さん、待ってくださいよ！　俺、ベッドでもベッドの外でも誠意を尽つくしましたよね!?　つか、青山さんは付き合っていない男とあんなことをするような軽い人だったんですかー!?」

　青山は食くらいついてくる御崎を振ふり切って、走り去った。

　クソ、わかれよ。恥はずかしいんだよ。

　そう心の中で訴うつたえながら。










「お兄ちゃん！」

　翌週の午後、妹の理緒が婚こん約やく者の柏かしわ木ぎと『ラ・メゾン・ダムール』に来館した。

「お、理緒、とうとう来たか。柏木さん、おひさしぶりです」

「ほんと、ひさしぶりだね」

　眼鏡の奥のつぶらな目が素す敵てきな柏木は、大人の包容力を感じさせるタイプで、理緒にはもったいないくらいの人だ。大手飲料メーカーに勤めていて、理緒とは仕事を介かいして知り合ったらしい。

「すみません、今ちょっと立て込んでいて……。少しお待ちいただけますか」

　打ち合わせのブースがいっぱいだったので、フロント前のテーブル席に案内した。

「それはかまわないけど郁也くん、そろそろ僕に敬語はよしてよ。僕はもうすぐ郁也くんの弟になるんだから」

　苦笑いする柏木に、青山も苦笑いした。確かに半年後にはそうなるが、柏木は青山より七つも年上の三十二歳だ。そう簡単にタメ口ではしゃべれない。

「努力します」

　その言葉がすでに敬語で自分でも笑ってしまうと、理緒は目を細めた。

「お兄ちゃんの猫ねこかぶりキモイ。柏木さん、どうせお兄ちゃんがこんなのは最初だけだから。すぐに汚きたない言葉で罵られたり、殴なぐられたりするんだから」

「それはお前だろ！　俺はお前に手を上げたことはないぞ！」

「ほら、すぐ怒ど鳴なるでしょ？　お兄ちゃんって乱暴者なの」

　こいつ、俺のパブリックイメージを粉々にする気だな、と察して忌いま々いましくなった。こんなことならうちで結婚式を挙げてもいいなんて言わなければよかった。いや、まだ理緒の結婚式まで半年ある。今からどこか別の式場にぶち込んでも遅おそくはない。

「いらっしゃいませ。青山さんの妹さんですか？」

　するとそこに御崎が通りかかって、理緒はきゃっと飛び上がった。

「はい理緒ですっ。お兄ちゃん、この王子様は誰だれっ？」

　青山はしらけた顔で答える。

「後こう輩はい」

「御崎と申します。青山さんにはいつも厳しく厳しく、それは厳しくご指導いただいています」

「てめっ」

　そういえばここにも青山のパブリックイメージを破は壊かいする奴やつがいた。

「ちょっとお兄ちゃん！　王子様をいじめたらわたしが許さないんだからね！」

「あはは、理緒さんはお優やさしいんですね」

　何が「あはは」だ。

　理緒はめちゃくちゃかっこいいだの背が高いだの大はしゃぎしている。おいおいお前、柏木さんの前だろと思ったが、さすが理緒の婚約者だ。柏木も、本当にかっこいいプランナーさんだね、とにこにこ笑っていた。

「理緒さんは青山さんとあまり似ていないんですね」

　まるでそれが褒ほめ言葉のように言う御崎に、理緒は声を弾はずませる。

「はい！　もう全然！」

「噓つけ。化け粧しよう取ったら俺とそっくりだろ。こいつの化けテクものすげーんだ、って、いてっ」

　本当のことを言っただけなのに、理緒に殴られた。

「あ、そういうところはよく似ていますね」

　余計なことを口にした御崎を、青山はすぐさまどつく。

　すると柏木が「本当だ、殴り方がそっくり」と声を上げて笑った。青山はいたたまれなくなる。

「今ひとつブースが空いたので、俺がご案内しますね」

　御崎はふたりを連れてブースに向かった。

　理緒は御崎に、「わたし、お兄ちゃんじゃなくて、御崎さんに担当してもらいたいなっ」なんて言っていて、青山は絶対俺が担当してやると、妙みようにやる気が湧わいてくる。

　青山と御崎は、相変わらずだった。

　けれど部屋に泊とまった翌日から、御崎の新たなアプローチが始まった。

　胃い袋ぶくろとカラダの両方を摑つかんでも、青山がすげない態度を取るのなら、次はプレゼント攻こう撃げきだと品物を贈おくってくるようになったのだ。

　それもさすが御おん曹ぞう司し、ブランドものの腕うで時ど計けいなど、高級品ばかりだった。

　けれど青山にはもらう理由がないので、全部突つき返した。そもそも青山はブランドものに興味がない。

　けれど懲こりない御崎は、それなら食べ物ならどうですかと、昨日青山の自宅にズワイガニを送りつけてきた。

　さすがに生ものは返品することができなかった。しかたがないので、今夜辺りさばこうかと思っている。

　別にプレゼントなんてもらわなくても、御崎が余計なことを言い出さなければ、青山はいつでもかわいがってやるつもりだった。けれどどうやら御崎はまだ、青山の本音がわからないらしい。

　理緒と柏木をブースに案内し、フロントに戻もどってきた御崎は声を弾ませる。

「青山さん、中学を卒業するまでサンタさんを信じてたって本当ですか？」

「なっ……、理緒に聞いたのか!?　あいつ余計なことをペラペラしゃべりやがって！　シメる！」

　青山はフロントを飛び出した。

　身内が自分の職場に出入りするなんて、ある意味地じ獄ごくだ。










　理緒は打ち合わせに来館するごとに、スタッフのみんなと親しくなっていった。

　わいわい賑にぎやかだなと思うと、いつも中心に理緒がいる。

　青山の先せん輩ぱい方は、理緒と初めて会った気がしないとか、自分の妹みたいだとか好き勝手言っていた。

　もちろん理緒は、御崎とも仲良くなっている。

「えー、いいなあ！　郁子さんがうらやましいっ」

「なんの話だ」

　フロント前のテーブルで盛り上がる理緒と御崎に、青山は声をかけた。

　ふたりは同時に振り向く。

「あ、お兄ちゃん。あのね、御崎さん、この間彼女に薔薇ばらの花束を贈ったんだって。それも誕生日とか記念日とかじゃない、普ふ通つうの日にだよ？　それでね、女の子はなんでもない日に贈られる花ほどうれしいものはないんだよ、って話してたの。ほんと、御崎さんの彼女の郁子さんがうらやましいなあ」

「……」

　もしその「郁子」が青山のことなら、「薔薇の花束」はタラバガニのことだ。

　よくもまあそこまで脚きやく色しよくできるなと感心した。

　御崎は自己陶とう酔すいしているのか、目を閉じて微笑ほほえんでいる。

「お兄ちゃんも彼氏にするなら、御崎さんみたいに素敵な人にしなきゃ」

「うるせ。余計なお世話だ」

「御崎さん、お兄ちゃんってね、ものすごく男の趣しゆ味みが悪いの」

「ああ、もしかしたらそうかもと思っていました」

　青山がつれないのを、そういうことにしておきたいのだろう、御崎は相あい槌づちを打った。

　勝手に言ってろと思っていると、そこに外国人牧師のウィリアムがやってきて、さらに場が騒さわがしくなる。

「お、郁也の妹の理緒ちゃんか。噂うわさは聞いてるで」

「きゃあっ、お兄ちゃん！　この素敵な外国の方は誰!?」

　イケメンに目がない理緒は飛び上がった。

　ウィリアムは見た目だけは美しい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの英国紳しん士しだ。うちのチャペルの牧師だと答えると、理緒は声を上うわ擦ずらせる。

「ここのスタッフ、レベル高すぎるよ！」

「うれしいこと言うてくれるやん。理緒ちゃんもかわいいで」

　ウィリアムが微笑むと、理緒は腰こし砕くだけになってしまう。

「さすが外国の方だ、口がうまい……」

　残念ながらウィリアムの口がうまいのは、関西人だからだ。

「あっ、そうや。次の休館日な、わしんちでたこパすんねんけど、理緒ちゃんも来こーへん？　もちろん郁也と御崎もな」

「たこパ？」

「たこ焼きパーティやがな。わしんちのイングリッシュガーデンでな、わしがたこ焼き焼いて振ふる舞まうねん。ほんまもんの関西人が焼くたこ焼きは違ちがうで」

「た、たこ焼き？　関西人？」

　理緒はおろおろした。

　どうやら視覚から入ってくる情報と、聴ちよう覚かくから入ってくる情報がうまく一いつ致ちしないらしい。当然だ。

「へえ、楽しそうだね。行っていいの？　しかも理緒も」

　青山が訊きくと、ウィリアムは「ええよ」と快活に笑った。

「いっつも連れの連れとか、わしの知らん奴が普通に交ざってたりするねん。郁也も友だち連れて来てもええで」

　なんてウェルカムな牧師だ。

「じゃあせっかくだし、お邪じや魔ましようかな。ふたりはどうする？」

　青山が訊くと、理緒も御崎も同意した。

「行きたい！」

「青山さんが行くなら、俺も行きます」

「ほな、決まりやな。なんも持ってこんでええからな。おなか空すかして遊びにおいで」

　ウィリアムは約束を取りつけると、嵐あらしのように去っていった。

「相変わらずウィリアムさんってキャラ濃こいですよね……」

　自身も相当キャラの濃い御崎が唸うなる。

　青山はウィリアムが焼くたこ焼きが楽しみだった。
















　ウィリアムの自宅は、都内の中心地とは思えないくらい豊かな緑に包まれていた。

　自然に咲さき誇ほこる草花をそのまま楽しむのが、イングリッシュガーデンらしい。

　広い庭の中心に、『味自じ慢まん・たこ焼き』と書かれたのぼりが立てられており、そこでウィリアムが業務用の大きなたこ焼き器で、意い気き揚よう々ようとたこ焼きを焼いていた。

　ものすごく違い和わ感かんがある。

「お、郁也、御崎。やっと来たか。理緒ちゃんはもう来てるで」

　ウィリアムは笑え顔がおを向けた。

「うん、さっきそこで会ったよ。ウィル、これ一応手みやげ」

　何も持ってこなくていいと言われたが、そうもいかない。御崎が車を出してくれたので、青山はビールとジュースを箱買いしてきた。飲み物ならウィリアムのたこ焼きを邪魔しないだろう。それに来てみると、ウィリアムの自宅にはすでに三十人くらい集まっていて、これならいくら飲み物があっても困らないなと思った。我ながらいいセレクトだった。

　御崎が箱を運んでいくとウィリアムは、「気遣つかわせて悪いな。でもおおきにな、郁也、御崎」と喜んで受け取ってくれた。

「ほなわしが、最高においしいたこ焼き食べさせたるからな」

　ウィリアムはたこ焼き器に生き地じを流し込み、素す早ばやい手つきでたこと天かす、紅しょうが、ネギを散らしていく。

「おおー。あ、キャベツとか入れないんだ？」

　なにげなく口にすると、ウィリアムは驚きよう愕がくした顔になった。

「何言うてんねん……！　キャベツ入れたらお好み焼きやん……。たこ焼きちゃうやん……！」

　青山にとってたこ焼きもお好み焼きも大差はないのだが、ウィリアムがあまりにも目を剝むくので、ものすごい失言だったのだと察した。

　焼き上がると、本格的な木製の舟ふな皿ざらにたこ焼きを載のせてもらい、青山と御崎はガーデンの隅すみっこにセッティングされていたテーブルに向かった。

　隣となり合って椅い子すに座って、たこ焼きを頰ほお張ばる。

「わ、中トロトロだ」

　カリッとした薄うすい皮の中に、トロトロの生地が入っていた。そうしてそこに、プリプリのたこが入っている。

「本当ですね。ウィリアムさんは、中まで火が通りすぎたものはたこ焼きじゃないって言ってましたよね」

「うん。なんかこだわりすごくてちょっと引いたけど、めちゃくちゃおいしいな」

「気に入りましたか？　じゃあ青山さんがいつでも食べられるように、俺もウィリアムさんに焼き方を教わってこようかな」

「やめとけ。血ぃ見るぞ」

　あのウィリアムにたこ焼きの焼き方を教わることほど、恐おそろしいことはない。

「それにしても、ウィリアムの交友関係って不明だな」

　広々としたイングリッシュガーデンと、そこから続くリビングには、様々な国こく籍せきと幅はば広ひろい年ねん齢れい層の人がいた。本当にウェルカムな牧師だ。

「郁也？」

　熱々のたこ焼きで焼けた舌を冷たいジュースで冷やしていると、不意に背後から声をかけられた。

　振り向くと、そこには強こわ張ばった顔の男が立っていて、青山は思わず手にしていたグラスを落としそうになる。

「……」

　驚おどろきすぎて声も出なかった。

「やっぱり郁也だ。ひさしぶり」

　男はぎこちない笑みを浮うかべながら近づいてきた。

　……噓うそ。

　二度と会いたくないと、思っていた男との再会に、青山はただただ硬こう直ちよくしてしまう。

「お前、ウィリアムさんと知り合いなんだ？　俺は友だちに誘さそわれて、今日初めてここに来たんだけど」

「……ウィルは、俺が働いてる結けつ婚こん式場で、牧師をしてて……」

「ああ、そうなんだ？」

　男──細ほそ谷やの声に、青山は無言で頷うなずいた。

　細谷は青山の元カレだ。まさかこんなところで再会するなんて思ってもみなかった。

　人当たりの良さそうな優やさしい顔立ちは、四年前と少しも変わっていない。けれどこの顔は、不意に凄すさまじい狂きよう気きを孕はらむ。

　青山はそれを思い出し、無意識のうちに震ふるえてしまった。

　もうとっくに忘れたと思っていたのに、今もまだ細谷を鮮せん明めいに覚えていたことに愕がく然ぜんとする。

「……」

　細谷は話の接つぎ穂ほがないのだろう。そのまま押し黙だまってしまった。

　そうしてすぐに立ち去っていく。

「じゃあ俺、あっちに友だちがいるから……」

「うん……」

　青山はほっとした。

　よかった。今さら細谷と話すことなんて何もない。

「お兄ちゃん！」

　けれどそこへ、理緒が駆かけ寄ってきた。

　タイミングの悪さに、青山は舌打ちしたくなる。

「今、お兄ちゃんに話しかけてたのってあいつでしょ!?」

「理緒、騒さわぐな」

　青山は強い語気で制止した。

　そうして理緒に、大人の対応を促うながす。

「昔のことだろ。つかお前、ここがどこで、今どういう状じよう況きようかわかるよな。みんなの楽しい気分を、お前が壊こわすな」

「……っ」

　理緒は唇くちびるを嚙かんだ。

　理緒のやり切れない気持ちは痛いほどわかる。けれどここで理緒が怒いかりを爆ばく発はつさせても、なんにもならなかった。それどころか、たくさんの人に不快な思いをさせるのだ。それは絶対にあってはいけないことだった。

　当時のように、青山が我が慢まんをすればいいだけのことだ。

「ほら、向こうで友だちと話してろ」

　そうして理緒の背中を押した。

　理緒は納なつ得とくいかない顔をしていたけれど、渋しぶ々しぶ友だちのもとへ戻もどっていく。

「どういうことですか？」

　けれどすぐに青山の隣となりから、御崎が怖こわい声で訊きいてきた。

「あ……」

　青山はそこでやっと、御崎を失念していたことに気がついた。

　一連のやりとりを見ていた御崎は、ただならない雰ふん囲い気きを感じ取ってしまったようだ。

「別に、なんでもねーよ」

　軽く流そうとしても、当然食い下がってくる。

「なんでもないわけないでしょう。青山さんが答えてくれないなら、理緒さんに訊きます」

「わ、待て！」

　立ち上がろうとする御崎の腕うでを引っ張った。

　御崎は本気で理緒から聞き出すつもりだろう。

　それなら自分から話してしまうほうがましだった。

　思いがけない再会に動どう揺ようしたけれど、もうどうでもいい昔話だ。

「さっきの人、俺の元カレなんだよ」

「元カレ？」

「ああ。ちょっとひどい別れ方をしたから、理緒が過か剰じように反応したんだ」

「ひどい別れ方って……」

「四年前の話だ。その頃ころの俺はばかみたいだけど本気で、いつかあの人と結婚するって思ってたんだ。だから俺の家族にも紹しよう介かいしたよ。でも、本気だったのは俺だけだった」

　今になればわかる。俺の家族には会ってくれたけれど、あの人の家族には会わせてくれなかった。

「別れは突とつ然ぜんだった。『別れよう。彼女が妊にん娠しんした』って」

　御崎は目を丸くした。

　細谷には本命の彼女がいたのだ。青山のことはただの遊びだった。

「なのにあの人、別れ話をしながら、俺を抱だこうとしたんだ。最後にもう一回くらい、男を抱いとくのもいいかと思ったんだろうな。俺が抵てい抗こうしても、やめてくれなかったよ」

　強ごう姦かんまがいのことをされ、青山は気を失った。それが細谷との最後だ。

　男の体は本来、男を受け入れるようにできていない。無む茶ちやをさせられて歩けないほどひどい状態になった青山は、ホテルの人の通報で病院に搬はん送そうされた。

　それが御崎とのセックスを、青山が全部受け入れられない理由だ。

　あのときの痛みが、まだ体の奥に根付いている。

「それ、犯罪じゃないですか……」

　青山は苦笑いした。

「まあな。でもあの人、俺を抱いてすぐに帰っちゃったから、俺が病院に搬送されたの知らないと思うよ」

「知らなければいいってもんじゃないでしょう！」

　もちろん御崎の言うとおりだ。当時、青山の両親や理緒も、同じように激げき昂こうした。

　けれど結局は青山に男を見る目がなかっただけなのだ。

　盲もう目もく的に、結婚に憧あこがれたのがいけなかった。

「そんなことがあったから、親父おやじは最さい期ごに『郁也を男にやるなら、見た目も中身も完かん璧ぺきな男じゃないと認めない』って言ったんだ」

　ずっと青山のセクシュアリティに口を挟はさまないでいてくれた父は、あの事件のあと、毎日のようにゲイをやめろと言うようになった。

　けれどゲイはやめたくてやめられるものじゃない。

　そんな青山に見かねた父は四年前、「だったら完璧な男じゃないと認めない」と言い残してこの世を去った。

「……っ」

　御崎は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　そうして青山が止める間もなく、走り出す。

　向かった先は、細谷のもとだった。

「お前よくも平気な顔で、青山さんに話しかけられたな……！」

　一体御崎はどこに、そんな苛か烈れつさを秘ひめていたのだろう。

　ものすごい勢いで細谷に飛びかかった御崎に、青山は目を疑った。

　御崎に殴なぐられた細谷は、花か壇だんの中まで吹ふっ飛んでしまう。

「……！」

「御崎！」

　青山は御崎を羽は交がい締じめにした。　>>>♥

「何してるんだよ！」

「放してください！　俺はこいつを許せない！　こいつも病院送りにしてやる！」

「ばか！　暴力はやめろ！」

「どうしてですか！　青山さんだっていつも俺を殴るでしょう!?」

「それとこれとは違ちがうだろ！」

　騒ぎに辺りがざわつき始めた。

　青山は御崎を制しながら、花壇の中に倒たおれ込み、痛みに顔をしかめる細谷に謝罪する。

「すみません細谷さん！　こいつちょっとおかしくて！」

「……っ」

「俺のどこがおかしいんですか！　つかなんで青山さんが謝るんですか！」

「うるさい！　お前はちょっとこっち来い！」

　青山は暴れる御崎をなんとか引きずって、ウィリアムの家を出た。

　ひとけのないところまで来ると、御崎に向き合い、両りよう腕うでを押さえて訴うつたえかける。

「頼たのむからちょっと落ち着け！」

「落ち着けるわけないでしょう！　青山さんと違って、俺は人殴ったのなんて初めてなんですよ！」

「……っ、ああもう、くそっ」

　青山は頭がクラクラした。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

「俺はもうあの人とのことなんか、なんとも思ってないんだよ。それをお前が蒸むし返して、事を荒あら立だてるな！」

「本当になんとも思ってないですか？　本当に？」

　御崎は執しつ拗ように確かく認にんしてくる。

「本当に！」

　言い切ると、御崎は鋭するどい目で見み据すえてきた。

「じゃあどうして、俺の全部を受け入れてくれないんですか？」

「だからそれはあのときの体の痛みの記き憶おくが、まだ消えてないだけで……」

「体の痛み？　そんなの噓うそだ。本当は心の痛みでしょう？　青山さんはあいつに裏切られて傷ついた。だからもう誰だれかを全部受け入れて、また裏切られてしまうのが怖いんだ」

　憶おく測そくで決めつけてものを言う御崎を、青山は笑い飛ばす。

「は、はは……。お前、何むきになってんの？　俺は本当に、単にあの痛みがトラウマなだけだよ。物理的な問題だ」

「……青山さんは俺のこと、なんだと思ってるんですか？」

「何って言われても……」

　唐とう突とつに訊かれて、青山は言いよどんでしまう。

「俺は青山さんに遊ばれてるんですか？」

「あ、遊んでねーよ。俺はいつだって真しん剣けんに……」

「真剣？　じゃあどうしてもっと本気で俺と向き合ってくれないんですか？　お父様の遺ゆい言ごんの話も、どうしてあんなに軽く話したんですか？　冗じよう談だんにしか聞こえなくて、俺は聞き流してしまったんですよ！」

「別にそれでいい。遺言なんて重いもん、湿しめっぽくヒトに聞かせるもんじゃない。それに俺はお前に、親父の遺言を求めてないし」

「俺に真剣なら、俺に求めるものでしょう!?」

　父の遺言は、青山の恋こい人びとに対するものなのだ。

　さすがに御崎が怒おこるのも無理はなくて、青山は口ごもってしまう。

「……」

「俺は青山さんの、何事にもくよくよしない前向きなところが好きです。でもつらいことがあるときはちゃんと落ち込んで、俺を頼たよってほしいんです。俺は青山さんに、大切なことは軽く冗談っぽく言うんじゃなくて、真剣に話してほしい！」

「重く言って何になる？　俺は同情してもらいたいわけじゃない」

「だからっ……」

「俺がお前を頼らないのは、お前が頼りないからじゃないのか。この間俺がお前と最後までやらなかったのは、単にお前が俺にとってそこまでの男じゃないからじゃないのか」

　どうして御崎は青山のことを信じてくれないのだろう。

　むしゃくしゃして、思ってもいないことを言ってしまった。

　青山は御崎が好きだ。

　一度も言葉にはしていないけれど、その気持ちに噓はない。

　それに誰にだって誓ちかえる。細谷のことなんか引きずっていない。

　父親の遺言は大事だけれど、そんなの抜ぬきで御崎を好きだと思った。

　その思いはどうすれば御崎に伝わるのだろう。

　御崎は突とつ然ぜん、冷たい声で呟つぶやく。

「……わかりました」

　まるで全すべてを放ほう棄きしたような冷れい淡たんさに、青山は眉まゆをひそめた。

「わかったって何が？」

「青山さんとのことは、少し考えさせてください」

　青山は呆あつ気けに取られた。

　どうしてそうなる？

　御崎は硬かたい表情のまま、車に向かおうとする。

「家まで送りますよ」

　ただ義務的に口にした御崎に、青山はかぶりを振ふった。

「……いい。ウィルのとこ、戻もどるから」

「そうですか。じゃあ、俺は先に帰ります。ウィリアムさんによろしく言っておいてください」

　御崎は青山に背を向けて、本当にひとりで帰ってしまった。

　それが最後だった。










　九月から十一月は結けつ婚こん式しきのベストシーズンだ。この時期は天候もよく過ごしやすいので、予約は二年前からすぐにいっぱいになる。ウェディングプランナーは多た忙ぼうを極きわめる時期だ。

「あーもうだめ。クマがひどい。みっともない顔してる」

　梅原が鏡をのぞいて嘆なげいた。

「しかたないですよ。早出で残業続きなんですから」

　佐々木がフォローを入れると、梅原はキッと目を吊つり上げる。

「それでも佐々木さんはお肌はだツヤツヤじゃない！　間ま違ちがいなく年ねん齢れいの差よね。ああもうやだ。わたしだけ来年四よ十そ路じ……！」

　ついこの間、サンキューサンキューと年齢をネタにして大盛り上がりの誕生日会をしたはずなのに、梅原はもう来年のことを考えて鬱うつ屈くつしていた。

　延々と続く梅原の悲痛な叫さけびを、受付係からのインカムが遮さえぎる。

『ただ今飛び込みでお客様がいらっしゃいました』

　梅原はすぐさま来館予定表を見た。そうしてフロントに残っているプランナーを確認する。今そこにいるのは梅原と佐々木、青山の三人だった。

「よし、青山行こうか」

「そう言うと思いました」

　青山は来館アンケートが入っている引き出しに手を伸のばした。

　するとそこに、お客様の見送りを終えた御崎が颯さつ爽そうと戻ってくる。

「今入ったインカムの飛び込み、誰が行くか決まりましたか？」

「うん、青山。もう少ししたら、青山が担当のお客様もいらっしゃるんだけど、まあいけるかなって」

「俺が行くのはだめですか？」

　思いがけない御崎の申し入れに、青山は面めん食くらった。

「え？」

「そうしてくれるなら助かるけど、大だい丈じよう夫ぶ？　飛び込みだし、まだどんなお客様かわかんないよ？」

　案じる梅原に、御崎は意志の強い目を向ける。

「どんなお客様でも行きます」

　御崎はモニターでブースを確認し、アンケートを持っていく。青山はその凜りんとした後ろ姿に釘くぎ付づけになった。

「なんか御崎くん、頼たのもしくなってきたわねえ」

　梅原は御崎の成長に、うれしそうに声を弾はずませた。佐々木にいたっては、「御崎くんかっこいい……」と呟いてしまっている。青山は夢でも見ているようだった。御崎はお客様を選えり好みし、マダムキラーの称しよう号ごうをほしいままにしていたのに、一体どんな心境の変化なのだろう。

　けれどあの日以来、確かに御崎は変わった。

　あの日──「青山さんとのことは、少し考えさせてください」と御崎に言われた日から、二週間が経たつ。

　御崎は青山にアプローチしてくることがなくなった。そんな暇ひまさえないくらい仕事が忙いそがしいのも事実だが、今までの御崎からは考えられないことだ。

　青山はあれくらい、ささいなケンカだと思った。けれど御崎にとっては、そうじゃなかったらしい。

　御崎は今もまだ怒っているというより、青山に興味をなくしたように見えた。

　話が通じない青山に、愛あい想そを尽つかしたのかもしれなかった。

　元々青山と御崎は、同じ出来事があっても、捉とらえ方が全く違ちがう。何を言っても平行線だった。

　それでも青山は仲直りがしたい。

　けれどあれから御崎には、青山を寄せつけないオーラを感じる。

　自分らしくもなく、ひとりでうじうじ考えている現状にため息をつくと、隣となりで梅原もため息をついた。

「……チーフ？　どうかしたんですか？」

「うん。御崎くん、せっかく頼もしくなってきたのに、海外事業部に移っちゃうかもしれないのよね」

「……え？」

「実は昨日本社に行ったとき、そういう話が出てるって聞いたのよ。ほら、御崎くんって英語堪たん能のうだし、海外のほうが向いてるでしょ？」

　青山は耳を疑った。

　御崎が海外事業部に異動？

　御崎が離はなれていってしまうかもしれないなんて、思ってもみなかった。

「……」

「青山大丈夫？　なんか佐々木さんより、ひどい顔してるけど」

　梅原の怪け訝げんな声に、青山ははっとした。

　隣を見やると、御崎の異動を聞いた佐々木は、今にも泣き出しそうな顔をしていた。この佐々木より自分のほうが痛ましい顔をしていたのだと思うと、目の前が真っ暗になった。

　自分はそれほどまでに、御崎が自分のそばからいなくなるのがつらいのだ。

　それくらい御崎のことが好きなのだ。

　それなのになぜ、自分のために細谷を殴なぐってくれた御崎を責め立てたのだろう。

　細谷のことなんてもうなんとも思っていなくても、御崎が怒おこってくれてスカッとした、そう伝えるだけでよかったのに。きっと御崎はそれだけで喜んでくれたはずだ。

　それなのに青山は、言わなくていいことまで言って、御崎を傷つけた。

　一番大事なのは御崎なのに、御崎の気持ちを優先できなかった青山に、御崎は呆あきれてしまったのかもしれない。










　御崎との関係が行き詰づまったまま、クリスマスソングが流れる季節になった。

　ドレスサロンのトルソーにも、真っ赤なウェディングドレスがディスプレイされている。ふわふわの真っ白いファーがサンタクロースのようで、遊び心がある一着だ。

「おっ、これって着る女の子によっちゃコスプレっぽくなんねえ？　なんかエロ」

「エロくないです」

　青山は呆れ顔をした。今青山の隣ではしゃいでいるのは、友人の兄だ。たまたま青山が担当しているお客様の結婚式のゲストで余興をするらしく、今日はＤＶＤの再生確かく認にんのために来館していた。

　この友人の兄は女好きでさらにお節せつ介かいなため、顔を合わせるたび青山に女の子を紹しよう介かいしてくる。

「で、さっきの話だけどさ。とりあえず会うだけでも会ってみろって。おっぱいものすんごいから」

「はあ」

　もうおっぱいにはかけらも興味がないのだと、カミングアウトしたほうが楽な気がした。それくらいしつこい。

　うんざりしながらエレベーターを待っていると、その真後ろを御崎が通りかかった。

　青山はドキッとする。

「来週辺りにコンパどう？　絶対郁也も気に入るって」

　青山はいたたまれなくなった。こんな話を御崎に聞かれたくはない。

　けれど御崎はちらっと青山に視線を投げただけで、すぐにどうでもよさそうに去っていった。胸がぎゅっと締しめつけられる。

　青山はまだ御崎に謝れずにいた。完全にタイミングを見失ってしまったのだ。

　それにまさかこんなにも長い間、膠こう着ちやく状態が続くとは思ってもみなかった。

　御崎は相変わらず、青山にそっけない態度を取り続けている。

　御崎の海外事業部への異動の話は、あれから耳にしていない。青山が無意識に、耳に入れないようにしているからかもしれなかった。

「……」

　青山はため息をつく。

　一体いつまでこんな状態が続くのだろう。

　今の自分はこれまでの人生で、一番自分らしくない。

　──昨日も、こんなことがあった。

　たまたま空いたブースを片付けていると、隣からお客様の声がした。

「だからね、わたしはお色直しで、祥しよう子こさんにはカラードレスじゃなくって、色打うち掛かけを着てもらいたいの」

　どうやら新しん郎ろうの母親が、新婦の衣装に口出ししているようだった。

「でもわたし、小さいときから、結けつ婚こん式しきでピンクのドレスを着るのが夢だったんです……」

「ピンク？　じゃあそれは二次会で着たら？　チャペル式じゃなかったら、挙式だって白しろ無む垢くにしてもらいたいところなのよ」

「でも……」

　新婦は控ひかえめな方らしく、義母の勢いに飲まれていた。おいおい新郎、がんばれ。今こそ男を見せろ。青山は衝つい立たて越ごしに声せい援えんを送った。

「博ひろ之ゆきもそれがいいと思うでしょ？」

「う、うん」

　こりゃあだめだ。こうなったらもう新婦を守れるのはプランナーしかいない。

「御崎さんもそう思うでしょ？」

　けれど担当は御崎だった。

　それならもうお色直しは色打掛に決定だなと青山は思った。御崎はマダムキラーで、マダムに反論することはない。

　確か昨日ドレスサロンに、お花がいっぱい描えがかれたピンクの色打掛が入にゆう荷かした。ピンクつながりということで、新婦はあれで妥だ協きようしてくれるかもしれない。

　するとそこに、御崎のまっすぐな声が聞こえてきた。

「そうですね。でも、お母様に理想の結婚式があるように、新婦様にも叶かなえたい結婚式があると思います。一生に一度のことですから、僕はやっぱり新婦様にお好きなドレスを着てもらうのがいいと思います」

「そうかしら」

「はい。それが一番ですよ」

「あ、あの、そうしていただけるなら、引き出物選びはお母様にお任せします」

　御崎の口くち添ぞえに、新婦は勇気を出して提案した。

　御崎はそこに、ここぞとばかりにたたみかける。

「いいですね。結婚式は主役であるおふたりのためのものですが、家同士のものでもありますからね。歩み寄りが大事ですよ」

　義母は「そうねえ、祥子さんに好きなドレスを着てもらっておかないと、あとで文句を言われても困るものね」と渋しぶ々しぶではあるが譲じよう歩ほを見せた。

「……」

　青山は音も立てずにその場から離れた。

　ウェディングプランナーはどんなときも新郎新婦に寄り添そい、幸せな結婚式を作り上げていくのが仕事だ。それなのに青山は一いつ瞬しゆんでも、新婦に妥協してもらえないかと考えた。プロとして失格だ。

　そんな青山とは裏腹に、最近の御崎は明らかにいい方向に進んでいた。それは青山だけでなく、館内のみんなが感じていることだ。御崎がお客様に提案する声は、彼に結婚式を任せたいと思える、立派なウェディングプランナーのものだった。

「……これでよかったんだ」

　エレベーターに乗り込みながら、青山は小さな声で呟つぶやいた。

　青山と離はなれて、御崎はよかったのだ。

　でも自分はどうすればいいのだろう。

　こんなにも胸が痛い。










　その夜、閉館すると、青山の足は無意識のうちにチャペルに向かっていた。

　祭さい壇だんに立つと、いつもここでウィリアムが新郎新婦に向かって口にする『幸せな結婚の10のルール』が頭に浮うかんでくる。

「『ふたりとも同時に怒らないでください』、『家が火事にならない限り、叫さけばないでください』……」

　ユニークなその二つ目のルールには、新郎新婦もゲストもみんな笑え顔がおになる。

　青山は六つ目を唱えた。

「『一日を終える前に仲直りしてください』……」

「……こんなところにいたんですか」

　不意にチャペルの扉とびらが開いて、青山は振ふり向いた。

　そこにいたのは、まさかの御崎だった。

「御崎……」

「みんなが青山さんを探していますよ」

　すでに空調が切られた、凍こごえるようなバージンロードを、御崎が歩いてくる。

　煌きらめく道をまっすぐに進んでくる姿は、まるで結婚式の新郎の入場シーンのようだった。

　こんなときでさえばかみたいなことを思って、みとれてしまう。

「……あ、なんで？」

　御崎とふたりきりになるのは本当にひさしぶりだった。

　青山はすぐに落ち着かなくなる。

「これから飲み会しようって、チーフが」

「……マジで」

　青山は苦笑いした。

　祭壇から降りようとすると、行く手を御崎に阻はばまれる。

「御崎……？」

「ここで何をしていたんですか？」

　閑かん寂じやくなチャペルに御崎の澄すんだ声が響ひびいた。

　十じゆう字じ架かを背に、ふたりは意図せず見つめ合う形になる。

「……うん。まだ先だけど、俺理緒の結婚式で、親父おやじの代わりにここを歩くんだ」

　それは理緒に、どうしてもと頼たのまれたことだった。

　新婦のチャペル入場は父親とするのが一いつ般ぱん的だが、誰だれとしないといけないという決まりはない。最初から新郎と歩く新婦もいるし、母親と歩いたり、叔父おじと歩いたり、兄弟と歩くのも自由だ。新婦が一いつ緒しよに歩きたいと思う相手と歩けばいい。

　だから理緒が自分を指名してきたときは驚おどろいた。

「そうなんですか」

「うん。なんかそれを思うと、しんみりしちゃって……。憎にくまれ口ばっかり叩たたいてくるけど、理緒は俺のこと、ちゃんと兄として認めてくれてたんだなって」

　今でもケンカが絶えないけれど、理緒はかわいいところもあるのだ。この間もウィリアムの家で、青山のために本気で怒おこってくれた。あのとき一言、ありがとうと言ってやればよかったと、今なら思う。

「柏木さんみたいな素す敵てきな人がもらってくれるなんて、理緒は幸せ者だよな」

「そうですね。柏木さんは見る目がある。理緒さんは青山さんに似て、とてもいい子ですから」

　青山は笑った。

　いい子ってなんだ。先せん輩ぱいに向かって。俺に向かって。

　……もう俺に興味なんかないくせに。

　俺を置いて、遠くへ行くつもりのくせに。

　俯うつむいて唇くちびるを嚙かみ締しめていると、御崎が不意に訊きいてきた。

「青山さんは最近、お客様に女の子を紹しよう介かいしてもらってるんですか？」

「え？」

「今日、エレベーターを待っているとき、してもらってたでしょう。郁也なんて親しげに下の名前で呼ばれて。おっぱいが大きい女の子と、来週コンパするんじゃないんですか？」

「あ、あの人はただのお客様じゃなくって、友だちの兄ちゃんなんだよっ……。いっつもあんなふうに絡からんでくるんだ。ほんと困ってる……」

　どうでもよさそうな顔をしていたくせに、御崎は全部聞いていたのだ。そのことに驚きを隠かくせなかった。

「へえ。それで、ちゃんと断ったんですか？」

「……それは、まだだけど……」

　あの人はしつこい。どうせ断ったって、また誘さそってくるのは目に見えている。だから今日のところは適当に聞き流したのだ。

「まあいざとなったら、女の子には全く興味ないってカミングアウトしてもいいし、重く考えるほどのことじゃない」

　青山は笑った。居い心地ごこちの悪い空気を少しでも和やわらげたかったからだ。

　けれどそれは逆効果で、御崎の顔を余計に歪ゆがめてしまう。

「悪かったですね。重く考えて口出しして」

「……っ、そんな言い方しなくていいだろ」

　青山は自分の髪かみをくしゃりと摑つかんだ。

　もうどうしても、御崎とうまくいかない。短い会話の中で、その現実を思い知らされた気がした。

　絶望していると、御崎はそっと、青山の左手に触ふれてくる。

「……御崎？」

「青山さんは理緒さんの結けつ婚こん式しきでお父様の代わりに、理緒さんの右側を歩くんですよね」

「う、うん……？」

「青山さんも、バージンロードの左側を歩きたいですか？」

　祭壇に向かって左側は、花はな嫁よめが歩く方だ。

　御崎が何を言っているのかわからなくて、青山は首を傾かしげる。

「え……？」

「もちろん青山さんの隣となりは俺で。俺の花嫁になってくれるなら、お姫ひめ様さまみたいなドレスを着せて、ここのバージンロードを歩かせてあげると言ったでしょう？　覚えていますか？」

　御崎は指輪の交換をするときのように、左手同士を重ねた。

　まるで結婚の誓ちかいを立てられているようで、青山は動どう揺ようしてしまう。

「……っ」

　確かに御崎は以前、フラワーデコレーションしたバージンロードにみとれていた青山にそう言った。

　けれど御崎はもうすぐ海外事業部に異動になるのだ。

　それはもう青山のことなんてどうでもいいということで、今さらそんな話を蒸むし返してくる意味がわからなかった。

「お前、海外事業部に行くんだろ……？」

　事実を口にして、涙なみだが出そうになった。

　まともに顔が見られなくなって俯くと、御崎は静かに頷うなずく。

「はい」

「よ、よかったじゃん。お前には海外のほうが向いてる」

　青山はたまらなくなり、口早にまくし立てた。

　けれど御崎はすぐに言い添そえてくる。

「でもそれは、ずっと先のことですよ」

「……え？」

「俺にはまだまだここで学ばなければいけないことがありますから。それに、いつか俺が海外事業部に行くときは、青山さんも一緒です」

　どうして御崎はさっきから、青山に期待させるような言動ばかりするのだろう。

　たとえ異動がまだ先のことだとしても、御崎はあれからずっと青山を遠ざけているのだ。

　こんなのは残ざん酷こくだ。

「俺は振ふられた男と海外になんて行かない」

　青山は歯嚙みして、御崎の手を振り払はらった。

「振られた男？」

「……別に、責めてるわけじゃない。誰にだって心変わりはあるから」

　心は移ろいやすいものだ。

　だから青山は、結婚したいと思うのかもしれなかった。

　もちろん結婚したからといって、永遠の愛が手に入るわけじゃない。

　けれど、それでもやっぱり青山にとって結婚は、何よりも永遠の愛に近いところにあるものだった。

「……でも俺本当は、お前が細谷さんを殴なぐってくれてスカッとしたんだ。お前が怒ってくれて、うれしかった。ごめんな御崎……。今さら謝っても遅おそいかもしんねえけど、お前が言ったとおりだよ。俺は誰かを全部受け入れて、また裏切られてしまうのが怖こわいんだ」

　体の痛みの記き憶おくが消えていないのは事実だ。

　けれど心の痛みも全部、そのせいにしていた。

　それを御崎に暴あばかれて怖かった。

　笑い飛ばして、御崎に八つ当たりしても、怖くてたまらなかった。

「……ねえ青山さん、俺のどこを見て、心変わりしたと思ったんですか？」

　青山は唇を嚙み締める。

「……お前はすぐに、海外事業部に行くと思ったから。それに何より、俺にアプローチしてこなくなったから。あれから、露ろ骨こつすぎるくらいに……。俺のこと、ずっと避さけてるみたいだった」

「そんなの全部、我が慢まんしてただけですよ。俺はあれからずっと、青山さんに認めてもらえるいい男になるために、わき目も振ふらずに努力してるんです」

　青山はぽかんとした。

　思考回路が追いつかない。

「え……？」

「俺に心変わりなんかありえない。俺はいつだって青山さんのことしか考えてないですよ」

「うそ……」

「噓うそなもんですか。キスして押し倒たおして、青山さんの体を隅すみ々ずみまで触さわりたいのを、今も必死に我慢してるんです。あれから青山さんを何回オカズにしたか教えましょうか？」

「い、いらないっ」

　青山は即そく座ざに断った。心臓がバクバク鳴って、御崎にまで聞こえてしまいそうだった。

　……本当に？

　でも今までと何も変わらない御崎の口調だ。

　……御崎は俺に愛あい想そを尽つかしたんじゃなかった。

　ぐっと奥歯を嚙み締める。そうしないと涙なみだが溢あふれてしまいそうだった。

　自分はそれだけ不安だったのだ。

　こうしてチャペルで、今日一日を終える前に、御崎と仲直りできますようにと願うほどに。

「確かに俺は青山さんが言ったように、まだまだ頼たよりない。でも絶対に、青山さんを逃のがしたくないんです。そのためなら、なんだってする」

　御崎は真しん摯しな目で、青山を見つめた。

「俺はいつか、青山さんの理想どおり、見た目も中身も完かん璧ぺきな男になります。だから、時間をください。一年、三年……もし十年かかったとしても、世界一いい男になるから。そのときに、青山さんの全部をくれますか？　俺とバージンロードを歩いてくれますか？」

　青山は勢いよく御崎の首元に摑つかみかかった。

「お前は俺をまだいつかまで待たせる気なのかっ……？　俺は好きな男をいつまでも待たせるような、甲斐かい性しようのない男じゃねえぞ！　俺がほしいなら、今すぐ全部くれてやるよ！　お前の好きなだけ！」

「え……？」

　御崎はまるで狐きつねにつままれたような顔をしていた。口をぽかんと開けて、なんともかっこ悪かった。　>>>♥

「好きな男……？　俺が青山さんの好きな男ですか……？」

「そうだよ！　お前が俺の好きな男だ！　お前が完璧になるのなんか待ってたら、棺かん桶おけに足突つっ込んでしまうわ！」

　御崎はぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

　色気のない告白に涙目になっている男が愛いとおしくて、青山はその胸に飛び込む。

「今のままのお前がいい。言うの、遅くなってごめん。俺はもうずっと、お前が好きだよ」

「青山さん……」

　御崎が強い力で抱だき締めてきた。

　照れたりなんてしないで、もっと早く言葉にすればよかった。

　そうすればすれ違ちがうことなんてなかったのだ。

　全部受け入れて、また裏切られて傷つくことになっても、御崎ならいい。

　こんなにも自分を好きでいてくれる男は、この男以外いない。

　性格や考え方が違うからだめなんじゃない。

　違うから惹ひかれ合ったのだ。

　そうしてお互たがいのいいところを見習って、伸のばし合って、だめなところは補い合っていけばいい。

　御崎とならそれができる気がした。

「青山さんがかっこよすぎて、つらいです」

　御崎は青山をきつく抱き締めながら、小さく体を震わせた。










「もー、青山も御崎くんもどこに行ってたの。遅いよー。飲み会、ふたりも参加できるよね」

　青山と御崎がフロントに戻もどると、梅原が歩み寄ってきた。

「あー……、すみません。今日は御崎と男子会をしようかと……」

　青山が申し訳なさそうに断ると、先せん輩ぱいたちは、えー！　と非難の声を上げる。

「青山だけ御崎くんを独どく占せんするとかずるい！」

「そうよ、御崎くんはみんなのものなんだから！」

「えー……」

　よく言う。言いたい放題やりたい放題の女の本能丸出し飲み会のときは、御崎を押しつけるくせに。

　なぜか今夜に限って一同は御崎を所しよ望もうしていた。

　どうする？　と窺うかがうように御崎を見上げると、御崎は突とつ然ぜん、きりりと男らしい顔になる。

「すみません、俺は青山さんのものなんです」

「……は？」

　青山は耳を疑った。

「俺たち、付き合うことになったんです」

「……ええぇええぇぇー!?」

　冗じよう談だんでしょ!?　とフロントがとんでもないパニックに陥おちいった。

「まさか御崎くんもゲイだったのっ？」

「はい、まさかの」

「お前、何カミングアウトしてんだ！　いきなり気が大きくなりすぎだろ！」

　ゲイだということをみんなに知られたら生きていけないと言っていた男と、同一人物だとは思えない。

「だって青山さんにだけ、かっこつけさせられません」

　愕がく然ぜんとする周囲をよそに、御崎は青山の腕うでを引っ張った。

「そういうことなので、今夜はふたりきりにさせてください」










「ちょっ、痛い！　引っ張るな！　信じられないお前！　明日あしたどんな顔して出勤すればいいんだよ！」

　青山は頭を抱かかえ込んだ。

「俺もやればできるでしょう」

「アホか！　全然かっこよくねえわ！」

　あんなのはただからかわれるネタを提供しただけだ。

「自じ慢まんしたかったんです。青山さんが俺の恋こい人びとだって」

「な……！」

　耳まで真っ赤になる青山に、御崎は顔を近づけてくる。

「それに青山さんは、俺の一番の味方でしょう？　もしこれで俺がみんなに軽けい蔑べつされることになっても、怖こわくなんてありません」

「ば、ばか。あそこにはそれくらいで軽蔑するような人はいないって、知ってるだろ……」

　青山が呟つぶやくと、御崎は微笑ほほえんでくる。

「はい、そうですね。ねえ青山さん、初夜はどこがいいですか？　ホテルか俺の部屋か、ゴミ箱か」

「おいゴミ箱って俺の部屋のことか」

　青山は御崎の頰ほおを容よう赦しやなくつねった。

「痛いです、青山さん。本当のことじゃないですか」

「本当のことでも言わんでいいことだ」

「すみません」

「……お前の部屋がいい」

　青山は小さな声で呟いて、そそくさと歩き出した。それを言うだけで顔から火が出そうだった。一体自分はいつからこんなに照れ屋になってしまったのだろう。

　御崎はすぐに隣となりに並んできて、そっと指を絡からめてくる。

「忘れられない夜にしましょうね」

「……ばか」

　御崎の部屋で、御崎の匂においに包まれて、抱だかれたかった。










「晩ごはん、どうしますか。簡単なものでよければ先に……」

「……おなか空すいてないからいらない。お前食べるんだったら待ってるよ」

　何も喉のどを通る気がしなかった。御崎には決して言わないが、緊きん張ちようしているのだ。

　リビングで待機していようとすると、距きよ離りを詰つめてきた御崎に耳みみ許もとで囁ささやかれる。

「俺は今から青山さんをおなかいっぱい食べるから、晩ごはんはそれからでいいです」

　エロオヤジみたいな言い草にドン引きしていると、御崎は笑いながら手を引っ張ってきた。

　ふたり同時にベッドに乗り上げる。ベッドルームの明かりは点つけない、御崎の配はい慮りよがうれしかった。

　スプリングを軋きしませて、上下に重なり合う。

「今夜は終わってももう、俺と付き合ってないなんて言わないでくださいよ」

　御崎は確かく認にんしながら、青山のシャツの裾すそに手を入れてきた。

「……言わないよ」

「安心しました」

　唇くちびるを啄ついばまれて、青山もそれに応こたえる。御崎はじゃれるように何度も軽いキスを落としてきた。

　青山も御崎を脱ぬがせるために手を伸ばす。

「御崎」

「はい」

「もし俺が途と中ちゆうでやめろって大暴れしても、やめるなよ。約束してくれ」

　いくらなんでもそこまで取り乱すことはないと思うが、念のためにお願いしておいた。

　誰だれかと体をつなぐのは、あの日以来なのだ。どうなってしまうのか自分でもわからない。

「何があっても今夜はちゃんと、お前に抱かれたい」

　今夜で過去は断たち切る。

　もう二度と思い出さない。

「わかりました。何があっても挿そう入にゆうします」

「露ろ骨こつに言わんでいい」

　ペチッと頰を叩たたくと、御崎は微笑んで、額をくっつけてくる。

「俺のことが好きですか」

「好きだよ……」

「ならもうここからは、それだけでいい」

「ん……っ」

　今度は唾だ液えきを交かわす濃のう厚こうなキスをした。互たがいの口こう腔こうを甘く搔かき回し、舌がとろけそうになるくらい絡め合う。

「あっ……」

　唇はすぐに首筋を辿たどり、鎖さ骨こつまで降りていく。

「嫌いやだ……まだもっと、キスして……」

　せがむと、御崎は薄うすく笑ってまた顔を近づけてきた。

　御崎のキスはいつだって丁てい寧ねいだ。されると気持ちがよくて、愛されているのだと、全身が痺しびれるくらい実感できる。

　大きな手が、シャツを剝むかれた胸の上を這はってきた。

「でも、早くここも舐なめたいし──」

「んっ……」

　御崎の指先が乳ち首くびを掠かすめる。

　そうしてまだスラックスを穿はき込んでいる、青山の下か肢しの狭はざ間まに辿り着く。

「ここも舐めたいんですけどね」

「ぁっ……」

　足の間を優やさしく揉もまれ、腰こしが揺ゆれた。

　胸もそこも舐めてほしい。でも唇が離はなれるのも嫌だった。

　御崎は唇にキスを続けながら、悪戯いたずらっぽく囁いてくる。

「どうしたらいいですか。青山さんはどうしたい？」

「……っ」

　葛かつ藤とうしていると、御崎は小さく笑った。

　ゆっくりと体をずらし、青山の胸に唇を寄せてくる。

「進めますよ」

「んっ……」

　乳首を舌で転がすように舐められて、すぐにその快感に夢中になった。

　キスが丁寧な男は愛あい撫ぶも丹たん念ねんだ。青山は翻ほん弄ろうされてしまう。

　片方を吸われながら、もう片方を縊くびり出すように引っ張られた。

「あっ、あぁっ……」

　青山は御崎の頭を抱え込み、思わず下肢を御崎に押しつける。

「あ、御崎、いっ……」

「……かわいいな」

　御崎は青山の脇わき腹ばらに唇を滑すべらせながら、下着を足先から抜ぬき取った。青山は一糸纏まとわぬ姿にされて膝ひざを開かれる。

「……ん」

「あっ、やっ、ああっ」

　括くびれに御崎の舌が這い回る。裏筋に硬かたく尖とがらせた舌を押し当てられ、擦こするようにして根元まで咥くわえ込まれた。

　ゆっくりと引き抜かれ、唇で扱しごくようにされると、青山は御崎の髪かみを摑つかんでしまう。

「あ、やめっ、それすぐイくっ」

「お好きなときにイってください。今日は二回なんかで終わらせる気はありませんから」

「な、何言ってっ、あ、や、んん……っ」

　青山は必死に耐たえた。それでも呆あつ気けないほどすぐに果ててしまう。今夜の御崎に焦じらすという文字はないらしい。最初から手加減がない。

　吐と精せいし、潤うるんだ目で御崎を見ていると、御崎はふふっと笑った。

「かわいい顔」

「ばっ……！」

　思わずクッションを投げつけたけれど、御崎は顔をほころばせたままだ。青山が照れているだけと知っているのだろう。……むかつく。

「二回じゃ終わらせる気がないって、何回やったら満足なんだよ……？」

「そうですね。せっかくだからふたりのセックスライフについて話し合っておくのもいいかもしれません。俺は毎回、最低でも三回はイきたいです」

「三回!?」

「毎日してもいいなら、一回でも我が慢まんしますよ」

「毎日!?」

「でも今日は特別な夜だから、俺が勃たたなくなるまでさせてくださいね」

「……!?」

　どう考えても絶ぜつ倫りんっぽい御崎が勃たなくなるまで付き合うなんて無理だ。

　どれだけ好きでもいろいろな限界が来る。

「無理、絶対無理」

「じゃあ出なくなるまでならいいですか」

「何その差！　それって何回だよ……？」

「さあ、八回くらいですかね」

「殺す気か……！」

　本気で怯おびえると、御崎は噴ふき出した。

「冗じよう談だんですよ。今日は特別な夜だから、俺は一回もイかなくてもいいです。青山さんに俺とのセックスが気持ちいいって思ってもらえたら、それだけで大満足ですから」

　御崎は青山を抱だき締しめて、髪を撫なでた。本当にそれが御崎の望みだというように、優しいキスをされる。まっすぐな目に見つめられると、胸が甘く締めつけられた。

「御崎……」

「ん？」

「……舐めるのとか、まだ無理だけど、……触さわらせろよ」

　御崎はぱちぱちと瞬まばたきをした。

　すぐに微笑ほほえんで、青山が脱がせやすいように腰を浮うかせてくれる。

「いくらでも」

　ボクサーパンツから、御崎の屹きつ立りつを引っ張り出した。両手でやんわり包み込む。

　前に御崎が好きだと言っていた先せん端たんを中心に弄いじって、幹に浮き出した太い血管をなぞった。強い脈動に呼応するように、青山の心臓が高鳴っていく。

「俺を触るのは、そんなに感じますか？」

　御崎の手が、再び青山のペニスを捕とらえた。粘ねばり気のある湿しめった音に、耳を塞ふさぎたくなる。今果てたばかりなのに、そこは十分すぎるほど昂たかぶって、雫しずくをこぼしていた。

「だ、だってっ……」

「だって？」

「お前が好きなんだから、お前を触って興奮して、こうなるのは普ふ通つうだろっ……」

「ああ、そんな顔をしないで。すみません。責めたんじゃない」

　唇くちびるを嚙かんだ青山に、御崎はそっと口づけた。きつく結んだ唇を舌で割られ、優しくあやすように舐められる。同時にペニスにも、甘い摩ま擦さつを与あたえられた。

「っ、ぅあ、ん……っ」

「かわいいなって思っただけです。青山さんは俺が好きなんだから、俺を触って興奮して、こんなになるのは当たり前です。何もおかしくなんてない」

「ん、んんっ……」

「もっと感じていいんです。もっともっと俺だけを感じて」

　膝を割られ、昂ぶりが御崎のものと重なった。御崎の熱い体温をじかに感じ、先端の小穴がヒクッと震ふるえる。

　御崎はふたりのそれを触ふれ合わせながら、ゆっくり、ゆっくり、腰を揺すった。

「っあ、それ、気持ちいっ……」

「じゃあしばらくこうしていましょう」

　下肢を押しつけ合い、唇を貪むさぼり合う。

　本能のままに感じ合った。

　その間に、何度絶頂を迎むかえただろう。たぶん御崎も、一度達した。

　体を反転させられたときには、もう頭の中が陶とう然ぜんとしていて、よくわからなくなっていた。

「シーツに手をついて、お尻しりを上げてください」

「んっ……」

　両手を合わせ、ローションを混ぜる御崎に、体が強こわ張ばった。

　このあとそれでどうされるのか察したからだ。

　痛みの記き憶おくがよぎる。

「御崎、ちょっと待っ……」

「待ちません」

　御崎の親指が後こう孔こうに触れ、襞ひだがきゅんと収縮をする。

　青山はクッションを抱き締めた。何かに縋すがっていないと、叫さけび出してしまいそうだった。

「きついな……」

　ぽつりと呟つぶやいた御崎の吐と息いきが、不意に窄すぼまりを掠かすめた。

　とっさに身を捩よじって振ふり向くと、そこに御崎が顔を埋うずめるところを目まの当たりにしてしまう。

　濡ぬれた感かん触しよくが、粘ねん膜まくにひたりと張りついた。

「うあ、や、やめっ、何して、や、いやだっ」

　前に逃にげようとすると、強い力で腰を引き戻もどされた。がっちりと抱だき込まれ、逃げられないように固定される。

　熱く長い御崎の舌が、後孔をとろけさせるようにぴちゃぴちゃと舐なめてくる。音が、舌した遣づかいが、どうしようもなく青山を狂くるわせる。

「み、御崎っ、それやめ、やめろよ……っ」

「少し開いてきましたよ。気持ちよさそうだ」

「ひっ、ひぁ、ああっ」

　青山の抗こう議ぎを聞き流し、御崎はそこにゆっくりと指先を埋め込んだ。尖らせた舌を、その周りにぐるりと這はわせる。刺し激げきを受け、敏びん感かんになったそこが御崎の指をぎゅっと食い締めた。

「い、嫌いやだ、やめっ」

「まだ一本ですよ。これくらいで音を上げてどうするんですか。俺のフランスサイズを挿いれるんでしょう？　がんばって緩ゆるめてください」

「い、挿れない、やめる、抜けってばっ」

　もちろん御崎は聞き入れてくれることなく、収縮する動きに合わせて指を抜き差しした。

「もっと奥もほぐしておきましょう」

「あ、や、んんっ」

　指が最さい奥おうまで沈しずみ込んでいく。

　二本の指を根元まで埋め込まれ、ぐぐっと小刻みに穿うがたれた。搔かき回されてすすり泣くと、尻の丸みにあやすようにキスを落とされる。

「あ、あっ、んっ……」

「想像してください。もっともっと奥を、俺に貫つらぬかれる瞬しゆん間かんを」

「……ぁっ……」

　鼓こ膜まくに染しみ込むような囁ささやきに、ゾクッと背筋が震えた。

　さっき御崎の形を、自分の手でしっかり覚えた。あれがもうすぐ、自分の中に挿はいってくるのだ。大きくて逞たくましい御崎の熱情を思い出すと、羞しゆう恥ちや恐きよう怖ふより、本能的な欲よく望ぼうが湧わき上がってきた。

　……挿れてほしい。

　早く御崎に抱かれたい。

　指を抜ぬかれても、すぐには閉じられないくらいほぐされると、御崎はそこに舌を挿れてきた。

「ひぁっ、や、やぁっ」

　直接唾だ液えきを注ぎ込まれる。御崎はそれを塗ぬり込むように、三本の指で内ない壁へきを搔き回した。腰こしを突つき抜ける快感に、鈴すず口ぐちから粘ねん液えきが噴き出してくる。もう自分の体がどうなっているのかわからない。

　執しつ拗ようすぎるくらい十分な準備が終わると、向き合う体勢に戻された。

　正面から膝ひざ裏うらを押し上げられ、後孔に屹立をあてがわれる。

　入り口が御崎の先端に吸いついた。

　けれどまたどうしようもなく過去の記憶が甦よみがえり、体が強張ってしまう。

「い、嫌だ、やっぱり挿れるなっ。またスマタしてもいいからっ……」

「青山さん、俺は素す股またが好きなわけじゃないですよ。ここに挿れるほうが、何倍も好きです」

　太い先端が容よう赦しやなく潜もぐり込んできた。

　青山はその圧あつ迫ぱく感かんに息を詰つめる。

「……っ、う、あ……！」

　御崎は最初にした約束を守っているだけなのだとわかっていても、やめてくれないことがつらくて涙なみだが出てきた。

「あっ、ぃ……！　抜け、よっ、抜けってっ……！」

　押してもビクともしない胸に殴なぐりかかる。ほとんど力が入っていなかった拳は簡単に開かれ、指を絡からめられてしまう。

　けれど青山はすぐにその手を振り払はらうと、御崎の髪かみの毛を毟むしるように引っ張った。

「いてて。青山さん、ハゲたらどうしてくれるんですか」

「ハゲろっ」

　御崎は苦笑いしながら、両手でそっと、青山の頰ほおを包んでくる。

「ほら、ちゃんと俺の顔を見てください。どうですか？　ものすごくイケメンでしょう？」

「ば、ばかっ。思ったことないわっ」

「噓うそばっかり。知ってますよ。青山さんは最初から、俺の顔が好きだって」

「なっ……！」

　どうしてばれてる？

　青山は取り乱しそうになる。

「でも今はもう顔だけじゃなく、俺の中身も全部好きですよね。我が慢まんできないくらい痛いですか？」

　御崎は唇が触れ合いそうな距きよ離りで訊きいてきた。

　大好きな、きれいな顔。青山が暴れて締しめつけて、きっと中にいる御崎も痛いはずなのに、そんなのは微み塵じんも感じさせなかった。

　ただ青山を愛いとおしそうに、優やさしい瞳ひとみで見つめてくれる。

　幸福感が押し寄せてきて、青山はたまらなくなった。

「……痛くない。……怖こわくもない……」

　御崎のおかげで、恐怖心が消えていく。ずっとこうしていたいとさえ思った。

　御崎とこうして、ずっとつながっていたい。

「うん。セックスに、痛いことも怖いこともないんです。これからはずっと、俺が気持ちよくしてあげるから」

　御崎が奥深くまで満たしてくる。

　青山はその背中に手を回してしがみついた。

「あ、ああぁっ……」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「んっ、大丈、夫っ……。今ドクンッて……俺の中でお前が脈打った……」

「俺もわかりますよ。ヒクンヒクンって、青山さんの中がずっと痙けい攣れんしてるのが」

　熱っぽく唇くちびるを重ねてきた御崎に、夢中で応こたえた。

　キスの合間に一いち途ずに見つめてくる御崎に、胸が痛いくらい締めつけられる。体を満たされると心まで満たされるということを、青山は初めて知った。

　こうして好きな男とひとつになれることが、幸せじゃないわけがない。何もかも曝さらけ出して受け入れられることが、特別じゃないわけがない。

　御崎は青山の、世界でたったひとりの男なのだ。　>>>♥

「御崎……好き、好き。どうしよう……、俺もうお前と離はなれたくないっ……」

「青山さんが望むなら、抜かずに二回でも三回でも可能ですよ」

「ばっ、そういう意味じゃない！」

　何もかもぶち壊こわす相変わらずの発言に、青山は思わず頭ず突つきした。

　御崎はクスクス笑って、唇を寄せてくる。

「俺を受け入れてくれてありがとう。愛してますよ」

「……ん……っ」

　御崎が律動を始めた。ストロークが次し第だいに大きく激しくなっていく。

　御崎に気持ちよくなってもらいたくて、強い刺激に逃にげそうになるのを必死にこらえた。

　穿たれるごとに御崎を感じて、涙が溢あふれそうになる。御崎をこんなふうに好きになるなんて思ってもみなかった。

　体位を変えないまま、長い時間正常位でつながった。そのことにどうしようもなく御崎の愛情を感じた。

　愛しい人の顔を見つめながら、抱だき合ってキスをして、快感を共有する。

　幸せでたまらなかった。

「あっ、んん……！」

　青山を絶頂に導くと、御崎が掠かすれた声で訊いてくる。

「青山さん、中に出していいですか？」

　その声も情じよう欲よくを宿す瞳も色っぽくてゾクゾクした。

　青山は汗あせに濡ぬれた、御崎のきれいな髪を搔き上げてやる。

「……いいよ。抜かずに二、三回やるんだろ？」

「わあ、青山さん、元気ですね」

「はっ？　お前が言ったんだろっ」

　突っ込んでも、御崎はふふっと笑うだけだ。

「お前最悪っ、って、あっ、うぁっ、んッ」

　いきなり嵐あらしのような激しさで揺ゆすられて、青山は身み悶もだえた。

　御崎は激しく腰を震ふるわせながら、青山の胸に倒たおれ込んでくる。最大まで膨ふくれ上がった御崎の屹きつ立りつが青山の中で爆はぜ、迸ほとばしりを放った。

　青山はその熱い飛沫しぶきを、体の奥で受け止める。

「……あ、んん、ん……っ」

「……っ」

　奥まで濡らし尽つくされて陶とう酔すいしていると、休む間もなく二回目が始まった。

　まだ十分に硬かたさを保つものが勢いよく突き上げてくる。

「あっ、ぅあっ」

「青山さん、どうします？」

「えっ……？」

「二、三回どころか、このまま五、六回いけそうですが」

「し、知らねえよ……！」

「それは、御崎の好きなだけしていい、って意味ですか？」

「都合よく解かい釈しやくしすぎだろ……！」

「俺は青山さんに対しては、超ちようポジティブなんです」

　つながったまま腰こしを回され、中で放たれたものを搔かき混ぜられた。白はく濁だくが泡あわ立だって弾はじける卑ひ猥わいな音がする。けれどもうそんな耳を塞ふさぎたくなるような音さえも、快感につながった。

「あぁっ、あっ、はぁっ、んんっ」

「幸せすぎておかしくなりそうだ」

　悩なやましげに呟つぶやいた御崎を見上げて、少しだけ微笑ほほえんだ。

　……御崎が幸せなら、もう何回だって好きにしていいと思った。










　どんなに甘美な夜を過ごしても、腹は空すく。

　青山は自分のおなかが鳴る音で目が覚めた。

「おい、御崎……」

　隣となりで精も根も尽き果てている男の肩かたを揺する。

「はい……？」

　まだ眠ねむそうに薄うす目めを開けた御崎に青山は「おなか空いた」と口にした。

「おはようのキスもなくそれですか……」

「だってペコペコなんだよ。ねー、なんか作って」

「……はいはい。昨日はあのまま寝ねてしまいましたからね」

　いつの間にかふたりで朝を迎むかえた日は、御崎の手料理を食べるのが決まりになっていた。

　と言ってもまだこれで三度目だ。

「ホットサンドメーカーを買ったので、ホットサンドにします？　それでワッフルも焼けますけど」

「両方！」

「はい、両方ですね」

　御崎は面めん倒どくさがらずに、生野菜とチーズ、ハムがぎゅうぎゅうに詰つまったホットサンドと、チョコバナナワッフルを焼いてくれた。チョコレートソースは、青山の好みでたっぷりかけた。

「おいしい、幸せ！」

　もう完全に胃い袋ぶくろを摑つかまれている。

　吸い込むような勢いで平らげていると、それを見ていた御崎がなぜか複雑そうな顔をした。

「なんだよ？」

「いえ、ずっと青山さんを餌え付づけしたいと思ってましたけど、そこまで喜ばれると、俺は自分の手料理に嫉しつ妬としそうです」

「は？」

「人間って人間にだけじゃなく、物質にも嫉妬するんですね」

「……お前、アホすぎるというか、くだらなすぎる」

　ていうか何を言っているのか、意味がわからない。

　青山は呆あきれた。

「アホでもくだらなくもないでしょう」

「あっ、急がないと遅ち刻こくする。シャワー借りるな」

　青山は適当にあしらって、バスルームに向かった。

　けれどもれなく御崎がついてくる。

「一いつ緒しよに浴びましょう。そのほうが時間短縮できますよ」

「絶対できないと思う」

　だってすでにもう、御崎の手が青山の腰を意味ありげに撫なでている。

　お前は俺のあとにしろ、と押し返していると、御崎のスマートフォンが鳴る音がした。

「鳴ってるぞ」

「あの音はメールなので大丈夫です」

「急ぎのメールもあるだろ」

　青山はリビングに戻もどり、スマートフォンを投げてやった。

　すると御崎はしかたなく、メールを開く。

　その途と端たん、御崎はぱあっと顔を輝かがやかせた。

「なんだよ、誰だれからだよ？」

　気になって訊きくと御崎は、「熊代さんからです」と答えた。

「熊代さん？」

「はい。ああもう、本当にかわいいな」

　画面を見つめて頰ほおを緩ゆるませている御崎に、青山はむっとした。

「お前最低。何がかわいいな、だよ。俺のほうがかわいいだろうが」

　幸せな後きぬ朝ぎぬに、ほかの男を褒ほめるなんて最低だ。

　御崎はぱちぱちと瞬まばたきをして、それからすぐに噴ふき出した。

「はい、そうですね。すぐにやきもちを焼く青山さんは、いっぱいキスしたくなるくらいかわいいですよ」

　身を寄せてきた御崎に、顔中にキスされた。振ふり払はらっても振り払っても口づけられる。

「やめろ、ごまかすなっ」

「何もごまかしてなんかないですよ。熊代さんから届いた写メ、見ます？」

「見ない！」

　断固拒こばんでも、目の前に突つきつけられた。

「え？」

　画面に表示されていたのは、まだしわしわの、おさるさんみたいなあかちゃんの顔。

「熊代さんのあかちゃん、今朝生まれたんですって。すごくかわいいでしょう？」

「……！」

　とんだ失態を晒さらしてしまったことに気づいて、青山は顔から火が出そうになった。

　早はや合が点てんして、生まれたばかりのあかちゃんに嫉妬してしまったのだ。

　御崎のことをアホだとかくだらないとか、言えたものじゃない。

「でも青山さんのほうがかわいいって、何回でも言ってあげますよ、バスルームで」

「や、やめろ！　放せー！」

　青山は鼻歌を歌いだしそうなくらい上じよう機き嫌げんの御崎に、バスルームに引っ張っていかれた。










　半分は自じ業ごう自じ得とくだが、朝から無む駄だな体力を使ってしまった。

「青山さん、急ぎましょう。遅刻しますよ」

「誰のせいだと思ってんだ」

　青山は御崎と『ラ・メゾン・ダムール』まで走りながら、文句をつけた。

　そのときふっと、御崎が昨夜、チャペルで言ったことを思い出す。

「……なあ、いつかお前が海外事業部に行くときは、俺も一緒って本気？」

「もちろんですよ。俺、英語ペラペラなんで、安心してついてきてくださいね」

　そういう問題じゃない。

　でも、そういう問題なのか、と青山は思い直した。

　御崎が海外事業部に異動になるときは、一緒に行きたい。

　けれど青山は英語が苦手だ。

　一緒に行きたくても、肩を並べて働けないのなら受け入れられない。ついていくだけなのはありえなかった。

「……よし」

　青山は決意した。

　今日からこっそり、英語の勉強を始めよう。

　そうしていつかそのときが来たら、御崎をあっと驚かせてやろう。

　御崎が青山のために料理を始めてくれたように、青山も何かを始める、いいきっかけかもしれなかった。

　フロントに着き、タイムカードを打刻していると、先せん輩ぱい方が総出で青山と御崎を出で迎むかえてくる。

「きゃあっ、カップルでご出勤よ！　ラブラブだー！」

「えっちー！」

「何がえっちですか……！」

　だって昨日の今日じゃない？　青山のネクタイ昨日と一緒じゃない？　とひそひそ話が始まる。丸聞こえだから。

　恥はずかしいというよりも、これから御崎と出勤するたびにこんなふうに騒さわがれるのかと思うと、ちょっとうんざりした。

　しかもそこにウィリアムまで現れて、にやにやしながら青山の肩かたを叩たたいてくる。

「おはようさん。郁也と御崎、できてんてな」

「……！」

　青山は絶句した。情報が早すぎる。

「なんや、前にたこパで騒いどったけど、うまいこといったんやな。よかったやん。てか、彼氏できたら報告せえって言うたのに、水みず臭くさいやっちゃな」

「できたの昨日だから！」

「そうなん？」

　ウィリアムは御崎を振り向いた。

「そうなんですよ。俺はずっとアプローチしてたんですけど、やっと昨日、全部受け入れてもらえました」

「ヒューッ、おめでとさん！　ほな次は結けつ婚こんやな」

「気が早いよ！　つかできないって！」

　青山が突っ込むと、ウィリアムは片かた眉まゆを撥はね上げた。

「だからわしが牧師したる言うたやないかい」

「じゃあ、担当プランナーはわたしで！」

　梅原が名乗り上げると、それいい！　とみんなが盛り上がり始めた。

　当人を置き去りにして、とんでもない話が展開している。

「青山くん……」

　けれどそこに佐々木のか細い声がして、青山ははっとした。

「さ、佐々木さん。……すみません……」

　佐々木の御崎への気持ちを知っていたのにこんなことになり、青山は途端に罪悪感でいっぱいになった。

　そこに、永嶋が明るく投げかける。

「抜ぬけ駆がけした青山に、佐々木さんから一言！」

　青山はどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんも受け入れる覚かく悟ごをした。

　すると佐々木は一度俯うつむいてから、何かを決意したようにゆっくりと顔を上げる。

「……うん。青山くんなら、御崎くんをほかの女の子に取られるよりはいいかも。青山くん、御崎くんとお幸せにね」

「佐々木さんまで……！」

　ほっとしたけど愕がく然ぜんとした。ここの人たちはみんな、どこかおかしいのかもしれない。

　でも、みんなが青山と御崎を祝ってくれている。男同士だということを気にも留めずに、普ふ通つうの恋こい人びと同士として認めてくれている。こんなに幸せなことってあるだろうか。

　なんだか青山は、いつか御崎となら、本当に結婚できるような気がした。

　相変わらず夢を見すぎだろうか。

「ちゅーせえ、ちゅー」

　ウィリアムが青山と御崎の背中を押して、くっつけてくる。

「やめろ！　職場だぞ！　これだから関西人は……！」

　おもしろければなんでもいいという考え方が信じられない。

「うっわ、郁也、今の発言はあかん。関西を敵に回したで」

「うるさい！」

　ウィリアムと言い争っていると、いきなり真正面から御崎に抱だき締しめられた。

「ちょっ、お前もやめろ！」

「すみません、青山さんは照れ屋さんなのでこれで勘かん弁べんしてください」

　御崎は腕うでの中で暴れる青山をぎゅうぎゅう抱き締めながら、とろけるような微笑ほほえみを浮うかべた。

「きゃーっ！　なんだかすでにダンナっぽい発言！」

「愛が溢あふれてて、こっちが恥ずかしい！」

　身み悶もだえる周囲に構わず、御崎が耳みみ許もとで囁ささやいてくる。

「青山さん、俺たちの結婚式は、世界で一番のものにしましょうね」

　カリヨンの鐘かねの音が、ふたりを祝福するように響ひびいた気がした。







　あとがき




　こんにちは、逢おう西にしひなと申します。

　このたびは『年下王子の誘惑ウェディング』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　こちらは第15回角川ルビー小説大賞で、期待賞を受賞させていただいた、『世界で一番の結婚をしよう』を改題、改かい稿こうしたものです。出していただけることになり、すごくうれしいです！




　青山と御崎は、書いていて本当に楽しかったです。

　あと、ウィリアムを書くのも楽しすぎて、改稿で登場シーンを増やしました。わたしにしか需じゆ要ようがないかもしれませんが（笑）。




　御崎はチャペルでプロポーズのようなことをして、青山にも好きだと言ってもらったので、もう婚こん約やくしたつもりです（笑）。彼氏ヅラを通り越こして婚約者ヅラをして、調子に乗るなと青山にぶん殴なぐられる姿が目に浮うかびます（笑）。

　でもちょっとうざくても、好き好き言ってくっついてくる一いち途ずな年下の彼氏は、やっぱりかわいいですよね。

　職場のドレスサロンで、青山にウェディングドレスを試着させようと、あの手この手で迫せまる御崎とか、想像すると楽しいです。




　ここからはお世話になったみなさまへのお礼です。

　まずは北きた沢ざわきょう先生、お忙いそがしい中、イラストを描かいてくださってありがとうございました！

　いただいたキャララフが美しく、一日中みとれています！

　担当様、作品をよくするために一いつ緒しよにがんばってくださり、本当にありがとうございました！

　担当様のお力ちから添ぞえのおかげで、形にすることができました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、ここまで読んでくださったみなさまに、一番のお礼を。

　ありがとうございます！

　楽しんでいただけましたか？　これからもがんばりますので、また読んでくださるとうれしいです。ご意見やご感想などございましたら、ぜひ聞かせてください。

　それではまた、お目にかかれることを願って。




　二〇一五年　十一月


逢西ひな　　
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